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Ⅰ 市 勢 概 況 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

〔郡山駅前地区から安達太良山方面を望む〕       
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１ 地勢（位置・面積・気候） 

 
郡山市は福島県の中央に位置し、平坦な地を中心に西高東低の地形で、西は猪苗代湖の一

部を有しています。 

市域は、北緯37度15分58秒から37度37分34秒、東経140度２分10秒から140度33分

52秒に位置しています。市域の最長距離は、東西46.78km、南北39.95kmと、東西に伸び

た形態となっており、安積平野を中心として、東は阿武隈山系、西は猪苗代湖、北は安達太

良山と、水と緑が豊かな美しい景観を望むことができます。  

総面積は猪苗代湖の一部も含まれ、757.20km²です。1924（大正13）年９月の市制施行

当時の面積13.18km²に比べると実に57.5倍となっています。 

気候は、比較的穏やかな内陸性気候で、年間平均気温は12℃前後、降水量は1,000㎜程度

で、年間を通じての乾湿の差が少なく、住みやすい気候です。 

また、東北新幹線をはじめ、東北本線、磐越西線、磐越東線及び水郡線と県内外に延びる

鉄道網、さらには、東北自動車道、磐越自動車道などの高速自動車網、近接して福島空港が

立地するなど交通の要衝となっており、南東北の商工業・物流の拠点として、「人」「モノ」

「情報」が集まる「経済県都」として成長を続けています。  
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２ 沿革 

 

1924（大正 13）年 市制施行 

1944（昭和 19）年 市庁舎内に図書館設置 

1947（昭和 22）年 新制中学校設置 

1949（昭和 24）年 市制施行 25 周年、公民館開設 

1951（昭和 26）年 小学校完全給食実施 

1965（昭和 40) 年 安積郡全町村（９町村）・田村郡（３町村）を合体・編入合併  

1973（昭和 48）年 中学校給食センター配給開始 

1974（昭和 49）年 市制施行 50 周年、郡山総合体育館開館 

1992（平成４）年 美術館オープン 

1997（平成９）年 中核市移行、人口 33 万人突破 

2002（平成 14）年 男女共同参画都市宣言 

2008（平成 20）年 音楽都市宣言 

2011（平成 23）年 東日本大震災発生 

2014（平成 26）年 市制施行 90 周年、合併 50 周年 

2018（平成 30）年 セーフコミュニティ国際認証を取得、西田学園義務教育学校開校  

2019（令和元）年 
近隣市町村と「こおりやま広域連携中枢都市圏」に係る協定締結、

令和元年度「SDGs 未来都市」選定、令和元年東日本台風発生  

2020（令和２）年 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）流行が始まる 

 

本市発展の礎となっているのは、明治初期の安積開拓と安積疏水の開さくであり、1878

（明治11）年に安積開拓が明治政府による国営事業の第１号として選定された後、1879（明

治12）年から安積疏水の開さくが始まり、３年間で延べ85万が動員され、1882（明治15）

年に完成しました。 

1924（大正13）年９月１日には、郡山町と小原田村が合併し、全国で99番目の市として

郡山市が誕生しました。1997（平成９）年には、東北地方では初となる中核市に指定され、

行政サービスの一部を市が独自に進められるようになりました。  

現在、郡山市では、2011（平成23）年３月11日に発生した東日本大震災と東京電力第一

原子力発電所事故やその後の台風による水害、地震被害等の経験の教訓を活かし、大規模災

害にも耐えうる気候変動対応型の強靭なまちづくりを進めるとともに、「誰一人取り残さな

い」というSDGｓの基本理念の下、あらゆる世代の人々が地域で健康に過ごすとともに、そ

の能力を地域社会で生かし還元できるよう、持続可能な「経済」、「社会」、「環境」の実現に

取り組んでいます。 
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年 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022
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３ 人口・世帯数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：郡山市作成「郡山市住民基本台帳人口」 

基準日は毎年１月１日         
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４ 出生数・合計特殊出生率 

 

 

 
資料：郡山市作成「郡山市の統計情報（人口動態調査）について」 

厚生労働省作成「人口動態統計（確定数）の概況 参考表」 
 

郡山市出生数 

年 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 

郡山市 2,931 2,596 2,694 2,702 2,768 2,716 2,625 2,511 2,322 2,301 

 

 

郡山市合計特殊出生率と福島県・全国との比較 

年 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 

郡山市 1.49  1.39  1.45  1.49  1.52  1.53  1.50  1.47  1.39  1.38 

福島県 1.48 1.41 1.53 1.58 1.58 1.59 1.57 1.53 1.47 1.39 

全 国 1.39 1.41 1.43 1.42 1.45 1.44 1.43 1.42 1.36 1.33 
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５ 児童生徒数・学級数 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：福島県作成「学校基本調査報告書」 

 

郡山市児童生徒数 

年 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 

小学校 19,785 18,164 17,767 17,522 17,262 16,920 16,816 16,439 16,098 16,011 16,081 

中学校 10,363 10,015 9,945 9,701 9,538 9,558 9,230 8,944 8,523 8,457 8,343 

義務教育学校 - - - - - - - 280 432 427 424 

 

郡山市学級数 

年 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 

小学校 828 784 774 776 778 773 775 744 738 742 751 

中学校 382 375 379 371 370 360 357 341 326 325 319 

義務教育学校 - - - - - - - 17 25 25 26 
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Ⅱ 教 育 行 財 政 

 
 

 

 

 

 

 

 

〔タブレット端末を用いて交流する子どもたち〕 〔おはなし会の様子〕 
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１ 教育委員会教育長・委員 

 

 

 

 

 

小 野 教 育 長 阿 部 教 育 長 

職 務 代 理 者 

今  泉  委  員 

 

 

 

 

阿  部  委  員 藤  田  委  員 田  中  委  員 

 

職  名 氏  名 就任年月日 現  任  期 

教 育 長 小 野 義 明 平成 26.４.２ 令和３.４.２～令和６.４.１ 

教 育 長 

職務代理者 
阿 部 亜 巳 平成 26.10.２ 平成 30.10.２～令和４.10.１ 

委 員 今 泉 玲 子 平成 20.７.１ 令和２.７.１～令和６.６.30 

委 員 阿 部 晃 造 平成 23.９.28 令和元.９.28～令和５.９.27 

委 員 藤 田 浩 志 平成 28.４.１ 令和２.４.１～令和６.３.31 

委 員 田 中 里 香 平成 30.１.１ 令和４.１.１～令和７.12.31 

※令和４年４月１日現在 

 

  



２　教育委員会教育長・委員の任免

委　　　員 委　員　長 委員長職務代理者 教　育　長 教育長職務代理者

5. 1 種橋　成二（任命） 種橋　成二（就任） 星　　正喜（指定） 鈴木　美雄（任命）

柳沼恒五郎（任命）

星　　正喜（任命）

高島　　満（任命）

鈴木　美雄（任命）

6. 4 全　委　員（解任）

橋本　正勝（任命） 橋本　正勝（就任） 滝沢　実巌（指定） 鈴木　美雄（任命）

菊池　寿子（任命）

滝沢　実巌（任命）

根本　裕甫（任命）

鈴木　美雄（任命）

 6. 4 根本　裕甫（任期満了）

7. 4 高島　　満（任命）

6. 4 滝沢　実巌（任期満了）

6. 6 橋本　正勝（就任） 高島　　満（指定）

7.17 滝沢　実巌（再任）

 6. 4 菊池　寿子（任期満了）

6. 5 橋本　正勝（就任） 高島　　満（指定）

6.18 立谷　麗子（任命）

 6. 4 橋本　正勝（任期満了）

鈴木　美雄（任期満了）

6.14 橋本　正勝（再任） 橋本　正勝（就任） 高島　　満（指定）

7. 2 堀内　鉄雄（任命） 堀内　鉄雄（任命）

6.12 橋本　正勝（就任） 滝沢　実巌（指定）

7. 3 高島　　満（任期満了）

7. 4 今泉　龍造（任命）

7.16 滝沢　実巌（任期満了）

7.17 渡辺　忠栄（任命）

8.31 橋本　正勝（退任）

9.14 石田　宏道（任命） 今泉　龍造（就任） 立谷　麗子（指定）

6.17 立谷　麗子（任期満了）

6.18 鈴木　静枝（任命）

7.12 渡辺　忠栄（指定）

9.13 今泉　龍造（就任）

45

46

47

年月日

S40

41

42

43

44
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委　　　員 委　員　長 委員長職務代理者 教　育　長 教育長職務代理者

6.13 石田　宏道（任期満了）

6.20 石田　宏道（再任）

7. 1 堀内　鉄雄（任期満了）

7. 2 堀内　鉄雄（再任） 堀内　鉄雄（任命）

9.12 今泉　龍造（就任） 渡辺　忠栄（指定）

7. 3 今泉　龍造（任期満了）

7. 4 今泉　龍造（再任） 今泉　龍造（就任） 渡辺　忠栄（指定）

7. 4 今泉　龍造（就任） 石田　宏道（指定）

7.16 渡辺　忠栄（任期満了）

7.17 佐藤　　信（任命）

 6.16 鈴木　静枝（任期満了）

7.16 鈴木　静枝（再任） 今泉　龍造（就任） 石田　宏道（指定）

6.17 今泉　龍造（就任） 鈴木　静枝（指定）

6.19 石田　宏道（任期満了）

7. 1 堀内　鉄雄（任期満了）

7. 9 小林　邦利（任命）

8. 8 佐久間俊隆（任命）

8.10 佐久間俊隆（任命）

 7. 3 今泉　龍造（任期満了）

7. 4 今泉　龍造（再任） 今泉　龍造（就任） 鈴木　静枝（指定）

7.11 今泉  龍造（就任） 小林　邦利（指定）

7.16 佐藤　信（任期満了）

9.13 坪井 栄孝（任命）

 6.22 鈴木　静枝（任期満了）

7. 1 湯淺　孝子（任命）

7.11 今泉　龍造（就任） 小林　邦利（指定）

7. 8 小林　邦利（任期満了）

7. 9 小林　邦利（再任）

7.11 今泉　龍造（就任） 小林　邦利（指定）

8. 7 佐久間俊隆（任期満了）

8. 8 塙　　保貞（任命）

8.10 塙　　保貞（任命）

 7. 3 今泉　龍造（任期満了）

7. 5 小林　邦利（就任） 湯淺　孝子（指定）

9.27 小口　光一（任命）

58 9.12 坪井　栄孝（任期満了）

50

51

52

53

54

55

56

57

49

48

年月日
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委　　　員 委　員　長 委員長職務代理者 教　育　長 教育長職務代理者

58 9.14 太田　舜二（任命）

6.30 湯淺　孝子（任期満了）

7. 1 湯淺　孝子（再任）

7. 5 小林　邦利（就任） 湯淺　孝子（指定）

 7. 5 湯淺　孝子（就任） 小口　光一（指定）

7. 8 小林　邦利（任期満了）

8. 7 塙　　保貞（任期満了）

 1. 1 安倍　元雄（任命）

本宮　俊一（任命） 本宮　俊一（任命）

7. 5 湯淺　孝子（就任） 小口　光一（指定）

 8. 7 小口　光一（死亡退任）

8.20 太田　舜二（指定）

9.27 山口　哲典（任命）

 7. 5 湯淺　孝子（就任） 太田　舜二（指定）

9.13 太田　舜二（任期満了）

9.14 太田　舜二（再任）

 6.30 湯淺　孝子（任期満了）

7. 1 湯淺　孝子（再任） 太田　舜二（就任） 湯淺　孝子（指定）

7．1 太田　舜二（就任） 湯淺　孝子（指定）

12.31 安倍　元雄（任期満了）

本宮　俊一（任期満了）

1. 1 阿部　カネ（任命）

本宮　俊一（再任） 本宮　俊一（任命）

7. 1 湯淺　孝子（就任） 山口　哲典（指定）

9.26 山口　哲典（任期満了）

9.27 青木　信博（任命）

10.16 太田　舜二（指定）

7. 1 湯淺　孝子（就任） 太田　舜二（指定）

9.13 太田　舜二（任期満了）

9.26 高橋　久善（任命） 阿部　カネ（指定）

6.30 湯淺　孝子（任期満了）

7. 1 関口はつ江（任命）

7. 4 阿部　カネ（就任） 青木　信博（指定）

 4.26 本宮　俊一（退任）

7. 2 丹治　　勇（任命） 丹治　　勇（任命）

7. 4 阿部　カネ（就任） 青木　信博（指定）

年月日

59

60

61

62

63

H元

2

3

4

5
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委　　　員 委　員　長 委員長職務代理者 教　育　長 教育長職務代理者

12.31 阿部　カネ（任期満了）

丹治　　勇（任期満了）

 1. 1 兼谷　　啓（任命）

丹治　　勇（再任） 丹治　　勇（任命）

1. 4 青木　信博（就任） 高橋　久善（指定）

9.26 青木　信博（任期満了）

9.27 青木　信博（再任） 青木　信博（就任） 高橋　久善（指定）

9.25 高橋　久善（任期満了）

9.28 齊藤久之丞（任命） 関口はつ江（就任） 兼谷　　啓（指定）

6.30 関口はつ江（任期満了）

7. 1 関口はつ江（再任） 関口はつ江（就任） 兼谷　　啓（指定）

9.26 兼谷　　啓（就任） 齊藤久之丞（指定）

10. 1 齊藤久之丞（就任） 青木　信博（指定）

12.31 兼谷　　啓（任期満了）

丹治　　勇（任期満了）

 1. 1 兼谷　　啓（再任）

丹治　　勇（再任） 丹治　　勇（任命）

9.26 青木　信博（任期満了）

9.27 関口はつ江（指定）

10. 2 青木　信博（再任）

10. 3 青木　信博（就任）

9.27 齊藤久之丞（任期満了）

9.28 齊藤久之丞（再任）

9.29 兼谷　　啓（指定）

10. 3 青木　信博（就任）

 3.31 関口はつ江（退任）

4. 1 作田　陽子（任命）

6.30 作田　陽子（任期満了）

7. 1 作田　陽子（再任）

9.26 作田　陽子（指定）

10. 3 齊藤久之丞（就任）

 9.26 青木　信博（指定）

10. 3 齊藤久之丞（就任）

12.31 兼谷　　啓（任期満了）

丹治　　勇（任期満了）

14 1. 1 菊池　清子（任命）

年月日

5

6

7

8

9

10

11

12

13
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委　　　員 委　員　長 委員長職務代理者 教　育　長 教育長職務代理者

3.31 青木　信博（退任）

4. 1 石田　宏壽（任命）

4. 2 遠藤　久夫（任命） 作田　陽子（指定） 遠藤　久夫（任命）

9.20 石田　宏壽（指定）

10. 1 石田　宏壽（任期満了）

10. 2 石田　宏壽（再任）

10. 3 齊藤久之丞（就任）

9.27 齊藤久之丞（任期満了）

9.28 齊藤久之丞（再任）

9.30 石田　宏壽（指定）

10. 3 齊藤久之丞（就任）

6.30 作田　陽子（任期満了）

7. 1 作田　陽子（再任）

10. 3 石田　宏壽（就任） 菊池　清子（指定）

10. 3 石田　宏壽（就任） 作田　陽子（指定）

12.31 菊池　清子（任期満了）

 1. 1 菊池　清子（再任）

4. 1 遠藤　久夫（任期満了）

4. 2 木村　孝雄（任命） 木村　孝雄（任命）

10. 1 石田　宏壽（任期満了）

10. 2 石田　宏壽（再任）

10. 3 石田　宏壽（就任） 作田　陽子（指定）

 9.27 齊藤久之丞（任期満了）

9.28 齊藤久之丞（再任）

10. 3 作田　陽子（就任） 菊池　清子（指定）

 4. 1 津野　政規（任命）

6.30 作田　陽子（任期満了）

7. 1 今泉　玲子（任命）

7.15 菊池　清子（就任） 齊藤久之丞（指定）

7.21 齊藤久之丞（就任） 今泉　玲子（指定）

12.31 菊池　清子（任期満了）

 1. 1 太田　　 宏（任命）

4. 1 木村　孝雄（任期満了）

4. 2 木村　孝雄（再任） 木村　孝雄（任命）

7.21 今泉　玲子（就任） 太田　 　宏（指定）

10. 1 石田　宏壽（任期満了）

17

18

年月日

19

20

21

22

14

15

16
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委　　　員 委　員　長 委員長職務代理者 教　育　長 教育長職務代理者

22 10. 2 三森　正子（任命）

 7.21 太田　　宏（就任） 三森　正子（指定）

9.27 齊藤久之丞（任期満了）

9.28 阿部　晃造（任命）

 3.31 津野　政規（任期満了）

4. 1 伊藤　清郷（任命）

6.30 今泉　玲子（任期満了）

7. 1 今泉　玲子（再任）

7.21 三森　正子（就任） 阿部　晃造（指定）

25  7.21 阿部　晃造（就任） 伊藤　清郷（指定）

1. 1 太田　　宏（再任）

4. 1 木村　孝雄（任期満了）

4. 2 小野　義明（任命） 小野　義明（任命）

7.21 阿部　晃造（就任） 伊藤　清郷（指定）

10. 1 三森　正子（任期満了）

10．2 阿部　亜巳（任命）

 7.21 阿部　晃造（就任） 伊藤　清郷（指定）

9.28 阿部　晃造（再任） 阿部　晃造（就任） 伊藤　清郷（指定）

 3.31 伊藤　清郷（任期満了）

4. 1 藤田　浩志（任命） 阿部　亜巳（指定）

7. 1 今泉　玲子（再任）

9.28 阿部　亜巳（就任） 阿部　晃造（指定）

29  12.31 太田　宏（任期満了）

1. 1 田中　里香（任命）

4. 2 小野　義明（任命） 阿部　亜巳（指名）

31 4. 2 阿部　亜巳（指名）

R元 9.28 阿部　晃造（再任）

4. 1 藤田　浩志（再任）

4. 2 阿部　亜巳（指名）

7. 1 今泉　玲子（再任）

3 4. 2 小野　義明（任命） 阿部　亜巳（指名）

1. 1 田中　里香（再任）

4. 2 阿部　亜巳（指名）
4

28

30

2

年月日

23

24

26

27
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３　教育委員会組織図

学 校 管 理 課

中学校給食センター　

中学校第二給食センター　

西田学園義務教育学校共同調理場

宮城小学校共同調理場

穂積小学校共同調理場

小学校

学 校 教 育 推 進 課

地 域 公 民 館

[2]

[3]

教

育

委

員

会

教

育

長
少 年 湖 畔 の 村

総務課・学芸課　

教

育

委

員

会

事

務

局

中 央 公 民 館

総 務 課

生 涯 学 習 課

学校教育部

管理係・総合サービス係　

分館[49]

美 術 館

地 区 公 民 館

教育総務部

保健係・食育係

総合学習センター

[25]　

総合教育支援センター

分室[5]

分館[13]

[14]

[26]

中 央 図 書 館

中学校

教育研修センター

総務管理係・企画財政係・施設管理係　

勤労青少年ホーム

義務教育学校 [2]　

管理係・支援係

学務・通学路係

地 域 図 書 館

[51]（うち分校2校）

分館[2]

分室[2]
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４　教育財政

（１）令和４年度一般会計予算（当初予算）

（歳入） （歳出）

（２）一般会計と教育費予算額の推移

※表示単位未満の端数調整をしていないため、合計と一致しない場合があります。

※2020（令和２）年度までは決算額（歳出）、2021（令和３）年度からは当初予算額

1,246.7 

1,326.8 

1,447.6 

1,637.7 
1,659.2 

1,673.2 

1,369.1 
1,292.8 

1,354.3 

1,849.3 

1,209.9 
1,320.4 

103.6 132.9 124.6 152.0 172.3 
139.5 138.2 100.6 104.8 115.8 123.5 136.2 

8.3

10.0

8.6

9.3

10.4

8.3

10.1

7.8 7.7

6.3

10.2
10.3

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

0.0

500.0

1,000.0

1,500.0

2,000.0

2,500.0

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

一般会計 A （億円） 教育費 B （億円） 構成比率 B/A （％）

（億円）

一

般

会

計

・

教

育

費

※

自主財源

646.4億円
48.9％

諸収入

48.0億円
3.6％

その他

31.9億円
2.4％

国庫支出金

229.0億円
17.4％

県支出金

101.6億円
7.7％

地方交付税

100.5億円
7.6％

市債

134.1億円
10.2％

地方譲与税及

び各種交付金

108.8億円
8.2％

依存財源

674.0億円
51.1％

繰入金

46.0億円
3.5％

(年度)

（％）

構

成

比

率

※

繰越金
16.0億円

1.2％

一般会計
（歳入・款別）

1320.4億円

総務費

115.7億円
8.8％

民生費

477.3億円
36.1％

衛生費

182.4億円
13.8％

労働費

1.2億円
0.1％

農林水産業費

42.2億円
3.2％

商工費

55.8億円

4.2％

土木費

175.6億円
13.3％

消防費

38.3億円
2.9％

教育費

136.2億円
10.3％

公債費

83.2億円
6.3％

諸支出金

0億円
0.0％

予備費

5.0億円
0.4％

災害復旧費

0.7億円
0.1％

市税

504.4億円
38.2％

議会費

6.6億円
0.5％

一般会計
（歳出・款別）

1320.4億円
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（３）令和４年度教育費関連予算（当初予算）

※表示単位未満の端数調整をしていないため、合計と一致しない場合があります。

教育委員会費

0.2億円

0.1%

教育費合計

136.2億円

総合教育支援

センター費

0.2億円

0.1％
学校教育推進費

5.9億円

4.3％

学校管理費

30.3億円

22.2％

学校施設費

20.2億円

14.9％

教育研修センター費

7.1億円

5.2％
生涯学習費

5.6億円

4.1％

図書館費

2.1億円

1.6％

美術館費

2.2億円

1.6％

スポーツ振興費

8.5億円

6.2％

人件費

30.7億円

22.6％

文化振興費

23.3億円

17.1％
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５ 総合教育会議 

 

地方教育行政における責任の明確化や迅速な危機管理体制の構築、地方公共団体の長と教

育委員会との連携強化を図ることなどを目的に、「地方教育行政の組織及び運営に関する法

律」が改正（2015（平成 27）年４月１日施行）され、地方公共団体の長と教育委員会が相

互に連携を図りつつ、教育に関する重要な課題を検討するため、地方公共団体の長は総合教

育会議を設置することとされました。 

 本市においても、2015（平成 27）年６月１日に郡山市総合教育会議を設置し、本市教育

行政の現状を踏まえ、「ともに学び、ともに育み、未来を拓く教育の創造」の実現に向け、協

議を進めています。 

 

 ◆構成メンバー 

  市長及び教育委員会（教育長・委員） 計７名 

 

 ◆2021（令和３）年度の会議開催状況 

実施日 協議事項 

2021（令和３）年８月 26 日（木） 
学校における新型コロナウイルス感染症対策 

～Protect Children from COVID-19～ 

2021（令和 3）年 11 月 25 日（木）  

(1)児童生徒の不登校・いじめ等について 

(2)小中学校におけるタブレット端末の活用状況及び弊害の

防止策について 

2022（令和 4）年 3 月 24 日（木） 学区における学校保健委員会について 

 



６　郡山市教育振興基本計画

　

６－１　教育基本構想

本市教育のあるべき姿

一人一人の学ぶ心、学びたいと思う心を大切にします。
「ともに学び」とは、市民一人一人の「学び」が単に個人の中で完結することなく、生

涯にわたって、より良く生きるための意欲と力をさらに豊かにするため、市民の主体的な

様々な活動を通じて、ともに学び合えるような環境を目指すことを表します。

ともに学び

一人一人の人間の成長は、社会全体で支えられています。
「ともに育み」とは、行政や学校だけでなく、家庭・地域・職場等、より幅広い枠組み

の中で、市民一人一人が自らの知識や経験、技術といった能力をいかしながら結びつきを

深め、地域の課題解決や新たな価値創出も図りつつ、社会全体で相互に支え育むことを表

します。

ともに育み

人づくりはまちづくりの全ての基本です。
「未来を拓く」とは、教育が一人一人の個人にとって、自らの未来を切り拓くものであ

ることを表すと同時に、地域社会にとっても、将来を担う人材の育成が、真に豊かな未来

を創り上げる基盤であることを表します。

未来を拓く

ともに学び、ともに育み、未来を拓く教育の創造基本理念

基本目標

未来へつなぐ

教育機関の

充実

家庭・地域・

学校で取り組む

子どもの

育ちの支援

家庭や地域と

一体となった

豊かな

教育環境の

形成

生涯を

通して学び、

地域づくりに

いかす

環境の整備
個性を伸ばし

生きる力を育む

学校教育の推進

教育振興基本計画は、教育基本法第17条第２項において地方公共団体が定めるよう努めるこ

ととされている、教育振興のための施策に関する基本的な計画です。

郡山市教育委員会では、めまぐるしく変動し、かつ予測困難で不確実な未来を見据え、SDG

ｓ未来都市として、SDGｓの理念とバックキャストの視点から、直面する様々な課題に戦略的

に取り組むなど、教育施策の総合的・計画的な推進を図るために、2020(令和２)年度から

2024(令和６)年度までの５年間を計画期間とした第３期郡山市教育振興基本計画を策定して

います。

学

校

教

育

分

野

生

涯

学

習

分

野
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６－２ 施策を展開する上で必要な５つの視点 

 
  基本目標の達成のため、掲げた基本理念を施策に反映して事業展開する上で、どの

施策にも共通の視点として次の５つの視点を設けています。これらは、各施策を効果

的にかつ加速度的に展開する上で重要な要素であるとともに、基本目標の達成のため

に必要不可欠なものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）ＳＤＧｓ 

  2015（平成 27）年にニューヨーク国連本部の「国連持続可能な開発サミット」で

採択された国際社会の総合的な目標であり、17 のゴール（目標）から構成されていま

す。教育分野においては、特にゴール４において「質の高い教育をみんなに」を目標

として、全ての人に包摂的かつ公正な質の高い教育を確保し、生涯学習の機会創出を

促進する施策を講じることを定めています。  

  郡山市は、福島県内で初めて、内閣府からＳＤＧｓ未来都市に選定されたところで

あり、「ＳＤＧｓ体感未来都市こおりやま」をテーマに、こおりやま広域連携中枢都市

圏が一体となって 17 のゴールを目指し各種施策に取り組んでいます。  

  また、ＳＤＧｓには、ゴール４のターゲット 4.7 において持続可能な社会の担い手

を育む教育を意味するＥＳＤが記載されています。ＥＳＤの実践は、ＳＤＧｓ17 のゴ

ール全ての目標達成に貢献するものと言われており、ＥＳＤの推進自体がＳＤＧｓ達

成の重要な要素であるとも言えます。  

  郡山市の教育においては、未来を拓く教育の創造のため、常にＳＤＧｓの目標を目

指し、ＥＳＤの概念に則った施策の推進に取り組みます。  

 

 

（２）こおりやま広域連携中枢都市圏 

  郡山市は、17 市町村で連携してこおりやま広域連携中枢都市圏を形成し、構成する

市町村が自立的にまちづくりに資する個別的事業連携を進め、お互いの強みをいかし

た「広めあう、高め合う、助け合う」関係の構築を推進するとともに、持続可能な圏

域形成を目指しています。 

  教育分野においても、「学校教育」では市町村の枠を越えた会議・研修等の開催、「生

涯学習」では図書館相互利用の実施や公民館等施設の相互利用の検討など、構成市町

村の様々な能力、サービスの相乗的な向上を図るため、常にこおりやま広域連携中枢

都市圏を意識した視点を持った施策の推進に取り組みます。  

施策の展開 
学校教育 13 施策 

生涯学習 10 施策 

SDGｓ 

こおりやま広域 

連携中枢都市圏 

バックキャスト 

セーフ 

コミュニティ 

基本目標 
～郡山市教育の 

あるべき姿～ 

５項目 

ICT の活用 

ユニバーサル 

デザイン 
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（３）ＩＣＴの活用 

  いま世界では、ＩｏＴ、ビッグデータ、ＡＩ等の技術革新が急速に発展し続けてい

ます。これらの技術革新は、私たちの生活様式や価値観に大きく影響し、高い利便性

をもたらしています。ＩＣＴ活用による効果は、関心・意欲・態度、知識・理解、思

考・判断、表現・技能・処理の各観点においてそのプラス効果が認められており、そ

の適切な利活用は、教育においても大きな効果が期待されています。 

  郡山市の教育分野では、「学校教育」における児童生徒の学習意欲、学力向上だけで

なく、教職員の働き方改革のため、また「生涯学習」においては、いつでもどこでも

自分の学びたいことが学べる環境整備のためのＩＣＴ活用など、常にＩＣＴの活用の

視点を持った施策の推進に取り組みます。  

 

 

（４）セーフコミュニティ（Safe Community 略称：SC） 

  郡山市は、2018（平成 30）年に福島県内で初めて、セーフコミュニティ国際認証

都市となりました。これは、郡山市の安全・安心のための取組が、国際セーフコミュ

ニティ認証センターに認められ、また、今後も継続して取り組んでいくことを同セン

ターと合意したということです。  

  そのような中、令和元（2019）年 10 月の令和元年東日本台風に伴う豪雨により、

郡山市は甚大な浸水被害に見舞われました。近年の自然災害は、温暖化等の気候変動

に伴う異常気象によってもたらされるものと推測されており、これらの大規模災害は、

今後毎年のように発生することが懸念される自然災害と捉える必要があります。郡山

市は、今回の災害を教訓に、行政だけでなく地域住民と一体となって、事前の備えや

災害時の対応策を検討していく必要があります。 

  教育分野においても、事故や災害などへの対応に関する知識の習得はもちろんのこ

と、安全・安心で途切れることのない持続可能な教育を実現するためには、地域の特

性や地理的条件を踏まえた対応が必要不可欠であることから、地域住民との連携強化

を図るなど、常にセーフコミュニティの視点を持った施策の推進に取り組みます。  

 

 

（５）ユニバーサルデザイン（Universal Design 略称：UD） 

  郡山市は、誰もが自分らしく、より快適な暮らしを送ることができるユニバーサル

デザイン社会を目指し、2018（平成 30）年に「第二次こおりやまユニバーサルデザ

イン推進指針」を策定しています。文化・言語・国籍・年齢・性別などの違いや障が

いの有無や能力の優劣を問わないまちづくりの理念は、教育においても尊重すべきも

のです。 

いつでも、どこでも、誰でも学べる環境を整備することが教育のスタート地点であ

りゴール地点であると考え、常にユニバーサルデザインの視点を持った施策の推進に

取り組みます。 

  郡山市では、子ども向け学習教材「おもいやりのとびら」を作成し、ウェブサイト

にて公開しています。 
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６－３ 施策体系図 

 

 

基本 

理念 
 

基本 

目標 
 施策  事業群 

       

と
も
に
学
び
、
と
も
に
育
み
、
未
来
を
拓
く
教
育
の
創
造 

 

１ 

個
性
を
伸
ば
し
生
き
る
力
を
育
む
学
校
教
育
の
推
進 

 １ 「確かな学力」の育成  

①学習指導要領の着実な実施 

②言語活動の充実 

③英語教育の充実 

④小中学校一貫・連携教育の充実 

⑤ＩＣＴ活用による新たな学びの推進 

⑥学力テスト等を積極的に活用した指導改善 

⑦学校における指導改善の取組への支援 

⑧学級力の向上 

⑨読書活動の充実 

     

  ２ 豊かな心と豊かな感性の育成  

①道徳教育の充実 

②伝統・文化等に関する教育の推進 

③音楽を通じた豊かな感性や情操の養成 

④環境教育の推進 

⑤キャリア教育の充実 

     

  ３ 健やかな体づくり  

①体力向上のための学校体育の充実 

②食育の推進と学校給食の充実 

③健康教育の充実 

     

  ４ 特別支援教育の推進  
①個に応じた指導の充実 

②支援体制の充実 

     

  ５ 教職員の資質向上  

①教職員研修の充実 

②学校マネジメント力の向上 

③メンタルヘルス対策の推進 

④わかる・できる授業づくりの推進 

      

 

２ 

家
庭
や
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
豊
か
な
教
育
環
境
の
形
成 

 １ どの子も思う存分学べる環境づくり  

①指導体制の充実 

②不登校の児童生徒等への支援強化 

③少人数教育の充実 

④就学支援の充実 

⑤被災した児童生徒の生活・学習環境の整備と心のケア 

⑥教育相談体制の充実 

⑦いじめの未然防止と早期発見・対応強化 

⑧帰国児童生徒・外国人児童生徒等への教育の推進 

     

  ２ 地域に開かれた学校づくり  

①地域をいかした教育環境の充実 

②地域住民の学校運営への参画の推進 

③学校施設の社会開放 

     

  ３ 学校教育施設の整備  

①校舎や屋内運動場等の整備 

②教材や設備等の整備 

③学校図書館の充実 

     

  ４ 児童生徒の安全・安心の確保  

①通学路の安全点検と対策の検討・実施 

②児童生徒の防犯対策 

③地域・関係機関との連携 

④学校における放射線対策の充実 

⑤防災教育の推進 

     

  ５ 時代に対応できる教育体制に向けて  

①ＳＤＧｓ理解と推進のための教育 

②児童生徒と向き合える環境づくり 

③ＩＣＴ環境の整備と国際化の推進 

④通学区域の弾力的運用 

⑤土曜日等の教育環境の充実 

 

学 校 教 育 
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基本 

理念 
 

基本 

目標 
 施策  事業群 

       

と
も
に
学
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、
と
も
に
育
み
、
未
来
を
拓
く
教
育
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創
造 

 
３ 

未
来
へ
つ
な
ぐ 

教
育
機
関
の
充
実 

 
１ 幼児期における教育の質の 

向上 
 

①幼稚園における教育の質の向上と保護者負担の軽減 

②幼保小連携のさらなる充実と強化 

③幼児教育・保育施設の特性を踏まえた取組の推進 

     

  ２ 私立学校の充実  
①私立学校への支援 

②市立学校と私立学校の交流促進 

     

  ３ 高等教育機関との連携  
①高等教育機関への支援 

②専門的人材の活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
４ 

家
庭
・
地
域
・
学
校
で
取
り
組
む 

子
ど
も
の
育
ち
の
支
援 

 １ 家庭教育の充実  
①家庭教育に関する機会や情報の提供 

②親子のふれあい体験活動等の充実 

     

  
２ 幼児期の教育の質の向上と 

  家庭の養育力の向上 
 

①幼保小連携のさらなる充実と強化 

②子育て家庭に対する相談体制の充実 

 

    

 ３ 青少年活動の支援  

①次世代を担う人材育成 

②青少年の社会参加や相互交流の促進 

③青少年団体等の育成・支援 

 

    

 ４ 家庭・地域・学校等の連携  
①相互学習や交流の場の創出 

②地域における家庭教育支援体制の充実 

    

 
５ 子どもの良好な成育環境の 

確保 
 

①地域で子どもを育てる環境づくり 

②安全・安心な居場所づくり 

      

 

５ 

生
涯
を
通
し
て
学
び
、 

地
域
づ
く
り
に
い
か
す
環
境
の
整
備 

 １ 一人一人の学びの推進  

①人生 100年時代に対応した生涯学習環境の充実 

②図書館資料の提供と読書活動の推進 

③ＩＣＴの積極的活用 

④学びを支える人材の育成 

⑤施設の効率的運営と整備 

     

  ２ 生涯学習活動の支援  

①学習機会や情報の提供 

②生涯学習実践者・団体の育成 

③地域活動への支援 

     

  ３ 文化・芸術・スポーツの振興  

①文化芸術活動の充実 

②文化財の保存・継承と活用 

③生涯スポーツ・レクリエーションの推進 

     

  ４ 生涯学習の新たな展開  

①地域課題解決に向けた仕組みづくり 

②学びの成果をいかす環境づくり 

③生涯学習とまちづくりとの連携 

④安全・安心なまちづくりのための防災意識の向上と国際化の推進  

     

  ５ 高等教育機関との連携  
①大学や研究機関等との連携 

②他分野との連携による教育機会の創出 

 

学 校 教 育 

生 涯 学 習 
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田
公
民
館
駐
車
場
増
設
工
事

２
こ
ど
も
・家

庭
教
育
の
推
進

<
予
算
額
：
5
,4

5
1
千
円

>
ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ﾃ
ｨ復

興
支
援
事
業
費
交
付
金

5
,4

5
1
千
円

（
１
）
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
事
業
の
推
進

【
部
局
間
協
奏
】

（
２
）
家
庭
教
育
ふ
れ
あ
い
事
業
（
子
ど
も
と
親
の
交
流
広
場
）
の
開
催

（
３
）
家
庭
教
育
学
級
や
就
学
前
子
育
て
講
座
の
開
催

4
.1

4
.2

5
.1

1
7
.1
7

→
保
護
者
の
就
労
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
子
ど
も
達
が
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
安
心
し
て
過
ご
せ

る
「
子
ど
も
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
」
（
第
３
の
居
場
所
）
づ
く
り
　
※
全
4
1
館
で
実
施

7
.1

1
1
.a

4
.7

4
.ａ

1
2
.7

1
3
.1

1
3
.3

1
7
.1
7

児
童
生
徒
が
安
全
･
安
心
に
快
適
な
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
、

「
生
き
る
力
」
を
育
め
る
よ
う
、
さ
ら
な
る
教
育
環
境
の
整
備
を
進
め
る
。

整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
必
要
な
施
設
を
大
切
に
長
く
使
う
と
い
う
方
針

の
も
と
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
基
づ
き
長
寿
命
化
を
図
る
。

ま
た
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化
な
ど
社
会
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
整
備
を

行
う
と
と
も
に
｢
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
基
本
理
念
の
も
と

気
候
変
動
に
よ
る
自
然
災
害
に
強
い
学
校
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、
教
育

施
設
の
整
備
を
着
実
に
進
め
て
い
く
。

１
学
校
施
設
の
長
寿
命
化
と

気
候
変
動
へ
の
対
応

<
予
算
額
：
1
,2

6
3
,8

9
5
千
円

>
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金

1
8
0
,9

6
1
千
円

（
１
）
気
候
変
動
に
よ
る
自
然
災
害
に
強
い
学
校
づ
く
り

【
気
候
変
動

】
◆
教
室
及
び
管
理
諸
室
の
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更

永
盛
小
・
赤
木
小

⇒
「
減
災
」
の
考
え
方
を
基
本
と
す
る
「
気
候
変
動
対
応
型
」
対
策
と
し
て

従
来
の
教
室
レ
イ
ア
ウ
ト
を
変
更
し
た
整
備
を
進
め
る
。

（
２
）
小
学
校
長
寿
命
化
改
修
事
業

◆
改
修
工
事
（
校
舎
）
３
件

永
盛
小
・
大
島
小
・
赤
木
小

２
安
全
・安

心
で
快
適
な
学
校
施
設
の
整
備

<
予
算
額
：
5
3
4
,8

3
4
千
円

>

（
１
）
ト
イ
レ
の
洋
式
化
の
推
進

(
1
4
校
･
1
1
0
器

) 
【

気
候
変
動

】
（
２
）
各
種
改
修
工
事
（
エ
ア
コ
ン
設
置
等
）
の
実
施
に
よ
る
適
正
な

施
設
の
管
理
と
保
全

【
気
候
変
動

】
（
３
）
消
防
設
備
等
の
適
切
な
維
持
管
理
、
遊
具
等
の
安
全
確
保

1
3
.1

1
3
.2

4
.ａ

～
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
教
育
の
推
進

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
対
応
（
D
X
化
）の
全
世
代
型
社
会
教
育
の
実
現
～
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＜
郡
山
市
の
概
要
＞

 
 
郡
山
市
は
福
島
県
の
中
央
部
に
位
置
し
，
面
積
（

7
5

7
.2

0
㎢
 ）

は
，

 

都
市
の
中
で
は
県
内
第
２
位
の
広
さ
を
有
し
て
い
ま
す
。
安
積
平
野
を
中

 

心
と
し
て
，
東
は
阿
武
隈
山
系
，
西
は
猪
苗
代
湖
，
北
は
安
達
太
良
山
と
，

 

水
と
緑
が
豊
か
な
美
し
い
景
観
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
，
東
北
新
幹
線
を
は
じ

め
，
東
北
本
線
，
磐
越
西
線
，
磐
越
東
線
及
び
水
郡
線
と
県
内
外
に
延
び
る
鉄
道
網
，
さ

ら
に
は
，
東
北
自
動
車
道
，
磐
越
自
動
車
道
な
ど
の
高
速
自
動
車
網
，
近
接
し
て
福
島
空

港
が
立
地
す
る
な
ど
交
通
の
要
衝
と
な
っ
て
お
り
，
南
東
北
の
商
工
業
・
物
流
の
拠
点
と

し
て
「
人
」「

モ
ノ
」「

情
報
」
が
集
ま
る
中
核
市

,そ
し
て
経
済
県
都
と
し
て
成
長
を
続
け

て
い
ま
す
。
（
令
和
４
年

5
月

1
日
現
在
の
人
口

 
3

2
4

,5
5

0
人
）

 

 
平
成

2
9
年
（

2
0

1
7
年
）
に
は
中
核
市
移
行

2
0
周
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
，
平
成

3
0
年
（

2
0

1
8
年
）
に
は
県
内
初
，
国
内

1
5
番
目
，
世
界

3
9

1
番
目
の
セ
ー
フ
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
国
際
認
証
都
市
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
，
令
和
元
年
（

2
0

1
9
年
）
に
は
，
県

内
で
初
め
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
に
認
定
さ
れ
て
お
り
，「

郡
山
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
指

針
」
に
基
づ
き
「
み
ん
な
の
想
い
や
願
い
を
結
び
，
未
来
（
あ
す
）
へ
つ
な
が
る
ま
ち

 郡

山
」
を
将
来
都
市
構
想
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

＜
学
校
管
理
課
＞

 
児
童
生
徒
が
安
心
し
て
思
う
存
分
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
教
育
環
境
を
目
指
し
，
教
職
員
の
適
正

な
人
事
配
置
や
教
職
員
の
働
き
方
改
革
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
，
学
校
教
育
活
動

全
体
を
通
し
た
児
童
生
徒
の
健
や
か
な
体
づ
く
り
の
た
め
に
，
健
康
教
育
や
学
校
給
食
の
充
実
を

図
り
，
体
力
向
上
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

 
【
主
な
業
務
】

 
・
教
職
員
の
人
事
に
関
す
る
こ
と

  
 

 
 

 
 
・
教
職
員
の
服
務
・
勤
務
に
関
す
る
こ
と

 
・
学
校
の
組
織
編
制
に
関
す
る
こ
と

 
 

 
 

 
 ・

教
職
員
の
安
全
衛
生
に
関
す
る
こ
と

 
・
児
童
生
徒
の
保
健
衛
生
に
関
す
る
こ
と

 
 

 
 ・

学
校
医
，
学
校
歯
科
医
等
に
関
す
る
こ
と

 
・
児
童
生
徒
の
健
康
診
断
に
関
す
る
こ
と

 
 

 
 ・

学
校
給
食
に
関
す
る
こ
と

 
・
学
校
保
健
体
育
に
関
す
る
こ
と

 
 

 
 

 
 

 ・
部
活
動
指
導
員
に
関
す
る
こ
と

 
 ＜
学
校
教
育
推
進
課
＞

 

「
個
性
を
伸
ば
し
生
き
る
力
を
育
む
学
校
教
育
の
推
進
」
の
た
め
に
，
子
ど
も
た
ち
に
求
め
ら
れ

る
資
質
・
能
力
を
中
心
に
し
た
確
か
な
学
力
，
い
じ
め
の
未
然
防
止
に
つ
な
が
る
豊
か
な
心
や
感

性
の
育
成
に
向
け
た
教
育
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
，
児
童
生
徒
の
就
学
に
関
す
る

こ
と
な
ど
の
指
導
助
言
や
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

【
主
な
業
務
】

 
・
学
校
教
育
の
指
導
助
言
に
関
す
る
こ
と

 
 

 
 
・
教
育
課
程
及
び
教
材
教
具
に
関
す
る
こ
と

 
・
教
科
内
容
に
関
す
る
こ
と

 
 

 
 

 
 

 
 

 
・
職
業
指
導
に
関
す
る
こ
と

 
 

 
 

 
・
教
科
書
採
択
，
無
償
措
置
に
関
す
る
こ
と

 
 

 
・
教
育
相
談
に
関
す
る
こ
と

 
・
学
校
行
事
に
関
す
る
こ
と

 
 

 
 

 
 

 
 

 
・
児
童
生
徒
の
安
全
に
関
す
る
こ
と

 
・
就
学
，
就
学
援
助
に
関
す
る
こ
と

 
 

 
 

 
 
・
通
学
区
域
に
関
す
る
こ
と

 
 

 
 

 
 

 
 

   ＜
郡
山
市
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
＞

 

 
【
主
な
業
務
】
 

・
教
職
員
の
資
質
能
力
向
上
の
た
め
の
各
種
研
修
（
基
本
研
修
・
職
能
研
修
・
専
門
研
修
等
）

 
 

・
教
育
課
題
の
専
門
的
な
調
査
研
究

 
・
教
育
の
最
新
情
報
及
び
指
導
資
料
等
の
提
供

 
 
 

・
So

c
i
et
y
5.

0
を
生
き
る
児
童
生
徒
の
た
め
の
「
教
育

DX
」，
「
GI
GA

ス
ク
ー
ル
構
想
」
の
推
進
 

・
GI

G
A
ス
ク
ー
ル
運
営
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
，

1
人

1
台
端
末
の
運
用
サ
ポ
ー
ト
 

※
上
記
の
業
務
に
支
障
の
な
い
限
り
，
施
設
の
一
部
を
市
民
へ
開
放
し
，
教
育
の
向
上
及
び
市
民

の
福
祉
の
増
進
を
図
り
ま
す
。
 

 ＜
郡
山
市
総
合
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
＞

 

 
【
主
な
業
務
】

 
・
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
こ
と

 
 

 
 

 
 

 
・
医
療
的
ケ
ア
児
看
護
支
援
事
業

 
・
適
応
指
導
教
室
「
ふ
れ
あ
い
学
級
」
で
の
支
援

 
・
幼
保
小
連
携
推
進
事
業

 
・
郡
山
市
い
じ
め
法
律
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

 
 

 
・
教
育
相
談
に
関
す
る
こ
と

 
・
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
，
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置

 
 

 

郡
山
市
教
育
委
員
会

 

学
校
教
育
部

 

＜
学
級
数
・
児
童
生
徒
数
・
職
員
数
＞

 
 

令
和
４
年
５
月
１
日
現
在

 

市
立
小
・
中
・
義
務
教
育
学
校
教
職
員
の
資
質
・

能
力
の
向
上
を
図
る
た
め
，
教
職
員
の
ラ
イ
フ
ス
テ

ー
ジ
に
応
じ
て
必
要
と
さ
れ
る
研
修
等
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
，
多
様
な
子
ど
も
た
ち
を
誰
一
人
取
り
残

す
こ
と
の
な
い
，
公
正
に
個
別
最
適
化
さ
れ
た
学
び
，

創
造
性
を
育
む
教
育
の
実
現
の
た
め
，

IC
T

教
育
環

境
の
整
備
と
運
用
の
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
ま
す
。

 

児
童
生
徒
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
「
心
の
教
育
」
の

充
実
を
目
指
し
，
相
談
・
適
応
指
導
教
室
・
体
験
活
動

等
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成

2
1
年
４
月
か
ら
，

こ
ど
も
部
こ
ど
も
支
援
課
（
現
こ
ど
も
家
庭
支
援
課
）

と
と
も
に
「
ニ
コ
ニ
コ
こ
ど
も
館
」
に
移
転
し
，
子
ど

も
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や
問
題
に
対
し
，
保
健
・
福
祉
・

教
育
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
総
合
的
な
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

 

令
和
４
年
度

 
学
校
教
育

 
重
点
施
策

 

S
D

G
s
 を

郡
山
の
子
ど
も
た
ち
か
ら

 

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
教
育
の
推
進

 

～
多
様
性
と
調
和
を
目
指
し
て
～

 

〇
総
合
的
な
応
用
力
の
育
成
に
努
め
ま
す

 

〇
人
権
尊
重
と
豊
か
な
心
の
育
成
に
努
め
ま
す

 

〇
ど
の
子
も
思
う
存
分
学
べ
る
教
育
環
境
の
整
備
・
充
実
に
努
め
ま
す

 

〇
危
機
管
理
能
力
及
び
体
力
・
運
動
能
力
の
向
上
に
努
め
ま
す

 

〇
連
携
教
育
の
推
進
に
努
め
ま
す

 

〒
9

6
3

-
8

6
0

1
 
郡
山
市
朝
日
一
丁
目

2
3
番

7
号

 
市
役
所
本
庁
舎
５
階

 
 

電
話
：

0
2

4
-

9
2

4
-

3
4

2
1
（
学
校
管
理
課
）

 
 

 F
A

X
:0

2
4

-
9

3
5

-
5

6
1

0
 

電
話
：

0
2

4
-

9
2

4
-

2
4

3
1
（
学
校
教
育
推
進
課
）

 F
A

X
:0

2
4

-
9

3
5

-
5

6
1

0
 

〒
9

6
3

-
0

9
2

2
 
郡
山
市
西
田
町
三
町
目
字
竹
ノ
内

1
2

9
-

1
 

電
話

:0
2

4
-
9

8
3

-
1

1
2

0
  

 
F

A
X

:0
2

4
-
9

7
2

-
2

0
3

0
 

〒
9

6
3

-
8

0
2

5
 郡

山
市
桑
野
一
丁
目

2
-
3

 
電
話

:0
2

4
-
9

2
4

-
2

5
4

1
  

 
F

A
X

:0
2

4
-
9

3
3

-
6

6
6

5
 

＊
職
員
数
に
は
市
雇
用
等
を
含
む
。

 

小
学
校

番
号

学
校
名

学
級
数

児
童
数

職
員
数

44
小
山
田
小

2
2

4
8
3

3
7

1
日
和
田
小

1
8

4
2
8

3
5

45
大
成
小

2
8

7
2
1

5
3

2
高
倉
小

4
2
8

1
7

46
朝
日
が
丘
小

2
1

5
5
1

3
7

3
行
健
小

2
6

6
4
0

4
6

47
宮
城
小

5
3
2

1
9

4
行
健
二
小

2
4

5
7
5

4
2

48
海
老
根
小

3
2
1

9
5

明
健
小

1
4

3
0
2

2
8

49
御
舘
小

7
5
9

2
1

6
小
泉
小

5
5
0

1
8

7
行
徳
小

1
6

3
3
8

2
8

中
学
校

8
安
積
一
小

2
3

5
5
3

4
2

番
号

学
校
名

学
級
数

生
徒
数

職
員
数

9
安
積
二
小

1
7

3
6
3

3
2

1
日
和
田
中

9
2
5
5

2
5

10
安
積
三
小

1
8

3
7
8

3
6

2
行
健
中

1
7

4
3
7

4
7

11
永
盛
小

1
6

3
0
1

2
9

3
明
健
中

1
8

4
5
2

4
0

12
柴
宮
小

2
2

5
4
2

3
6

4
安
積
中

1
5

3
4
8

3
7

13
穂
積
小

6
6
5

1
5

5
安
積
二
中

1
5

3
8
1

3
7

14
三
和
小

6
5
1

1
5

6
三
穂
田
中

4
6
1

2
1

多
田
野
小

7
9
5

1
7

7
逢
瀬
中

4
7
7

2
0

堀
口
分
校

2
8

5
8

片
平
中

3
5
6

2
1

16
河
内
小

3
3
5

1
5

9
喜
久
田
中

6
1
2
4

2
0

17
片
平
小

6
1
0
9

1
9

10
熱
海
中

4
9
7

2
4

18
喜
久
田
小

1
1

2
2
0

2
5

11
守
山
中

1
2

2
7
9

3
2

熱
海
小

8
9
9

1
9

12
高
瀬
中

5
1
1
2

2
3

石
筵
分
校

2
6

5
13

郡
山
一
中

2
6

7
4
4

6
5

20
安
子
島
小

5
5
0

1
6

14
郡
山
二
中

1
4

3
7
8

3
4

21
守
山
小

1
7

3
8
6

3
0

15
郡
山
三
中

1
8

4
7
8

4
3

22
御
代
田
小

6
7
0

1
6

16
郡
山
四
中

1
5

3
4
6

3
7

23
高
瀬
小

1
3

2
4
0

2
6

17
郡
山
五
中

1
7

5
1
6

4
3

24
谷
田
川
小

6
5
7

1
8

18
郡
山
六
中

2
1

5
6
7

5
1

25
金
透
小

8
1
8
6

2
3

19
郡
山
七
中

2
4

6
5
9

5
3

26
芳
山
小

1
4

3
0
0

2
6

20
緑
ケ
丘
中

1
2

3
2
0

2
7

27
橘
小

1
6

3
7
4

3
1

21
富
田
中

2
5

7
1
2

5
6

28
小
原
田
小

1
9

4
5
9

3
8

22
大
槻
中

1
3

3
1
9

3
4

29
開
成
小

2
5

5
7
6

4
0

23
小
原
田
中

1
4

2
9
7

3
3

30
芳
賀
小

2
4

5
7
2

4
5

24
宮
城
中

3
3
4

1
8

31
桃
見
台
小

1
3

2
7
9

2
4

25
御
舘
中

3
3
6

1
8

32
赤
木
小

1
4

2
6
8

2
4

33
薫
小

2
1

4
7
7

3
4

義
務
教
育
学
校

34
富
田
小

2
2

5
3
7

3
7

番
号

学
校
名

学
級
数

児
童
生
徒
数

職
員
数

35
富
田
東
小

3
8

9
4
6

6
4

1
西
田
学
園

1
5

2
8
6

4
2

36
富
田
西
小

1
9

4
5
0

3
6

2
湖
南
小
中

1
0

1
2
9

3
5

37
大
槻
小

2
5

5
5
7

4
4

38
白
岩
小

5
3
5

1
8

市
立
学
校
全
体

39
東
芳
小

8
1
0
6

1
9

校
数

学
級
数

40
桜
小

2
3

4
9
6

4
1

4
9

7
3
9

41
桑
野
小

1
4

3
2
4

3
0

2
5

3
1
7

42
大
島
小

2
4

5
7
6

3
8

2
2
5

43
緑
ケ
丘
一
小

2
0

4
4
4

3
8

7
6

1
,
0
8
1

義
務
教
育
学
校

合
計

1
5
,
8
1
8

8
,
0
8
5

4
1
5

児
童
生
徒
数

校
種

小
学
校

中
学
校

15 19

2
4
,
3
1
8
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  １
 
道
徳
教
育
の
充
実

 
 

〇
「
郡
山
市
子
ど
も
条
例
」
に
基
づ
く
支
援
の
充
実

 

〇
「
特
別
の
教
科

 
道
徳
」
の
授
業
力
向
上
の
た
め
の
研
修
の
充
実

 

◎
「
改
訂
版
い
じ
め
防
止
指
導
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」
の
活
用
の
促
進

 

〇
「
児
童
生
徒
の
自
殺
予
防
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
～
教
師
用
～
」
の
活
用
の
促
進

 

◎
自
分
事
と
し
て
捉
え
る
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
推
進

  
 
  

  
  

２
 
伝
統
・
文
化
等
に
関
す
る
教
育
の
推
進

 

〇
郷
土
を
学
ぶ
体
験
学
習
の
実
施
と
資
料
の
編
集
・
発
行

 

３
 
音
楽
を
通
じ
た
豊
か
な
感
性
や
情
操
の
養
成

 

〇
心
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
学
校
音
楽
振
興
事
業
に
よ
る
合
唱
・

 

合
奏
講
習
会
の
実
施

 

４
 
環
境
教
育
の
推
進

 

◎
気
候
変
動
を
理
解
す
る
環
境
教
育
の
推
進

 

〇
森
林
環
境
保
全
学
習
の
促
進

 

５
 
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実

  
  

 
  

 
  

 
  

〇
児
童
生
徒
が
活
動
を
記
録
し
蓄
積
す
る
「
郡
山
版
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
」
の
活
用
の
促
進

 

⇒
〔
・
将
来
と
の
つ
な
が
り
を
意
識
さ
せ
，
体
験
を
通
し
た
学
び
を
推
進

 
〕

 
 
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
 
 
 
  

 

 

 

    〇
S

D
G

s
の
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
視
点
に
よ
る
学
習
指
導
（

IC
T
を
活
用
し
た
学
び
）
，
生

徒
指
導
（
不
登
校
対
策
，
い
じ
め
防
止
対
策
）
，
特
別
支
援
教
育
の
充
実

 

〇
S

D
G

s
の

1
7
の
目
標
に
関
連
付
け
た
，
教
科
等
横
断
的
な
視
点
に
よ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
充
実

 

〇
小
中
一
貫
・
連
携
教
育
の
重
点
事
項
と
し
て
，
各
中
学
校
区
で

S
D

G
s
の

1
7
の
目
標
に
関
連

付
け
た
学
習
活
動
の
展
開

 

〇
こ
お
り
や
ま

S
D

G
s
ア
ワ
ー
ド
へ
の
参
加
，
市
政
き
ら
め
き
出
前
講
座
等
の
活
用

 
 

 

  １
 
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

 
 

◎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
･ス

ク
ー
ル
の
導
入
に
よ
る
地
域
住
民
の
学
校
運
営
へ
の
参
画
促
進

 

〇
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
事
業
に
よ
る
学
び
の
環
境
の
充
実

 

〇
保
護
者
や
地
域
住
民
と
本
市
の
教
育
施
策
に
つ
い
て
共
通
理
解
を
図
り
，
地
域
の
思
い

 

や
願
い
，
教
育
課
題
を
語
り
合
う
地
域
教
育
懇
談
会
の
開
催

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
 
幼
・
保
・
小
の
連
携
教
育
の
推
進

 
 

〇
幼
・
保
・
小
の
合
同
研
修
会
や
相
互
参
観
の
実
施

 

〇
「
ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ア
プ
ロ
ー
チ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
の
活
用
と
実
践

 
 

３
 
家
庭
や
地
域
と
の
連
携

 
 

〇
ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
の
使
用
に
関
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
付
等
に
よ
る
家
庭
・
地
域
へ
の
啓
発

 

〇
虐
待
や
子
育
て
の
悩
み
等
へ
の
相
談
体
制
の
充
実

 

〇
不
審
者
対
策
の
た
め
の
す
べ
て
の
新
入
学
児
童
へ
の
防
犯
ブ
ザ
ー
の
配
付

 

〇
情
報
提
供
サ
ポ
ー
タ
ー
，
子
ど
も

1
1

0
番
の
家
の
把
握

 

４
 
高
等
教
育
機
関
等
と
の
連
携

 
 

◎
市
内
４
大
学
と
の
協
定
締
結
に
基
づ
く
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

〇
専
門
的
人
材
と
の
連
携
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
や
音
楽
教
育
，
放
射
線
教
育
の
充
実

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

５
 
関
係
機
関
と
の
連
携

 
 

 
 

 
 

◎
郡
山
市
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
等
に
お
け
る
警
察
や
弁
護
士
会
等
の
関
係
機
関
と
の
連
携

 

(い
じ
め
法
律
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
，
学
校
法
律
相
談
，
安
全
指
導
な
ど

) 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
  

◎
子
ど
も
の
健
全
育
成
に
向
け
た
児
童
相
談
所
や
こ
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携

 

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
を
は
じ
め
と
し
た
公
衆
衛
生
指
導
に
お
け
る
保
健
所
や
医
療
機
関
と
の
連
携

 

〇
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
い
た
通
学
路
合
同
点
検
と
対
策
会
議
の
実
施

 

（
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
国
際
基
準
の
安
全
・
安
心
対
策
の
推
進
）

 

〇
郡
山
市
（
篤
志
）
奨
学
生
枠
の
拡
大

 

〇
特
別
支
援
学
校
と
の
連
携
の
推
進
（「

切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制
整
備
事
業
」，

研
修
支
援
の
活
用
等
）
 

   １
 
学
習
指
導
要
領
の
着
実
な
実
施

 
 

◎
「
学
校
教
育
指
導
の
重
点
」
の
活
用
の
促
進

 
〇
指
導
主
事
，
学
校
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
学
校
訪
問
に
よ
る
支
援

 
 
◎
小
学
校
に
お
け
る
教
科
担
任
制
の
導
入

 
◎

3
5
人
学
級
編
制
に
よ
る
個
別
最
適
な
学
び
の
推
進

 

２
 
小
中
一
貫
・
連
携
教
育
の
充
実

 
 

 
◎
９
年
間
を
見
通
し
た
教
育
課
程
を
編
成
す
る
郡
山
版
小
中
一
貫
教
育
の
推
進

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
◎
中
学
校
区
に
よ
る
学
力
向
上
，

S
D

G
s
に
つ
い
て
の
重
点
的
な
取
組

  
 

 
 

 
 

３
 
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
新
た
な
学
び
の
推
進

 
 

◎
1
人

1
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
た
授
業
の
推
進

 
◎

M
E

X
C

B
T
の
活
用
に
よ
る
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の

C
B

T
化
へ
の
対
応

 
◎
教
科
化
に
よ
る
郡
山
版
小
中
一
貫
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
推
進

 

４
 
言
語
活
動
の
充
実

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

◎
新
聞
活
用
事
業
の
実
施
に
よ
る
各
学
校
へ
の
デ
ジ
タ
ル
新
聞
の
導
入

 

〇
小
学
校
３
年
生
に
国
語
辞
典
，
小
学
校
５
年
生
に
英
語
辞
典
の
配
付

 

５
 
英
語
教
育
の
充
実

 
〇
語
学
指
導
外
国
人
の
全
学
校
へ
の
派
遣

 
◎
小
学
校
１
・
２
年
に
お
け
る
「
英
語
表
現
科
」
の
実
施

 
６

 
学
力
テ
ス
ト
等
を
積
極
的
に
活
用
し
た
指
導
改
善

 
 

◎
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
や
ふ
く
し
ま
学
力
調
査
の
結
果
を
も
と
に
し
た
学
力
向
上
プ
ラ
ン
の
作
成
と
改
善
の
促
進

 

７
 
読
書
活
動
の
充
実

 
 

〇
読
解
力
向
上
の
た
め
の
読
書
活
動
の
推
奨

 
〇
読
書
環
境
向
上
の
た
め
の
学
校
司
書
配
置
の
支
援

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 

 
  １

 
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
，
い
じ
め
へ
の
対
応
強
化

 

◎
適
応
指
導
教
室
に
お
け
る
学
校
復
帰
・
社
会
的
自
立
に
向
け
た
支
援

  
 

〇
方
部
巡
回
相
談
員
に
よ
る
学
校
支
援
と
方
部
分
室
や
サ
テ
ラ
イ
ト
分
室
の
開
設

 
◎
「
郡
山
市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
の
改
定
に
よ
る
い
じ
め
対
策
の
徹
底

 
〇
「
い
じ
め
法
律
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
の
開
設

 
２

 
特
別
支
援
教
育
の
推
進

 
 

◎
特
別
支
援
教
育
専
任
指
導
主
事
及
び
特
別
支
援
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
，
巡
回
型
ス
ク
―
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ

 
ー
に
よ
る
巡
回
訪
問
相
談
の
実
施

 
〇
市
教
育
支
援
委
員
会
の
開
催
（
年
４
回
）

 
〇
特
別
支
援
教
育
相
談
会
の
実
施
（
年
２
回
）

 

３
 
学
習
環
境
の
整
備
・
充
実

 
 

〇
教
育
効
果
を
高
め
る
た
め
の
教
材
や
設
備
等
の
整
備
・
充
実

 
◎
標
準
法
改
正
に
伴
う
少
人
数
学
級
，
少
人
数
指
導
の
充
実

 
〇
就
学
支
援
・
奨
学
資
金
に
よ
る
支
援
の
充
実

 
〇
特
認
校
制
や
隣
接
区
域
選
択
制
等
に
よ
る
通
学
区
域
の
弾
力
的
運
用

 
◎
学
校
規
模
・
学
校
配
置
の
あ
り
方
の
検
討

 

４
 

IC
T
を
活
用
す
る
環
境
の
充
実

 
 

◎
G

IG
A
ス
ク
ー
ル
運
営
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設

 
◎

IC
T
活
用
に
関
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
の
整
備

 
◎
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
，
遠
隔
学
習
の
推
進

 
◎
ク
ラ
ウ
ド
型
デ
ジ
タ
ル
教
材
，
授
業
支
援
ア
プ
リ
，
デ
ジ
タ
ル
新
聞
，
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
，
学
習
ｅ
ポ

 
ー
タ
ル
等
の
教
育
用
ア
プ
リ
の
活
用
の
促
進

 

５
 
人
的
支
援
に
よ
る
指
導
・
相
談
体
制
の
充
実

  
◎
特
別
支
援
教
育
補
助
員
や
学
校
生
活
支
援
員
，
医
療
的
ケ
ア
児
介
助
支
援
員
の
配
置

 
〇
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
全
校
配
置
，
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
派
遣

 
〇
専
門
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談
・
検
査
等
の
実
施

 
◎

IC
T
支
援
員
の
配
置
校
の
拡
大

 
 

◎
未
配
置
校
へ
の
学
校
司
書
，
ス
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
，
複
式
学
級
補
助
員
の
配
置

 
〇
外
国
人
児
童
生
徒
等
教
育
相
談
員
の
派
遣
と
翻
訳
機
器
の
活
用

 

６
 
研
修
の
充
実
に
よ
る
教
職
員
の
資
質
向
上

 
 

◎
IC

T
活
用
指
導
力
向
上
の
た
め
の
研
修
の
充
実

 
〇
今
日
的
な
課
題
に
対
応
す
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
の
開
催

 
〇
授
業
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
教
師
塾

(出
前
講
座
等

)の
開
催

 
〇
国
語
科
，
算
数
・
数
学
科
，
外
国
語
科
の
授
業
づ
く
り
学
習
会
の
充
実

 
〇
校
内
研
修
の
充
実
と
各
種
資
料
の
作
成
，
教
職
員
研
究
物
展
の
開
催

 
〇
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
研
修
の
開
催

 

７
 
「
働
き
方
改
革
」
の
推
進

 
 

◎
統
合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
活
用

 
〇
「
部
活
動
等
の
あ
り
方
に
関
す
る
指
針
」
の
遵
守

 
◎
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
，
部
活
動
指
導
員
等
の
配
置
に
よ
る
人
的
支
援

 
 

  １
 
危
機
回
避
能
力
を
高
め
る
た
め
の
安
全
教
育
の
充
実

 
 

〇
日
常
の
事
故
防
止
の
た
め
の
安
全
教
育
の
充
実
 
 
 
  
  
  

◎
「
学
校
の
新
し
い
生
活
様
式
」「

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
 

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
基
づ
く
感
染
症
対
策
の
徹
底
 
 

２
 
気
候
変
動
対
応
型
防
災
教
育
の
充
実

 
 

◎
各
教
科
の
学
習
内
容
と
関
連
し
た
防
災
教
育
の
推
進
 

◎
家
庭
・
地
域
と
連
携
し
た
防
災
教
育
の
啓
発
 

３
 
体
力
向
上
の
た
め
の
学
校
体
育
の
充
実

 
 

◎
民
間
エ
キ
ス
パ
ー
ト
指
導
者
活
用
事
業
や
小
学
校
３
年
生
以
上
の
 

児
童
生
徒
を
対
象
と
し
た
体
力
・
運
動
能
力
調
査
の
実
施
に
よ
る
体
づ
く
り
事
業
の
実
施
 

〇
体
育
主
任
研
修
や
部
活
動
指
導
者
の
た
め
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
の
開
催
 

〇
ス
ポ
ー
ツ
メ
デ
ィ
カ
ル
講
座

(A
ED
・
心
肺
蘇
生
法
研
修
等
)
の
開
催
 

４
 
健
康
教
育
の
充
実

 
 

〇
健
康
に
関
す
る
資
料
の
活
用
の
促
進
 
〇
フ
ッ
化
物
洗
口
の
実
施
 

〇
放
射
線
教
育
の
充
実
 

５
 
食
育
の
推
進
と
学
校
給
食
の
充
実

 
 

〇
食
育
指
導
の
充
実
（
栄
養
教
諭
等
派
遣
事
業
）
 

〇
安
全
・
安
心
な
給
食
の
提
供
，
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
対
応
 
 

〇
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
，
食
育
等
に
関
す
る
研
修
の
開
催
 
 

６
 
学
校
体
育
大
会
の
充
実

 
 
 

〇
小
・
中
学
校
体
育
大
会
の
開
催
へ
の
支
援
 
〇
中
体
連
の
上
位
大
会
参
加
へ
の
補
助
 

〇
優
秀
選
手
表
彰
に
よ
る
児
童
生
徒
へ
の
賞
賛
 
 

    

令
和
４
年
度

 
郡
山
市
の
学
校
教
育
推
進
構
想

 
 

第
３
期

 
郡
山
市
教
育
振
興
基
本
計
画

 

【
基
本
理
念
】「

と
も
に
学
び
，
と
も
に
育
み
，
未
来
を
拓
く
教
育
の
創
造
」

 

【
基
本
目
標
】
○
個
性
を
伸
ば
し
生
き
る
力
を
育
む
学
校
教
育
の
推
進

 
 

○
家
庭
や
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
豊
か
な
教
育
環
境
の
形
成

 
 

○
未
来
へ
つ
な
ぐ
教
育
機
関
の
充
実

 

郡
山
版
小
中
一
貫
教
育
～
「
学
び
」「

人
と
人
」「

夢
や
希
望
」
を
つ
な
ぐ
～

 

小
学
校
と
中
学
校
が
目
指
す
子
ど
も
像
を
共
有
し
，
義
務
教
育
９
年
間
を
見
通
し
た
教
育
課
程
を

編
成
し
，
系
統
的
な
教
育
を
目
指
し
ま
す
。

 

 

【
学
習
指
導
要
領
の
内
容
】

 

○
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
の
実
現

 
 

 
○
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
充
実

 
 

○
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
の
明
確
化

 
 
○
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
視
点
か
ら

の
授
業
改
善

 

「
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
」
の
構
築

 
 

～
個
別
最
適
な
学
び
と
協
働
的
な
学
び
の
実
現
～

 

人
権

尊
重

と
豊

か
な

心
の

育
成

に
努

め
ま

す
 

 

総
合

的
な

応
用

力
の

育
成

に
努

め
ま

す
 

 

ど
の
子
も
思
う
存
分
学
べ
る
教
育
環
境
の
整
備
・
充
実
に
努
め
ま
す

 

 
連

携
教

育
の

推
進

に
努

め
ま

す
 

 

《
目
指
す
郡
山
の
子
ど
も
像
》
 

 
高
い
志
を
持
っ
て
自
立
し
，
他
と
協
働
し
て
未
来
を
拓
く
子
ど
も

 

 

S
D

G
s
を
郡
山
の
子
ど
も
た
ち
か
ら

 

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
教
育
の
推
進

 
～
多
様
性
と
調
和
を
目
指
し
て
～

 

 
～

S
D

G
s
を
郡
山
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
～

 

 

◎
は
令
和
４
年
度
の
新
規
事
業
及
び
重
点
施
策

 

危
機
管
理
能
力
及
び
体
力
・
運
動
能
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
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Ⅲ 学 校 教 育 分 野 
 

 

 

基本目標１ 個性を伸ばし生きる力を育む学校教育の推進 

 

基本目標２ 家庭や地域と一体となった豊かな教育環境の形成 

 

基本目標３ 未来へつなぐ教育機関の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               〔タブレット端末を使用した社会の授業風景〕 
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●基本目標１ 個性を伸ばし生きる力を育む学校教育の推進  

 
児童生徒が、将来にわたって主体的にたくましく生きるために、確かな学力、豊かな心、健

やかな体の「生きる力」をバランスよく育みます。また、社会と連携・協働しながら、児童生

徒の発達段階や特性等を踏まえつつ、未来社会の創り手となるために必要な資質・能力を育む

学校教育を推進します。 

 

 

■施策１ 「確かな学力」の育成 

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を通して、児童生徒が基礎的・基本的な

知識及び技能を確実に習得できるように努め、これらを活用して課題を解決するために必要な

思考力・判断力・表現力等を育みます。また、主体的に学習に取り組む態度を養い、個性をい

かし、多様な人々との協働を促す教育の充実に努めます。 

さらに、全国学力・学習状況調査やふくしま学力調査等の結果を踏まえた指導方法の工夫改

善や、きめ細かな個に応じた指導の充実を図り、確かな学力を育成します。 

 

◆事業群 

① 学習指導要領の着実な実施 

② 言語活動の充実 

③ 英語教育の充実 

④ 小中学校一貫・連携教育の充実 

⑤ ＩＣＴ活用による新たな学びの推進 

⑥ 学力テスト等を積極的に活用した指導改善 

⑦ 学校における指導改善の取組への支援 

⑧ 学級力の向上 

⑨ 読書活動の充実 

 

 

◆主な事業一覧                         ※ 令和４年 9 月１日現在 

事業名称 事 業 概 要 担当課 ※ 事業群 

小中学校教師用指

導書等購入事業 

各市立学校の教師が授業で使用する教科書及び指導書

を購入し、学校に配付することで、授業の充実を図りま

す。           

学校教育推進課 ① 

新 聞 活 用 事 業 

１人１台整備されたタブレット端末を活用し、児童生

徒がデジタル新聞をいつでも手軽に閲覧できる環境を整

備することにより、読解力や課題解決力の向上を目指す

とともに、高度情報化社会を生き抜くための情報活用能

力の育成を図ります。 

学校教育推進課 ② 

 

 

 

 

 



- 29 - 

 

                                  ※ 令和４年 9 月１日現在 

事業名称 事 業 概 要 担当課 ※ 事業群 

英語教育推進事業 

語学指導外国人を全市立学校に派遣するとともに、日

本人教員の英語力の向上を図り、児童生徒のコミュニケ

ーション能力の向上を図ります。 

〇小学校１・２年における「英語表現科」の実施 

学校教育推進課 ③ 

学力向上支援事業 

学力向上支援事業全体会議を開催し、児童生徒一人一

人に「確かな学力」を育むために、教員の指導力向上を

図ります。 

〇会議での情報交換をもとにした授業改善 

〇中学校区をもとにした分科会の中で、学力向上対策を

話し合うことによる小中連携を図った指導方法の改善 

 

全員が同じ辞典を使用することによって使い方の一斉

指導や意味調べの分担などが可能になる利点を活かし、

児童生徒の言語への関心を高め、語彙力の育成を図りま

す。 

また、辞典を学校保管とすることにより、児童生徒が

持ち帰る荷物の軽減を図ります。 

〇国語辞典の配付(小学校３年) 

〇英語辞典の配付(小学校５年) 

 

 小中連携教育を一層推進し、児童生徒の学力向上や生

徒指導の充実に資するため、交流会開催時の移動手段を

確保します。 

学校教育推進課 ④ 

未来を拓く教育の

情報化推進事業 

パソコンやタブレット端末等と周辺機器及びソフトウ

ェアの整備・充実を図り、児童生徒の情報活用能力の育

成やわかる授業の充実に努めます。 

〇学習用タブレット端末の追加整備 

〇教授用タブレット端末の整備 

〇クラウド型教科ドリルの整備 

教育研修センター ⑤ 

小中一貫プログラ

ミング教育推進事

業 

小学校学習指導要領の改訂により、2020（令和２）年

度からプログラミング教育が必修化されました。郡山市

では、教育課程特例校の承認を受け教科化することで、

市全体として組織的・系統的な取組を通してプログラミ

ング教育の実践を図ります。 

○プログラミング教育の教科化 

学校教育推進課 ⑤ 

学校司書支援事業 

子どもの読書環境向上のため、各市立学校のＰＴＡが

雇用する学校司書に要する経費の一部を補助します。 

また、令和４年度、学校司書の未配置校４校に市が直

接雇用した学校司書を配置します。 

学校教育推進課 ⑨ 
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■施策２ 豊かな心と豊かな感性の育成 

児童生徒が、自己肯定感・自己有用感を高め、自立した人間として、他者と協働してより良

く生きるための基盤となる道徳性を養うことができるよう、「特別の教科 道徳」の授業を要

として、体験活動やキャリア教育などのカリキュラム・マネジメントを重視し、学校の教育活

動全体を通じた道徳教育を推進します。特に、いじめについては、どの学校においても、いじ

めの未然防止に努めるため、早期発見と連携対応を徹底するとともに、他人を思いやる心の育

成に努めます。 

また、主権者教育、消費者教育を推進し、主権者として社会の中で自立し、主体的に判断し、

責任を持って行動できる児童生徒の育成に努めます。 

 

 

◆事業群 

① 道徳教育の充実 

② 伝統・文化等に関する教育の推進 

③ 音楽を通じた豊かな感性や情操の養成 

④ 環境教育の推進 

⑤ キャリア教育の充実 

 

 

◆主な事業一覧                         ※ 令和４年 9 月１日現在 

事業名称 事 業 概 要 担当課 ※ 事業群 

いじめ防止等啓発

事業 

「郡山市いじめ防止基本方針」に基づき、いじめ防

止リーフレット等を活用し、道徳や学級活動等を通し

て児童生徒の人権意識を高め、いじめのない環境づく

りを推進します。 

学校教育推進課 ① 

郷土を学ぶ体験学

習事業 

郷土の歴史や文化を学ぶ体験学習、資料の活用を通

して、郷土愛を醸成するとともに、先人の培った文化

を理解し、尊重する心を育みます。また、副教材を作

成し、郷土学習の充実を図ります。 

学校教育推進課 ② 

心のハーモニー学

校音楽振興事業 

市立学校と高等学校の児童生徒の音楽性の向上や豊

かな感性の育成等を図るため、学校間の交流を行うと

ともに、音楽指導者の指導力向上を図ります。 

学校教育推進課 ③ 

小中学校の全国音

楽祭参加支援事業 

保護者の経済的負担の軽減を図るため、児童生徒の

全国音楽祭出場に係る経費を補助します。 
学校教育推進課 ③ 

森林環境学習事業 

森林の大切さを知る学習として、児童生徒が森林に

関わる課題を設定し、植生観察や近隣の樹木観察など

の活動及び森林の持つ役割（水源涵養、土砂災害防止、

地球温暖化防止、リラックス効果等）や森林（木材）

と生活との関わりなどを学びます。 

学校教育推進課 ④ 
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■施策３ 健やかな体づくり 

学校・家庭・地域・関係団体等との連携のもと、児童生徒の発達段階に応じて、学校教育活

動全体を通して、健やかな体づくりを実践し、健康の保持増進に努め、生涯にわたって生き抜

く力を支える健やかな体を育み、郡山市体力向上推進構想の３つの視点である「体づくり」「健

康づくり」「生活習慣づくり」のもと、「日本一元気な郡山の子」の育成を目指します。 

 

◆事業群 

① 体力向上のための学校体育の充実 

② 食育の推進と学校給食の充実 

③ 健康教育の充実 

 

 

◆主な事業一覧                         ※ 令和４年 9 月１日現在 

事業名称 事 業 概 要 担当課 ※ 事業群 

中学校体育大会支

援事業 

 体育大会参加者の負担軽減を図るため、参加生徒に

対して参加費用を助成します。 
学校管理課 ① 

小中学生の体づく

り推進事業 

東京電力福島第一原子力発電所事故後の児童生徒の

体力・運動能力等を継続的に把握し、学校の教育活動

全体を通じて、児童生徒一人一人の体力向上に繋げま

す。 

学校管理課 ① 

あんしん給食・食

育推進元気アップ

事業 

県費学校栄養職員が配置されない学校については、

市費栄養士が食物アレルギー対応・食育事業を行いま

す。 

学校管理課 ② 

学校保健体育指導

事業 

児童生徒の体力・運動技術向上及び健康に関する指

導の充実を図るため、市独自の学校保健・体育指導用

の資料を作成します。 

学校管理課 ③ 

郡山市小学校フッ

化物洗口 

郡山市におけるむし歯有病率等は、全国平均と比較

して高い傾向にあることから、子どもたちにとって簡

便でむし歯予防効果が高く、家庭の状況に左右される

こと無く継続が可能なフッ化物洗口を市内小学校で実

施し、子どもたちが健康な歯を持つ社会人になること

を目指します。 

学校管理課 

 
③ 

 



- 32 - 

 

 

■施策４ 特別支援教育の推進 

教育と医療、福祉等の関係部局が連携して、障がいのある児童生徒が、その能力や可能性を

最大限に伸ばし、自立して社会参加できるよう、一人一人の教育的ニーズに応じた、選択可能

で多様な学びの場を準備するとともに、｢個別の教育支援計画」と「個別の指導計画」を作成

し、一貫した支援ときめ細かな指導を推進するなど、特別支援教育の充実を図ります。 

 

◆事業群 

① 個に応じた指導の充実 

② 支援体制の充実 

 

 

◆主な事業一覧                         ※ 令和４年 9 月１日現在 

事業名称 事 業 概 要 担当課 ※ 事業群 

専門カウンセラー

配置事業 

 専門カウンセラーによるカウンセリングや心理検査

を実施し、専門的見地からの助言を通して、児童生徒

一人一人の実態に応じた合理的配慮の決定や支援内容

の充実を図ります。 

総合教育支援

センター 
① 

特別支援教育巡回

相談事業 

 特別支援教育専任指導主事や特別支援教育アドバイ

ザーが各市立学校を巡回訪問するとともに、必要に応

じて巡回型スクールカウンセラーを派遣し、専門的見

地から児童生徒のアセスメントや具体的な指導・支援

について助言することにより、各市立学校の特別支援

教育の充実を図ります。 

総合教育支援

センター 
① 

郡山市特別支援教

育ニコニコサポー

トプラン 

保健福祉部、こども部、学校教育部が連携し、情報

の共有や協働による教育相談、就学に関する勉強会を

実施し、早期からの切れ目のない支援体制を構築して

います。 

総合教育支援

センター 
② 

小中学校特別支援

教育派遣事業 

各市立学校の障がいの重い児童生徒が在籍する特別

支援学級や、発達障がい、肢体不自由等の児童生徒が

在籍する学校に特別支援教育補助員等を配置し、学

習・生活両面の指導の充実を図ります。 

総合教育支援

センター 
② 

医療的ケア児看護

支援事業 

医療的ケアを必要とする児童生徒が安全に学校生活

を送るために、看護師資格を有する看護師等による医

療的ケアを実施し、適切な教育環境整備に努めます。 

総合教育支援

センター 
② 
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■施策５ 教職員の資質向上  

教職員のライフステージに応じた基本研修、教科教育や特別支援教育、情報教育、学級経営

等の専門研修、職務遂行上必要な資質能力を育成する職能研修など、教職員に求められる能力

の養成を図るとともに、教職員のニーズに応じた研修体系の見直し・充実に努めます。 

また、教職員のワーク・ライフ・バランスの適正化やストレスチェック等によるメンタルヘ

ルスの改善を図ることにより、より質の高い教育の提供ができるよう支援します。 

 

◆事業群 

① 教職員研修の充実 

② 学校マネジメント力の向上 

③ メンタルヘルス対策の推進 

④ わかる・できる授業づくりの推進 

 

 

◆主な事業一覧                         ※ 令和４年 9 月１日現在 

事業名称 事 業 概 要 担当課 ※ 事業群 

教育研修事業（教

職員スキルアップ

事業） 

教科等における専門的知識を培うとともに、児童生

徒理解を深め、専門職としての実践的指導力及び教職

員としての資質能力を高めるための研修を 68 講座

160 回行います（こおりやま広域連携中枢都市圏内市

町村の教職員が参加できる講座もあります）。学校の課

題解決や教職員の資質向上のために、各市立学校に研

修旅費、図書購入費を配当し、校内研修の一層の充実

を図ります。 

教育研修センター ➀ 

郡山市教職員スト

レスチェック事業 

年１回ストレスチェックを行い、回答数が 5 人以上

の職場の集団分析結果を通知します。高ストレス者は

希望により医師による面接指導を受けられる体制を整

備します。 

ストレスチェックに併せ、カウンセリングも実施し、

本人及び二親等までの家族が電話、メール等で相談で

きる体制を整備します。 

学校管理課 ③ 

教師塾・授業づく

りサポート事業 

教員や学校の課題に応じ、授業や学級経営等の指導

力向上を図るため、指導・助言を行います。 
教育研修センター ④ 
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●基本目標２ 家庭や地域と一体となった豊かな教育環境の形成  

 
 どの子も思う存分学ぶことができるよう、教育環境を充実するための手厚い人的配置や、様々

な課題を抱えている児童生徒への支援、保護者や地域との連携による開かれた特色ある学校づく

り、学校施設・設備の整備や児童生徒の安全・安心の確保などにより、“学びのセーフティネッ

ト”の充実を図る教育環境づくりを推進します。 

 

 

■施策１ どの子も思う存分学べる環境づくり  

 研修により教職員の資質向上を図るとともに、学校の校務分掌の見直しや専門スタッフ、サ

ポートスタッフとの連携・分担体制の構築を通して、教職員が本来行うべき教育に関する業務

に専念できる学校指導体制を整備します。 

また、どの子も思う存分に学ぶことができるよう、“学びのセーフティネット”の充実を図る

教育環境づくりを推進します。 

 

◆事業群 

① 指導体制の充実 

② 不登校の児童生徒等への支援強化 

③ 少人数教育の充実 

④ 就学支援の充実 

⑤ 被災した児童生徒の生活・学習環境の整備と心のケア 

⑥ 教育相談体制の充実 

⑦ いじめの未然防止と早期発見・対応強化 

⑧ 帰国児童生徒・外国人児童生徒等への教育の推進 

 

 

◆主な事業一覧                         ※ 令和４年 9 月１日現在 

事業名称 事 業 概 要 担当課 ※ 事業群 

小中学校特別支援

教育派遣事業 

〈再掲〉 

各市立学校の障がいの重い児童生徒が在籍する特別

支援学級や、発達障がい、肢体不自由等の児童生徒が

在籍する学校に特別支援教育補助員等を配置し、学

習・生活両面の指導の充実を図ります。 

総合教育支援

センター 
① 

スクールカウンセ

ラー配置事業 

不登校の児童生徒の心に寄り添い、個に応じた問題

の改善や解決を図るためにスクールカウンセラーを全

市立学校に配置し、各学校の教育相談体制の充実に努

めます。 

総合教育支援

センター 
② 
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                                  ※ 令和４年 9 月１日現在 

事業名称 事 業 概 要 担当課 ※ 事業群 

適 応 指 導 事 業 

学校に登校できない児童生徒の居場所づくりと自己

実現に向けて、総合教育支援センター適応指導教室「ふ

れあい学級」における相談、学習支援、体験活動の提

供等の支援体制の充実を図ります。 

 また、フリースクールやこども家庭相談センター、

医療機関、児童相談所、ＮＰＯ等との連携推進による

ひきこもり防止対策に努めます。 

総合教育支援

センター 
② 

特別支援教育就学

奨励費支給及び就

学援助事業 

経済的理由により就学が困難な児童生徒や特別支援

学級在籍の児童生徒の保護者に就学奨励援助費を支給

し、就学支援を行います。 

学校教育推進課 ④ 

スクールカウンセ
ラー配置事業 

＜再掲＞ 

 スクールカウンセラーを全市立学校へ配置し、被災

した児童生徒の心のケアや支援を図り、不登校や学校

不適応のない環境づくりに努めます。また、スクール

ソーシャルワーカーを派遣し、被災した児童生徒の養

育・環境に関わる諸問題の改善や解決に向けた支援を

行います。 

総合教育支援

センター 
⑤ 

スクールカウンセ
ラー配置事業 

＜再掲＞ 

 スクールカウンセラーはもとより、こども家庭相談

センターや県中児童相談所、警察等との連携により、

児童虐待等の早期発見・早期対応に努めるとともに、

スクールソーシャルワーカーの派遣により、児童生

徒・保護者への支援体制の充実に努めます。 

総合教育支援

センター 
⑥ 

学校法律相談事業 

 児童生徒を取り巻く問題について、法律の専門家で

ある弁護士から法的アドバイスを受けることによっ

て、問題の深刻化を防ぎ、早期解決を図ります。 

総合教育支援

センター 
⑥ 

スクールカウンセ
ラー配置事業 

＜再掲＞ 

 いじめ案件等の緊急事態発生時のカウンセリング要

請に応えるため、スーパーバイザーを配置するととも

に、スクールカウンセラー及びスクールソーシャルワ

ーカーへの指導助言により専門性の向上を図ります。 

総合教育支援

センター 
⑦ 

いじめ法律電話相

談事業 

 児童生徒のいじめ問題について、本人や保護者等が

気軽に相談でき、法律の専門家である弁護士から適切

な助言を得られる場を提供するため、専用の電話相談

窓口「いじめ法律相談ホットライン」を開設しており

ます。 

総合教育支援

センター 
⑦ 

外国人児童生徒等

教育相談員派遣事業 

日本語指導が必要な児童生徒や外国籍の児童生徒が

在籍する学校に対して、母語を理解でき、かつ教育相

談等ができる相談員を派遣し、児童生徒、保護者、教

職員等に対する教育相談の充実を図ります。 

〇自動翻訳機の活用 

学校教育推進課 ⑧ 

医療的ケア児看護

支援事業 

＜再掲＞ 

医療的ケアを必要とする児童生徒が安全に学校生活

を送るために、看護師資格を有する看護師等による医

療的ケアを実施し、適切な教育環境整備に努めます。 

総合教育支援

センター 
- 
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■施策２ 地域に開かれた学校づくり 

学校が地域との連携・協働を一層推進するため、学校や地域の実情に応じて、家庭や地域と

の連携を図り、保護者や地域住民が学校運営に参画できる機会の充実に努めます。 

 

◆事業群 

① 地域をいかした教育環境の充実 

② 地域住民の学校運営への参画の推進 

③ 学校施設の社会開放 

 

 

◆主な事業一覧                         ※ 令和４年 9 月１日現在 

事業名称 事 業 概 要 担当課 ※ 事業群 

地域学校協働活動

推進事業 

 全市立学校において、中学校区ごとに配置した地域

コーディネーターを介して、地域住民等に学校教育へ

参画いただきます。学校の教育活動支援及び平日の放

課後や休業日に行う学習支援等を行います。 

生涯学習課 ① 
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■施策３ 学校教育施設の整備  

学校施設は、多くの児童生徒が一日の大半を過ごす学習・生活の場であることから、安全・

安心で快適な学校生活を過ごせるよう、校舎及び屋内運動場等の老朽化対策を推進します。ま

た、自然環境等に強く、社会環境の変化に配慮した施設の整備や管理に努めるとともに教材や

設備についても計画的な更新を図ります。 

 

◆事業群 

① 校舎や屋内運動場等の整備 

② 教材や設備等の整備 

③ 学校図書館の充実 

 

 

◆主な事業一覧                         ※ 令和４年 9 月１日現在 

事業名称 事 業 概 要 担当課 ※ 事業群 

学校施設長寿命化

改修事業 

 校舎や屋内運動場等の老朽化対策として、施設の適

正な規模・配置を踏まえた長寿命化改修を計画的に実

施するとともに、財政負担の軽減・平準化を図ります。 

総務課 ① 

学校施設環境整備

事業 

 校舎や屋内運動場等の老朽化による機能低下、破損

等について個別的な改修を行うとともに、トイレの洋

式化や各所改修工事を実施します。 

総務課 ① 

小中学校教育環境

整備事業 

教育環境の整備充実を図るため、老朽化備品の更新

や修繕等を計画的に進めます。 
総務課 ② 

小中学校理科教育

設備整備事業 

理科教育の振興を図るため、小中学校の理科教育設

備の整備を行います。 
総務課 ② 

小中学校図書館 

図書整備事業 

 各市立学校における学校図書館図書標準冊数の達成

を図るため、新規図書の購入や古くなった図書の更新

を行います。 

 また、学校図書館の環境整備を図るため、書架等の

備品更新を図ります。 

総務課 ③ 
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■施策４ 児童生徒の安全・安心の確保 

学校、ＰＴＡをはじめとした家庭、地域、関係機関の連携のもと、児童生徒を交通事故や犯

罪から守り、児童生徒の安全・安心の確保を図ります。 

  また、児童生徒を取り巻く多様な危険を的確に捉え、児童生徒の発達段階等に応じた安全教

育を推進していきます。 

 

◆事業群 

① 通学路の安全点検と対策の検討・実施 

② 児童生徒の防犯対策 

③ 地域・関係機関との連携 

④ 学校における放射線対策の充実 

⑤ 防災教育の推進 

       

 

◆主な事業一覧                         ※ 令和４年 9 月１日現在 

事業名称 事 業 概 要 担当課 ※ 事業群 

通学路等交通安全

確保事業 

関係機関等と連携した通学路の合同点検や対策会議

の実施により、児童生徒の交通事故防止に努めます。 
学校教育推進課 ① 

小中学校給食放射

性物質測定事業 

共同調理場及び自校給食校全てに放射線測定器を導

入し、学校給食の放射性物質検査を行うことにより、

児童生徒の内部被ばく防止や保護者の不安解消に努め

ます。 

学校管理課 ④ 

個人積算線量測定

事業 

子どもたちの積算放射線量を個人積算線量計で確認

することにより、不安の解消や健康管理につなげます。 
学校管理課 ④ 
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■施策５ 時代に対応できる教育体制に向けて  

教職員が一人一人の児童生徒と向き合うことができる環境づくりのため、専門スタッフとの

連携・分担体制の構築や関係機関との連携強化を図ります。 

 

◆事業群 

① ＳＤＧｓ理解と推進のための教育 

② 児童生徒と向き合える環境づくり 

③ ＩＣＴ環境の整備と国際化の推進 

④ 通学区域の弾力的運用 

⑤ 土曜日等の教育環境の充実 

        

 

◆主な事業一覧                         ※ 令和４年 9 月１日現在 

事業名称 事 業 概 要 担当課 ※ 事業群 

スクールカウンセ

ラー配置事業 

〈再掲〉 

全市立学校へのスクールカウンセラー配置による相

談体制の整備や、スクールソーシャルワーカーを活用

し、いじめや不登校等の課題や児童生徒の悩み等の解

決に努めます。 

総合教育支援

センター 
② 

学校法律相談事業 

〈再掲〉 

児童生徒を取り巻く問題について、法律の専門家で

ある弁護士から法的アドバイスを受けることによっ

て、問題の深刻化を防ぎ、早期解決を図ります。 

総合教育支援

センター 
② 
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●基本目標３ 未来へつなぐ教育機関の充実  

 
集団行動の中での困難や失敗などの経験を通して養われる幼児期の子どもにおける非認知

能力の発達は、個人の特性による能力であるため、測定が難しいものでありますが、その後の

生活や学習の基礎として生涯にわたり大きく影響する重要なものでもあることから、誰もが充

実した幼児教育を受けることができるよう、保護者負担の軽減を図るとともに、幼児教育・保

育施設の特性を踏まえ、教育の質や幼保小連携をさらに充実させます。 

  また、私立学校の充実については、多様化する教育ニーズに対応するため、私立学校の経営

の健全性を高めるための適正な支援並びに市立学校と私立学校の教職員同士の交流及び情報

の共有化を図ります。 

  さらには、高等教育機関の専門人材育成に係る支援を実施するとともに、専門的知識や技能

を地域課題解決のために活用できるよう高等教育機関との連携強化を図ります。 

 

 

■施策１ 幼児期における教育の質の向上 

幼児期は、生涯にわたる人間形成の基礎が培われる重要な時期であり、幼児期の教育は、忍

耐力、自信、積極性、協働力など、生涯にわたる非認知能力の発達に大きく影響し、その後の

生活や学習の基礎となり、また、資質・能力の向上に大きく寄与するものです。そのため、幼

稚園、保育所（園）、認定こども園が担う役割の重要性を再認識し、子ども・子育て支援新制

度や国の幼児教育無償化への対応を踏まえ、幼児教育・保育の振興を図るため、私立幼稚園及

び保護者に対する支援を継続します。 

 

◆事業群 

① 幼稚園における教育の質の向上と保護者負担の軽減 

② 幼保小連携のさらなる充実と強化 

③ 幼児教育・保育施設の特性を踏まえた取組の推進 
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◆主な事業一覧                         ※ 令和４年 9 月１日現在 

事業名称 事 業 概 要 担当課 ※ 事業群 

幼稚園・保育所等

保育料無料化・軽

減等事業 

少子化対策や育児条件の改善につなげるため、国の

「幼児教育・保育の無償化」制度の実施に加え、第一

子児童に係る保育料の無料化・軽減等を実施します。 

保育課 ① 

多子世帯保育料軽

減事業（認可外保

育施設） 

多子世帯の経済的負担の軽減を図るため、18 歳未満

の児童が２人以上いる世帯の第２子以降を対象に、認

可外保育施設の保育料の一部を助成します。 

保育課 ① 

私立保育園運営費

補助事業 

認可外保育施設に入所している乳幼児の良好な保育

環境を確保するため、特定非営利活動法人郡山市私立

保育園連絡協議会に対して助成を行います。 

保育課 ① 

私立幼稚園運営費

補助事業 

私立幼稚園に運営費を補助し、教育環境の向上や保

護者の負担軽減を図るとともに、幼児教育の振興を図

ります。 

保育課 ① 

幼保小連携推進事業  

幼保小の教職員を対象とした合同研修会や相互参観

(協議会)を実施することにより、幼保小の連携を深めま

す。また、小１プロブレムの解消等、児童が意欲的に

小学校生活を送ることができる環境づくりに努めま

す。 

総合教育支援

センター 
② 

私立幼稚園教職員

研修費補助事業 

私立幼稚園の教職員研修を実施している郡山市私立

幼稚園･認定こども園連合会に対して、研修会に要する

経費の一部を補助します。 

保育課 ③ 
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■施策２ 私立学校の充実 

  多様化する教育ニーズに対応するため、私立の各学校は、建学の精神をいかした個性豊かな

特色ある教育を実施しています。このように私立学校が教育において果たしている役割の重要

性を鑑み、研修を通した交流や私立学校の充実のための支援を行います。 

 

◆事業群 

① 私立学校への支援 

② 市立学校と私立学校の交流促進 

 

 

◆主な事業一覧                         ※ 令和４年 9 月１日現在 

事業名称 事 業 概 要 担当課 ※ 事業群 

私立学校等振興事業 

私学教育の振興・充実を図るため、運営に要する経

費を助成します。（郡山ザベリオ学園、私立高等学校、

私立専修学校）また、私学教育の充実に資するため、

福島県私学振興大会の運営に要する経費を助成します

（隔年）。 

総務法務課 ① 

 

 

 

■施策３ 高等教育機関との連携 

  人口減少社会の到来や少子高齢化の進展、超スマート社会（Society5.0）時代への対応など、

社会情勢の変化に対応し、様々な課題を克服するためには、行政機関のみならず、大学等の高

等教育機関と積極的に連携したまちづくりが必要となることから、高等教育機関との連携を積

極的に推進します。 

 

◆事業群 

① 高等教育機関への支援 

② 専門的人材の活用 

 

 

◆主な事業一覧                         ※ 令和４年 9 月１日現在 

事業名称 事 業 概 要 担当課 ※ 事業群 

中央キッズスクール 
高等教育機関の教職員・学生ボランティアを講師に迎

え、小学生向けに講座を開催します。 
中央公民館 ① 

サイエンススクール

ＮＯＫＯ 

包括連携協定を結ぶ東京農工大学の教授・学生ボラン

ティアによる、小学校高学年から高校生を対象とした科

学教室を開催します。 

農業政策課 ①  
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Ⅳ 生 涯 学 習 分 野 
 

 

 

基本目標４ 家庭・地域・学校で取り組む子どもの育ちの支援 

 

基本目標５ 生涯を通して学び、地域づくりにいかす環境の整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔プログラミング教室の様子〕        
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●基本目標４ 家庭・地域・学校で取り組む子どもの育ちの支援  

  

  家庭が子どもの人格形成に基本的な役割を果たすことを保護者自らが自覚し、より良い家庭環

境づくりができるよう支援するとともに、「家庭・地域の宝」である子どもの健やかな成長に向

け、社会全体で家庭教育を応援し支えていく体制づくりを進めます。 

  また、次世代を担う青少年期の心と体の健全な成長を促し、自主性や協調性、社会性を持った

豊かな人間性を育むため、社会全体で青少年を育成する取組を行います。また、青少年育成団体

を支援することにより、青少年を取り巻く有害環境対策を推進し、非行防止に向けた環境を整え、

健全でたくましい心を持った青少年の育成に努めます。 

 

 

■施策１ 家庭教育の充実 

子どもの発達段階に応じた家庭教育に関する学習機会や、家庭の役割の重要性を理解するため

に必要な情報発信を行います。また、親子のふれあいを重視した体験活動や読書活動を実施する

など、安心して子育てができるよう細やかな事業の展開を図り、家庭教育の充実に努めます。 

 

◆事業群 

① 家庭教育に関する機会や情報の提供 

② 親子のふれあい体験活動等の充実 

 

 

◆主な事業一覧                          ※ 令和４年 9月１日現在 

事業名称 事 業 概 要 担当課 ※ 事業群 

家庭教育充実事業 

保護者等が子どもたちの発達段階に応じた行動や考え

方を理解し、子どもたちの健全な人格形成を図るため、

家庭教育に関する学習会等を開催します。 

生涯学習課 ① 

子ども読書活動推

進事業 

子どもの読書活動を推進するため、「おはなし会」、「読

み聞かせボランティア養成講座」などを実施します。ま

た、「おすすめする本」の作成・配布や「電子書籍」を導

入します。 

中央図書館 ② 
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■施策２ 幼児期の教育の質の向上と家庭の養育力の向上 

幼児期は、生涯に及ぶ人間形成の基礎が培われる重要な時期であり、福祉・子育て関係部局と、幼

稚園・保育所（園）・認定こども園、小学校・義務教育学校が連携を図りながら、将来を自ら拓く「生

きる力」の育成と子どもの発達段階に応じた「遊び」や「学び」の充実を図ります。 

子育て世代の保護者等が、育児に対する不安やストレス、地域社会とのつながりの希薄化等に起因

する子育てに係る負担や地域から孤立していることに伴う疎外感などを相談することにより、子育て

の悩みの解消や家庭内での養育力の育成を図ります。 

 

◆事業群 

① 幼保小連携のさらなる充実と強化 

② 子育て家庭に対する相談体制の充実 

    

 

◆主な事業一覧                          ※ 令和４年 9月１日現在 

事業名称 事 業 概 要 担当課 ※ 事業群 

幼保小連携推進事業 

〈再掲〉 

 幼保小の教職員を対象とした合同研修会や相互参観

(協議会)を実施することにより、幼保小の連携を深めま

す。また、就学に向けたアプローチカリキュラムに取り

組み、「遊び」から「学び」へと充実を図りながら、幼保

小の円滑な接続に努めます。 

総合教育支援

センター 
① 

こども総合支援セ

ンター「ニコニコ

こども館」事業 

 育児に対する不安やストレスを抱えている保護者に、

専門スタッフが面談しアドバイスすることで不安解消を

図ります。また、子育てについて学ぶ機会を提供し、家

庭における養育力向上も図ります。 

こども家庭支

援課 
② 
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■施策３ 青少年活動の支援 

次世代を担う青少年リーダーの人材育成を図るとともに、青少年の社会参加に関わる情報を積

極的に提供するなど、自主性や協調性、社会性を持った豊かな人間性を培うための育成を推進し

ます。 

また、姉妹都市の青少年との交流活動を支援し、青少年の親睦と友情を深めるとともに、お互

いの地理、歴史、伝統芸術についての理解を深め、親睦を図ります。 

 

◆事業群  

① 次世代を担う人材育成 

② 青少年の社会参加や相互交流の促進 

③ 青少年団体等の育成・支援 

 
 
 

◆主な事業一覧                          ※ 令和４年 9月１日現在 

事業名称 事 業 概 要 担当課 ※ 事業群 

初中級指導者研修

事業 

郡山市の将来を担う子どもたちが、レクリエーション

や宿泊など様々な体験活動を通じて知識や技術を習得す

る「ジュニアリーダー研修会」を開催します。 

生涯学習課 ① 

勤労青少年ホーム

事業 

勤労青少年の余暇の有効活用と福祉の増進を図り、併

せて雇用の促進へつながる教養講座を開催します。 

勤労青少年ホ

ーム 
② 

青少年の社会参加

活動事業 

青少年が豊かな人間性や社会性を培うよう、社会参加

活動事業を行います。 
こども政策課 ② 

青少年健全育成推

進協議会補助事業 

地区協議会（34 地区）に対する活動費補助、健全育成

推進大会の開催等を行います。 
こども政策課 ③ 

青少年団体育成事業 
郡山市子ども会育成連絡協議会をはじめ、青少年団体

に対する事業活動費補助を行います。 
こども政策課 ③ 
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■施策４ 家庭・地域・学校等の連携 

子どもたちが健やかに成長できるよう家庭・地域・学校などの関係機関が連携しながら、保護

者同士が気軽に集い合うなど、相互学習や交流ができる場を設定することにより、保護者が子ど

もたちの発達段階に応じた行動や考え方を理解し、健全な人格形成を図るための環境づくりに取

り組みます。 

また、多様化する家庭環境に対し、地域において相談やアドバイスを行うことができる人材を

育成するなど、地域全体で家庭教育を支援します。 

 

◆事業群  

① 相互学習や交流の場の創出 

② 地域における家庭教育支援体制の充実 

 
 
 

◆主な事業一覧                          ※ 令和４年 9月１日現在 

事業名称 事 業 概 要 担当課 ※ 事業群 

家庭教育充実事業 

＜再掲＞ 

保護者等が子どもたちの発達段階に応じた行動や考え

方を理解し、子どもたちの健全な人格形成を図るため、

家庭教育に関する学習会等を開催します。 

生涯学習課 ① 

子どもの居場所支

援活動 

各公民館において、空き部屋の開放、ロビーへの子ど

も専用スペースの設置、図書コーナーでの学習支援など、

様々な工夫を凝らし子どもたちの学び・遊びを支援しま

す。 

生涯学習課 ② 
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■施策５ 子どもの良好な成育環境の確保 

青少年が社会や地域の一員として自覚と責任を持ち、良識を培うことができるよう関係機関が連携

し合い、また、有害なメディアや情報については、社会環境の清浄化に関する啓発を行うとともに、

青少年が気軽に悩みを相談できる体制の充実に努めます。 

 また、地域の実情を踏まえながら、子どもたちの安全・安心な居場所を設けるとともに、生活指導

の充実や世代間交流等により青少年の健全な育成を図ります。 

 

◆事業群  

① 地域で子どもを育てる環境づくり 

② 安全・安心な居場所づくり 

 
 
 

◆主な事業一覧                          ※ 令和４年 9月１日現在 

事業名称 事 業 概 要 担当課 ※ 事業群 

地域学校協働活動

推進事業 

〈再掲〉 

全市立学校において、中学校区ごとに配置した地域コ

ーディネーターを介して、地域住民等に学校教育へ参画

いただきます。 

学校の教育活動支援及び平日の放課後や休業日に行う

学習支援等を行います。 

生涯学習課 ① 

街頭補導活動事業 
青少年の非行防止と健全な環境づくりのため、街頭補

導活動や環境浄化活動等を行います。 
こども政策課 ① 

子どもの居場所支

援活動 

＜再掲＞ 

各公民館において、空き部屋の開放、ロビーへの子ど

も専用スペースの設置、図書コーナーでの学習支援など、

様々な工夫を凝らし子どもたちの学び・遊びを支援しま

す。 

生涯学習課 ② 

放課後児童健全育

成事業（放課後児

童クラブ） 

放課後、就労等により保護者がいない児童に対し、適

切な遊び及び生活の場を提供して、児童の健全育成に取

り組みます。 

こども政策課 ② 

  



- 49 - 

●基本目標５ 生涯を通して学び、地域づくりにいかす環境の整備  

 

今後、ＩｏＴやビッグデータ、ＡＩ等をはじめとする技術革新がさらに進展し、社会や生活を

大きく変えていく超スマート社会（Society5.0）の到来が予想され、ライフスタイルの変化に伴

う価値観の多様化や学習意欲の高まりを受け、“いつでも”“どこでも”自由に機会を選択して学

習できる生涯学習社会の実現が求められています。併せて、医学の進歩等に伴い、日本人の平均

寿命も 100歳に到達する時代が訪れようとしており、人生 100年時代と生きがい創生の支援が必

要とされています。 

これらの状況を踏まえ、ボランティアをはじめとした地域人材の参画、さらには、教育の枠を

越えた他の分野との連携を図りながら、多面的な視点で事業を実施するとともに、誰も取り残さ

れず生き生きと暮らすための新しい生涯学習の推進に努めます。 

また、将来の人口減少や少子高齢社会の到来を見据え、公民館や図書館、美術館などの社会教

育施設の活用・更新を進めます。 

 

 

■施策１ 一人一人の学びの推進  

それぞれの地域の特性をいかした事業や人生 100 年時代を見据えた事業を実施することによ

り、市民の学習意欲の醸成を図るとともに、誰もが生涯を通じて学ぶことのできる学習環境の整

備に努めます。 

さらに、市民ニーズや超スマート社会（Society5.0）の到来に対応するため、社会教育施設等

を有効に活用し、効率的な運用に努めます。また、生涯学習を推進する拠点の整備を行い、学び

の場の充実に努めます。 

 

 

◆事業群 

① 人生 100年時代に対応した生涯学習環境の充実 

② 図書館資料の提供と読書活動の推進 

③ ＩＣＴの積極的活用 

④ 学びを支える人材の育成 

⑤ 施設の効率的運営と整備 
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◆主な事業一覧                          ※ 令和４年 9月１日現在 

事業名称 事 業 概 要 担当課 ※ 事業群 

地区・地域公民館

の定期講座等開催

事業 

地区・地域公民館において様々な講座を開催し、市民

へ多様な学習機会の提供を図ります。 
生涯学習課 ① 

中央公民館の定期

講座開催事業 

中央公民館で各種講座を開催し、地域課題の解決への

糸口や、より実践的な内容への発展など市民に多様な学

習機会を提供します。 

中央公民館 ①③ 

図書館資料貸出事務 

図書、記録その他必要な資料（図書館資料）の収集、

整理、保存により、市民やこおりやま広域連携中枢都市

圏の住民等に対して、貸出、閲覧、レファレンス、複写

など各種サービスを提供します。 

中央図書館 ② 

子ども読書活動推

進事業 

＜再掲＞ 

子どもの読書活動を推進するため、「おはなし会」、「読

み聞かせボランティア養成講座」などを実施します。ま

た、「おすすめする本」の作成・配布や「電子書籍」を導

入します。 

中央図書館 ② 

電子書籍導入事業 

災害・新型コロナウイルス等の流行の場合でも利用で

き、視聴覚障がい者等が利用しやすい電子書籍を導入し

ます。 

中央図書館 ③ 

Ｗｉ－Ｆｉ環境整

備事業 

地区・地域公民館へＷｉ-Ｆｉ環境を整備し、市民の学

習環境を整えます。 
生涯学習課 ③ 
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■施策２ 生涯学習活動の支援 

  全ての市民が生涯を通じて学び、自己を磨き、豊かな人生を送ることができるよう、市民団体

と行政機関等との連携を強化し、生涯学習に関係する多様な学習情報を共有するとともに、子ど

もから高齢者まで、幅広い学習ニーズを的確に把握し、地域の特性に合わせた講座の開催などに

より、市民の自主的な学習活動を支援します。 

  また、地域で活躍する生涯学習実践者や団体を育成するとともに、市民が成果を発表する機会

やボランティアとして活動できる機会の充実に努めます。 

 

◆事業群 

① 学習機会や情報の提供 

② 生涯学習実践者・団体の育成 

③ 地域活動への支援 

 

 

 

◆主な事業一覧                          ※ 令和４年 9月１日現在 

事業名称 事 業 概 要 担当課 ※ 事業群 

生涯学習支援事業 

生涯学習機会の充実を図るため、市民が技能や知識等

を生かした達人先生として実施する「生涯学習きらめき

バンク」や市職員が講師として出向き、市政情報を伝え

る「きらめき出前講座」を実施します。 

生涯学習課 ① 

地区・地域公民館

の定期講座等開催

事業 

＜再掲＞ 

地区・地域公民館において様々な講座を開催し、市民

へ多様な学習機会の提供を図ります。 
生涯学習課 ② 

中央公民館の定期

講座開催事業 

＜再掲＞ 

中央公民館で各種講座を開催し、地域課題の解決への

糸口や、より実践的な内容への発展など市民に多様な学

習機会を提供します。 

中央公民館 ② 

地区・地域公民館

の共催事業 

地域活動の活性化を図るため、地区・地域を挙げて開

催する文化祭や体育祭等を支援します。 
生涯学習課 ③ 

中央公民館の共催

事業 

地域活動の活性化を図るため、中央地区及び全地区を

あげて開催する文化祭等の事業を支援します。 
中央公民館 ③ 
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■施策３ 文化・芸術・スポーツの振興 

市民の自主的な文化芸術活動を推進することは、地域活性化にもつながることから、若い世代

の人材育成を図るとともに、誰もがいつでもどこでも学習し、参画できる環境の整備を推進しま

す。 

  また、市内に存在する文化財の保存・活用を図ることにより、ふるさと郡山への愛着と誇りを

醸成し、次世代に伝えるための情報発信に努めるとともに、無形文化財継承の担い手の確保・養

成に取り組みます。 

  さらに、スポーツにおいても、市民が新たな自分にチャレンジでき、目標を持ってスポーツ・

レクリエーションに取り組むことができる環境づくりを推進するとともに、障がい者が気軽にス

ポーツを楽しむことができる活動の場を広く提供し、スポーツによる共生社会の実現に努めます。 

 

◆事業群 

① 文化芸術活動の充実 

② 文化財の保存・継承と活用 

③ 生涯スポーツ・レクリエーションの推進 

 

 

◆主な事業一覧                          ※ 令和４年 9月１日現在 

事業名称 事 業 概 要 担当課 ※ 事業群 

音楽活動推進事業 

「音楽都市こおりやま」の更なる推進と全国への情報

発信のため、音楽都市にふさわしいコンサートを開催す

るとともに、音楽イベント情報の発信を通して、市民が

音楽に親しめる機会を提供します。 

文化振興課 ① 

美術館展覧会等 

活動推進事業 

展覧会の開催、教育普及事業（講演会等の開催、美術

芸術関連の情報提供等）などを通じて、優れた美術作品・

芸術活動に接する機会を積極的に提供し、身近で文化芸

術活動に親しむことができる環境の充実を図ります。 

美術館 ① 

美術品収集調査 

研究事業 

優れた美術作品の継続的な収集に努めるとともに、地

域に関わりの深い美術作家や作品、活動を丁寧に調査研

究し、その実態と魅力を、企画展等を通して紹介します。 

美術館 ① 

指定文化財保護事業 

本市の重要な有形・無形指定文化財を継承するため、

文化財の適切な保存と継承を図ります。 

特に無形指定文化財については、実施状況を映像に記

録し、保存・継承を図ります。 

文化振興課 ② 

（仮称）歴史情報 

・公文書館整備及

び麓山地区立体駐

車場整備事業 

本市の歴史・文化遺産を保存・整備活用し、情報発信

するとともに、市民共有の知的資源としての歴史的公文

書等の適切な管理と次世代へ継承していくための拠点施

設整備を目的に、「（仮称）郡山市歴史情報・公文書館」

を整備します。 

文化振興課 ② 
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                                    ※ 令和４年 9月１日現在 

事業名称 事 業 概 要 担当課 ※ 事業群 

市民スポーツ教室

の開催 

主体的・継続的な健康増進を支援するため、子どもか

ら高齢者まで、多くの市民が気軽に参加できる市民スポ

ーツ教室を開催します。 

スポーツ振興課 ③ 

郡山市民体育祭の

開催 

スポーツに親しみ、スポーツ精神の高揚に努め、健康

増進と体力の向上を図り、市民生活をより明るく豊かに

するため、郡山市民体育祭を開催します。 

スポーツ振興課 ③ 

郡山市民スポーツ 

・レクリエーショ

ン祭の開催 

世代を超えて楽しむことができる各種ニュースポー

ツ・レクリエーションの振興と普及を図るため、郡山市

民スポーツ・レクリエーション祭を開催します。 

スポーツ振興課 ③ 

郡山シティー 

マラソン大会の 

開催 

マラソンを通した健康・体力の維持増進を図り、子ど

もから高齢者まで、幅広い世代が気軽に参加できる、郡

山シティーマラソン大会を開催します。 

スポーツ振興課 ③ 

郡山市スポーツ少

年団への支援 

スポーツで人々をつなぎ、地域づくりに貢献する、ス

ポーツ少年団の活動を支援します。 
スポーツ振興課 ③ 

全国障害者スポー

ツ大会出場選手へ

の支援 

「全国障害者スポーツ大会」に出場する選手を支援し

ます。 
スポーツ振興課 ③ 

 

 

 

■施策４ 生涯学習の新たな展開 

人口構造の変化や超スマート社会（Society5.0）の到来に対応するため、社会教育施設等の有

効活用を図り、地域の特性や多様化する課題を掘り起こした上で、それらに対応する課題解決型

事業などを広く展開することにより、地域で活躍する人材やＮＰＯ、ボランティア団体等の確

保・育成を図るとともに、学習を通じて身に付けた知識、技能、経験を地域社会での活動にいか

す環境づくりに努めます。 

また、生涯学習とまちづくりを融合し、様々な地域課題の解決を図るため、まちづくり担当部

局との連携を深めます。 

さらに、外国人居住者の増加に対応したグローバルな視点による事業展開、気候変動に対応す

る取組とともに地域防災教育等の推進を図ります。 

 

◆事業群 

① 地域課題解決に向けた仕組みづくり 

② 学びの成果をいかす環境づくり 

③ 生涯学習とまちづくりとの連携 

④ 安全・安心なまちづくりのための防災意識の向上と国際化の推進 
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◆主な事業一覧                          ※ 令和４年 9月１日現在 

事業名称 事 業 概 要 担当課 ※ 事業群 

地区・地域公民館

の定期講座等開催

事業 

＜再掲＞ 

地区・地域公民館において様々な講座を開催し、市民

へ多様な学習機会の提供を図ります。 
生涯学習課 

①② 

③④ 

中央公民館の定期

講座開催事業 

＜再掲＞ 

中央公民館で各種講座を開催し、地域課題の解決への

糸口や、より実践的な内容への発展など市民に多様な学

習機会を提供します。 

中央公民館 
①② 

③④ 

地区・地域公民館

の共催事業 

＜再掲＞ 

地域活動の活性化を図るため、地区・地域を挙げて開

催する文化祭や体育祭等を支援します。 
生涯学習課 

①② 

③④ 

中央公民館の共催

事業 

＜再掲＞ 

地域活動の活性化を図るため、中央地区及び全地区を

挙げて開催する文化祭等の事業を支援します。 
中央公民館 

①② 

③④ 

 

 

 

■施策５ 高等教育機関との連携 

東日本大震災からの復興に向けた取組の中で、医療・再生可能エネルギーなど、これまでにない

最先端の知識・技術を導入しようとする機運が高まっています。 

そのため、大学などの高等教育機関や研究機関と連携し、新たな価値観や柔軟な発想を取り入れ

ながら、新しい生涯学習の推進に努めます。 

 

◆事業群 

① 大学や研究機関等との連携 

② 他分野との連携による教育機会の創出 

 

 

◆主な事業一覧                          ※ 令和４年 9月１日現在 

事業名称 事 業 概 要 担当課 ※ 事業群 

地区・地域公民館

の定期講座等開催

事業 

＜再掲＞ 

地区・地域公民館において様々な講座を開催し、市民

へ多様な学習機会の提供を図ります。 
生涯学習課 ①② 

中央公民館の定期

講座開催事業 

＜再掲＞ 

中央公民館で各種講座を開催し、地域課題の解決への

糸口や、より実践的な内容への発展など市民に多様な学

習機会を提供します。 

中央公民館 ①② 
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Ⅴ 統 計 ・ 資 料 

 

 

 

 

 
◆ 学校教育関係 

１ 児童・生徒数の推移及び推計（小学校） 

２ 児童・生徒数の推移及び推計（中学校） 

３ 児童・生徒数の推移及び推計（義務教育学校） 

４ 特別支援教育 

５ 学校給食実施状況 

６ 栄養士、調理員配置状況 

７ 給食費 

８ 学校保健 

９ スポーツ振興センター加入及び災害状況 

10 中学校卒業後の進路状況 

11 奨学資金制度 

12 郡山市放課後児童クラブ一覧 

◆ 生涯学習関係 

１ 家庭教育充実事業実施状況の推移 

２ 地区・地域公民館の定期講座等実施状況の推移 

３ 地区・地域公民館の使用料収入と利用状況の推移

４ 市政きらめき出前講座実施状況の推移 

５ 公民館利用状況（累計） 

６ 地区・地域公民館の事業計画 

７ 図書館利用状況等 

８ 図書館所蔵資料 

９ 美術館利用状況 

10 指定・認定・登録文化財 

 

 

 



◆学校教育関係
１　児童・生徒数の推移及び推計　（小学校）

2028
（R10）

2027
（R9）

2026
（R8）

2025
（R7）

2024
（R6）

2023
（R5）

2022
（R4）

2021
（R3）

2020
（R2）

2019
（R1）

1 日和田小学校 553 535 526 500 480 448 428 433 432 466

2 高倉小学校 28 31 30 31 26 26 28 27 34 37

3 行健小学校 810 786 764 736 690 653 640 631 627 618

4 行健第二小学校 623 594 600 611 591 587 575 576 555 562

5 明健小学校 289 310 313 323 309 299 302 278 258 250

6 小泉小学校 49 44 51 51 50 49 50 52 52 52

7 行徳小学校 379 377 390 375 365 352 338 334 321 303

8 安積第一小学校 524 532 537 562 567 567 553 545 547 530

9 安積第二小学校 191 216 248 271 298 321 363 376 391 400

10 安積第三小学校 390 403 415 411 400 378 378 387 369 373

11 永盛小学校 339 342 345 333 320 328 301 282 287 298

12 柴宮小学校 514 529 526 535 554 555 542 531 535 548

13 穂積小学校 51 51 52 58 57 59 65 62 69 69

14 三和小学校 39 41 46 53 48 54 51 57 67 56

多田野小学校 75 80 87 82 88 88 95 98 94 105

　　　堀口分校 7 8 11 13 12 9 8 7 8 11

16 河内小学校 31 28 26 29 34 33 35 35 39 39

17 片平小学校　 84 97 100 101 103 104 109 106 110 114

18 喜久田小学校 256 253 248 249 242 233 220 228 213 221

熱海小学校 63 74 76 79 86 98 99 103 112 118

　    石筵分校 2 1 2 3 4 5 6 9 10 14

20 安子島小学校 35 43 45 47 50 53 50 45 45 43

21 守山小学校 196 231 262 305 334 345 386 386 407 401

22 御代田小学校 98 89 88 88 87 77 70 64 59 58

23 高瀬小学校 212 220 236 240 237 235 240 237 236 240

24 谷田川小学校 59 65 60 57 53 58 57 56 62 39

田母神小学校 15

栃山神小学校 28

25 金透小学校 111 122 141 164 175 182 186 174 159 151

26 芳山小学校 239 252 252 284 285 285 300 312 322 287

27 橘小学校 366 376 383 385 380 379 374 370 351 353

28 小原田小学校 472 495 497 492 482 472 459 441 434 469

№ 学校名／年度

推　計 実　績

15

19
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2028
（R10）

2027
（R9）

2026
（R8）

2025
（R7）

2024
（R6）

2023
（R5）

2022
（R4）

2021
（R3）

2020
（R2）

2019
（R1）

29 開成小学校 553 562 587 594 560 573 576 546 509 516

30 芳賀小学校 539 538 551 555 565 580 572 568 580 593

31 桃見台小学校 265 261 270 274 272 279 279 279 283 268

32 赤木小学校 292 284 276 272 279 256 268 293 286 281

33 薫小学校 397 422 462 496 494 480 477 464 441 425

34 富田小学校 610 602 607 595 561 554 537 516 510 499

35 富田東小学校 930 969 979 1,004 983 997 946 975 975 981

36 富田西小学校 323 341 394 413 414 430 450 463 445 448

37 大槻小学校 500 524 540 555 568 553 557 544 522 512

38 白岩小学校 35 36 44 45 45 44 35 43 39 40

39 東芳小学校 70 80 94 97 100 102 106 102 93 93

40 桜小学校 431 452 487 502 504 511 496 483 459 457

41 桑野小学校 331 323 323 320 325 321 324 322 324 333

42 大島小学校 558 562 567 578 575 591 576 594 606 598

43 緑ケ丘第一小学校 213 253 293 329 363 408 444 492 536 573

44 小山田小学校 479 501 492 508 496 500 483 477 471 488

45 大成小学校 753 775 767 767 738 718 721 713 731 734

46 朝日が丘小学校 472 487 498 534 566 541 551 585 604 597

47 宮城小学校 38 35 37 32 29 31 32 34 35 41

48 海老根小学校 11 11 14 16 17 19 21 25 24 26

49 御舘小学校 43 45 49 47 49 52 59 64 68 72

　合　　計 14,928 15,288 15,688 16,001 15,910 15,872 15,818 15,824 15,746 15,843

- - - - - - 245 258 265 255

※小学校は令和９年度までの推計。ザベリオ学園については実績のみ。

※2018（平成30）年度から、高野小学校、鬼生田小学校、三町目小学校、大田小学校、根木屋小学校の5校は、

　西田学園義務教育学校へ統合。

※2019（平成31）年度から、湖南小学校は湖南小中学校（義務教育学校）。

※2020（令和２）年度から、田母神小学校、栃山神小学校の２校は谷田川小学校へ統合。

※2020（令和２）年度から、御舘小学校下枝分校は閉校。

私立郡山ザベリオ学園（小学校部）

推　計 実　績

学校名／年度№
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２　児童・生徒数の推移及び推計　（中学校）

2028
（R10）

2027
（R9）

2026
（R8）

2025
（R7）

2024
（R6）

2023
（R5）

2022
（R4）

2021
（R3）

2020
（R2）

2019
（R1）

1 日和田中学校 263 248 220 227 231 253 255 262 261 265

2 行健中学校 529 514 515 541 515 485 437 438 445 451

3 明健中学校 511 507 497 469 457 449 452 461 447 454

4 安積中学校 424 401 392 406 393 368 348 352 391 398

5 安積第二中学校 358 359 334 378 383 409 381 377 382 396

6 三穂田中学校 73 75 84 79 76 75 61 71 56 67

7 逢瀬中学校 80 82 84 90 85 80 77 90 88 94

8 片平中学校 54 55 60 66 62 62 56 57 50 59

9 喜久田中学校 129 127 119 118 126 119 124 105 110 103

10 熱海中学校 78 75 88 89 95 88 97 90 86 83

11 守山中学校 252 268 284 280 274 278 279 278 266 243

12 高瀬中学校 109 112 114 125 119 119 112 126 121 129

二瀬中学校 23

13 郡山第一中学校 791 748 746 734 738 722 744 770 754 734

14 郡山第二中学校 304 298 280 261 303 344 378 358 367 380

15 郡山第三中学校 536 541 483 467 461 478 478 488 493 485

16 郡山第四中学校 364 368 363 351 336 330 346 362 362 350

17 郡山第五中学校 454 456 459 441 493 501 516 531 536 544

18 郡山第六中学校 588 582 560 584 589 579 567 596 641 628

19 郡山第七中学校 603 621 612 627 644 671 659 627 626 650

20 緑ケ丘中学校 197 209 230 243 275 294 320 321 332 335

21 富田中学校 852 845 816 804 774 749 712 701 665 659

22 大槻中学校 422 419 430 442 402 347 319 338 398 411

23 小原田中学校 328 297 318 315 317 281 297 298 330 312

24 宮城中学校 34 37 37 39 39 36 34 34 36 40

25 御舘中学校 26 29 31 38 41 40 36 47 45 47

　合　　計 8,359 8,273 8,156 8,214 8,228 8,157 8,085 8,178 8,288 8,340

― ― ― ― ― ― 147 165 169 183

※中学校は令和９年度までの推計。ザベリオ学園については実績のみ。

３　児童・生徒数の推移及び推計　（義務教育学校）

2028
（R10）

2027
（R9）

2026
（R8）

2025
（R7）

2024
（R6）

2023
（R5）

2022
（R4）

2021
（R3）

2020
（R2）

2019
（R1）

1 西田学園義務教育学校 254 261 269 277 284 278 286 291 281 277

2 湖南小中学校 86 90 105 104 112 123 129 133 146 155

　合　　計 340 351 374 381 396 401 415 424 427 432

※2018（平成30）年度から西田中学校は西田学園義務教育学校。

※2019（令和元）年度から湖南中学校は湖南小中学校（義務教育学校）。

※2020（令和２）年度から二瀬中学校は守山中学校に統合。

№ 学校名／年度

推　計 実　績

№ 学校名／年度

推　計 実　績

私立郡山ザベリオ学園（中学校部）
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４　特別支援教育
（１）知的障がい学級の推移
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（２）自閉症・情緒障がい学級の推移
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（３）聴覚障がい学級の推移
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（４）肢体不自由学級の推移（病弱・身体虚弱学級、視覚障がい学級の設置なし）
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５　学校給食実施状況

６　栄養士、調理員配置状況
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７ 給食費  

 

※コロナ禍の中で様々な経済的負担が生じている子育て世帯支援のため、給食費の２分の１相当 

額の支援を実施した。 

 

８ 学校保健 

行事名 実施時期 実施場所 対   象 

郡山市立学校児童生徒の 

定期健康診断 
4 月～３月 郡山市立学校 全学年 

郡山市立学校児童生徒の 

心電図検査、尿検査 
4 月～６月 郡山市立学校 

心電図検査： 

小学校・義務教育学校前期課程

１、4 学年 

中学校１学年 

義務教育学校後期課程 7 学年 

尿検査：全学年 

歯の衛生週間 

「歯の健康フェア」 
 新型コロナウイルス感染拡大により中止  

学校プール水質検査 6 月～９月 郡山市立学校 
小学校：46 校、中学校：25 校 

義務教育学校:2 校 

学校環境衛生基準に基づく

空気環境精密検査 
12 月～1 月 郡山市立学校 小学校：３校 

就学時健康診断事務説明会 ８月３０日 
オンラインによ

る開催 
就学時健康診断担当者 

就学時健康診断 
10 月６日 

～1０月 28日 

郡山市立小学校 

・義務教育学校 

令和４年度に小学校・義務教育学

校前期課程へ入学する児童 

 

９ スポーツ振興センター加入及び災害状況 

学 校 在 籍（人） 加入者（人） 加入率（％） 災害件数（件） 災害率（％） 

小学校 

義務教育学校（前期） 
16,096 16,096 100.0 507 3.15 

中学校 

義務教育学校（後期） 
8,327 8,327 100.0 426 5.12 

計   24,423 24,423 100.0 933 3.82 
 

区   分 
一食当り単価（円）

（A） 

実施回数（回） 

（B） 

年間補助額（円）

（定額）（C） 

年  額（円） 

｛（A）×（B）－（C）｝ 

小
学
校 

平 均 306 180 30,000 25,080 

中
学
校 

平 均 365 180 37,000 28,700 

（2021（令和 3）年度実績） 

（2021（令和３）年度実績） 

（2021（令和３）年度実績） 



10　中学校卒業後の進路状況

2021
(R3)

2020
(R2)

2019
(R1)

2018
(H30)

2017
(H29)

2016
(H28)

2015
(H27)

2014
(H26)

2013
(H25)

2012
(H24)

男 1,351 1,488 1,355 1,491 1,496 1,578 1,577 1,557 1,640 1,623

女 1,425 1,301 1,384 1,530 1,447 1,495 1,504 1,566 1,633 1,567

計 2,776 2,789 2,739 3,021 2,943 3,073 3,081 3,123 3,273 3,190

％ 96.3 96.6 95.3 95.5 96.6 96.4 96.8 96.9 96.3 96.8

男 40 44 81 71 42 46 48 34 47 34

女 46 35 32 38 33 24 24 35 29 24

計 86 79 113 109 75 60 72 69 76 58

％ 3.0 2.7 3.9 3.4 2.5 1.9 2.3 2.1 2.2 1.8

男 4 3 5 5 2 5 7 10 13 13

女 0 0 0 2 1 2 0 3 1 1

計 4 3 5 7 3 7 7 13 14 14

％ 0.1 0.1 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.4 0.4 0.4

男 8 11 9 16 18 19 15 10 19 18

女 10 5 7 12 9 19 7 8 17 16

計 18 16 16 28 27 38 22 18 36 34

％ 0.6 0.6 0.6 0.9 0.9 1.2 0.7 0.6 1.1 1.0

男 1,403 1,546 1,450 1,583 1,558 1,648 1,647 1,611 1,719 1,688

女 1,481 1,341 1,423 1,582 1,490 1,540 1,535 1,612 1,680 1,608

計 2,884 2,887 2,873 3,165 3,048 3,188 3,182 3,223 3,399 3,296

％ 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100

※無業者の内には、教育訓練機関入学者等を含む。

11　奨学資金制度

　教育の機会均等を図り、有為な人材を育成し、健全な社会に貢献することを目的として

高等学校等生徒を対象にした奨学資金制度を制定している。なお、2010（平成22）年度

からの公立高校無償化等に伴い、2011（平成23）年度には、給与額の見直しを行っている。

　
2022
(R4)

2021
(R3)

2020
(R2)

2019
(R1)

2018
(H30)

2017
(H29)

2016
(H28)

郡山市 採用人員 125人
133人

（3人）
133人

（1人）
136人

（3人）
135人 133人

135人
（2人）

※(  )内は、年度途中の辞退・休止者数

篤　志 採用人員 75人 55人
53人

(1人)
43人 31人 21人

17人
(1人)

月額給与額 10千円 10千円 10千円 10千円 10千円 10千円 10千円

年間総額 - 22,320千円 22,200千円 21,370千円 19,920千円 18,480千円 17,990千円
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1 開成いすず第１子供会 開成三丁目14-7（開成小学校） 024-932-2218 60

2 開成いすず第２子供会 開成三丁目14-7（開成小学校） 024-932-1711 40

3 小原田ふたば子供会 小原田四丁目5-18（小原田小学校） 024-944-6388 60

4 行健しののめ第１子供会 富久山町久保田字空谷地23-1（行健小学校） 024-923-1180 60

5 行健しののめ第２子供会 富久山町久保田字空谷地23-1（行健小学校） 024-922-0301 30

6 行健しののめ第３子供会 富久山町久保田字空谷地23-1（行健小学校） 024-925-2377 40

7 柴宮小第１児童クラブ 安積町荒井字萬海7-1（柴宮小学校） 024-946-8989 60

8 柴宮小第２児童クラブ 安積町荒井字萬海7-1（柴宮小学校） 024-945-0321 60

9 柴宮小第３児童クラブ 安積町荒井字萬海7-1（柴宮小学校） 090-6383-2840 40

10 桑野小児童クラブ 亀田一丁目36-17（桑野小学校） 024-921-4491 60

11 安積第一小第１児童クラブ 安積町荒井字神明6-1（安積第一小学校） 024-947-4422 60

12 安積第一小第２児童クラブ 安積町荒井字神明6-1（安積第一小学校） 024-945-8770 40

13 大槻小第１児童クラブ 大槻町字城ノ内120（大槻小学校） 024-951-9903 60

14 大槻小第２児童クラブ 大槻町字城ノ内120（大槻小学校） 024-951-9903 40

15 永盛小児童クラブ 安積町日出山字新鍬14（永盛小学校） 024-945-1540 40

16 赤木小児童クラブ 赤木町7-41（赤木小学校） 024-932-0666 40

17 小山田小第１児童クラブ 大槻町字六角26（小山田小学校） 024-951-5684 60

18 小山田小第２児童クラブ 大槻町字六角26（小山田小学校） 024-951-5959 40

19 桜小第１児童クラブ 字山崎5（桜小学校） 024-932-5466 60

20 桜小第２児童クラブ 字山崎5（桜小学校） 024-932-6622 40

21 明健小第１児童クラブ 富久山町八山田字大森新田70（明健小学校） 024-935-2770 40

22 明健小第２児童クラブ 富久山町八山田字大森新田70（明健小学校） 024-935-2770 40

23 金透小児童クラブ 堂前町5-21（金透小学校） 024-925-7641 60

24 朝日が丘小第１児童クラブ 御前南四丁目1（朝日が丘小学校） 024-952-5191 60

25 朝日が丘小第２児童クラブ 御前南四丁目1（朝日が丘小学校） 024-952-3332 30

26 朝日が丘小第３児童クラブ 御前南四丁目1（朝日が丘小学校） 024-952-3766 40

27 守山小児童クラブ 田村町守山字三ノ丸1（守山小学校） 024-955-5288 60

28 安積第三小第１児童クラブ 安積町成田字北山崎18-3（安積第三小学校） 024-945-2400 60

29 安積第三小第２児童クラブ 安積町成田字北山崎18-3（安積第三小学校） 024-945-6550 30

30 大島小第１児童クラブ 並木四丁目10（大島小学校） 024-924-0123 60

31 大島小第２児童クラブ 桑野五丁目17-6（民間施設） 024-921-5150 40

32 桃見台小第１児童クラブ 桃見台12-3（桃見台小学校） 024-932-7500 60

33 桃見台小第２児童クラブ 桃見台12-3（桃見台小学校） 024-932-7500 40

34 日和田小第１児童クラブ 日和田町字日向19（日和田小学校） 024-958-1170 60

35 日和田小第２児童クラブ 日和田町字日向19（日和田小学校） 024-958-4743 40

36 富田東小第１児童クラブ 富田町字天神林36（富田東小学校） 024-934-5015 60

37 富田東小第２児童クラブ 富田町字天神林36（富田東小学校） 024-932-2212 40

38 富田東小第３児童クラブ 富田町字天神林36（富田東小学校） 024-932-2213 40

39 富田東小第４児童クラブ 富田町字天神林40-1（富田東地域公民館敷地内） 024-932-3003 30

40 喜久田小第１児童クラブ 喜久田町堀之内字上馬面3（喜久田小学校） 024-959-5550 40

12　郡山市放課後児童クラブ一覧

No. 所在地 定員数電話番号放課後児童クラブ名
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41 喜久田小第２児童クラブ 喜久田町堀之内字上馬面3（喜久田小学校） 024-959-5550 40

42 芳賀小第１児童クラブ 芳賀二丁目20-17（芳賀小学校） 024-944-0599 60

43 芳賀小第２児童クラブ 芳賀二丁目20-17（芳賀小学校） 090-7574-2536 30

44 行徳小児童クラブ 富久山町久保田字三御堂143-1（行徳小学校） 024-923-1007 60

45 橘小児童クラブ 堤下町4-4（橘小学校） 024-925-2234 40

46 安積第二小第１児童クラブ 三穂田町川田字柿ノ木55（安積第二小学校） 024-945-0382 40

47 安積第二小第２児童クラブ 三穂田町川田字柿ノ木55（安積第二小学校） 024-945-0383 40

48 行健第二小第１児童クラブ 富久山町八山田字八津11-2（行健第二小学校） 024-922-2345 60

49 行健第二小第２児童クラブ 八山田三丁目173（富久山コミュニティ消防センター） 024-934-8600 40

50 行健第二小第３児童クラブ 八山田五丁目433（民間施設） 024-933-4022 30

51 薫小第１児童クラブ 鶴見坦二丁目19-7（薫小学校） 024-932-2500 40

52 薫小第２児童クラブ 鶴見坦二丁目19-7（薫小学校） 090-9271-1134 40

53 高瀬小児童クラブ 田村町上行合字艮耕地22-3（高瀬小学校） 024-955-3001 40

54 芳山小児童クラブ 長者二丁目8-24（芳山小学校） 024-932-2341 40

55 東芳小児童クラブ 阿久津町字大闇250（東芳小学校） 024-944-2220 40

56 多田野小児童クラブ 逢瀬町多田野字南大界1（多田野小学校） 024-957-2323 40

57 片平小児童クラブ 片平町字小林3-1（片平小学校） 024-951-1020 40

58 小泉小児童クラブ 富久山町北小泉清水50（小泉小学校） 024-956-4300 30

59 穂積小児童クラブ 三穂田町八幡字北山1-1（穂積小学校） 024-954-2400 20

60 緑ケ丘第一小第１児童クラブ 緑ケ丘東1丁目20-1（緑ケ丘第一小学校） 024-942-5801 40

61 富田西小第１児童クラブ 富田町字大十内85-5（富田西小学校） 024-951-9911 40

62 富田西小第２児童クラブ 富田町字大十内85-5（富田西小学校） 024-951-6868 40

63 富田西小第３児童クラブ 富田町字大十内85-5（富田西小学校） 024-951-9911 30

64 西田学園児童クラブ 西田町鬼生田字杉内734-1（西田学園義務教育学校） 024-972-2750 40

65 富田小第１児童クラブ 町東三丁目147（富田小学校） 024-961-2290 40

66 富田小第２児童クラブ 町東三丁目147（富田小学校） 024-961-2290 40

67 富田小第３児童クラブ 富田町字町内4-2（富田公民館町内分室） 024-961-5141 40

68 大成小第１児童クラブ 鳴神二丁目55（大成小学校） 024-951-0730 40

69 大成小第２児童クラブ 鳴神二丁目55（大成小学校） 024-951-0730 40

70 大成小第３児童クラブ 鳴神二丁目55（大成小学校） 024-961-7210 40

71 谷田川小児童クラブ 田村町谷田川字表前57-1（田村地域公民館谷田川分館） 024-955-3150 20

72 湖南小児童クラブ 湖南町三代字京塚581-1(湖南小中学校) 024-982-3999 40

73 熱海小児童クラブ 熱海町高玉字樋口170(熱海小学校) 024-984-3910 30

74 安子島小児童クラブ 熱海町安子島字桜畑78-1(安子島小学校) 024-984-1010 30

75 三和小児童クラブ 三穂田町富岡字柿ノ口14-1(三和小学校) 024-954-2140 30

76 御代田小児童クラブ 田村町御代田字中林8(御代田小学校) 024-956-3520 40

77 高倉小児童クラブ 日和田町高倉舘腰25-3(高倉小学校) 024-958-5760 20

78 白岩小児童クラブ 白岩町字柿ノ口1-1(白岩小学校) 024-956-8410 20

79 御舘小児童クラブ 中田町中津川字町田前278(御舘小学校) 024-973-3519 30

80 宮城小児童クラブ 中田町高倉字宮ノ脇218(宮城小学校) 024-942-3290 30

81 河内小児童クラブ 逢瀬町河内字西荒井156（河内ふれあいセンター） 024-957-3596 20

3,430

No. 放課後児童クラブ名 所在地 電話番号 定員数

計
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◆生涯学習関係

１　家庭教育充実事業実施状況の推移

２　地区・地域公民館の定期講座等実施状況の推移

458
467 460

365

72 55

85 80 76 73

23
18

15,494
16,051

16,432

14,047

1,140 1,017

0

1,500

3,000

4,500

6,000

7,500

9,000

10,500

12,000

13,500

15,000

16,500

18,000

0

100

200

300

400

500

600

2016 2017 2018 2019 2020 2021

家庭教育学級延べ開催日数及び参加者延べ人数

開催数 実施校数 参加者数

(人)

60.7 
53.6 54.8 

62.2 61.4 
65.2 

7.8 6.7 7.6 6.0 3.8 4.1 

20.0 
26.2 24.6 

21.2 
18.8 

21.4 

11.5 13.5 12.9 10.6 
16.1 

9.3 

30,624

28,399
27,061

22,351

11,590 12,910

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

2016 2017 2018 2019 2020 2021

講座別実施割合及び延べ参加者数

対象別講座 伝統文化 地域教育 団塊世代 参加者数

(日)

(人)(％)

（年度）

（年度）
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2019
2020
2021
合計

2013
2014
2015
2016
2017
2018
2019

３　公民館の使用料収入と利用状況の推移

４　市政きらめき出前講座実施状況の推移

91 91 99 104 105 109 109 107 109

218 218

277 261
301 303

337

238

296

10,150

7,598

10,632

9,139

11,449 12,213

15,417

7,997

11,937

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

0

100

200

300

400

500

600

700

800

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

市政きらめき出前講座の申込件数及び延べ参加者数

メニュー数 申込件数 参加人数

(件) (人)

使用料及び延べ利用人数
10,045

18,420
19,816

20,615

19,260
16,057 16,377

1,243,980 1,220,204 1,229,641

1,063,068

531,355

562,748

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

1,400,000

0
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20,000
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使用料及び延べ利用人数

使用料収入 施設利用人数

(人)
(千円)

（年度）

（年度）
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５　公民館利用状況　（累計）
（2021（令和３）年度）

件数 うち土日祝日 人数

1 中 央 公 民 館 6,006 1,698 42,721

1-2 金 透 分 室 257 76 2,226

1-3 堤 下 分 室 1,121 259 5,499

1-4 公 会 堂 460 156 9,174

2 清 水 台 地 域 公 民 館 1555 390 7766

3 小 原 田 地 域 公 民 館 1,426 422 11,478

4 芳 賀 地 域 公 民 館 1,671 413 12,579

5 開 成 地 域 公 民 館 1,100 227 8,551

6 名 倉 地 域 公 民 館 1,076 210 7,922

7 桑 野 地 域 公 民 館 2,109 405 14,731

8 久 留 米 地 域 公 民 館 1,884 497 16,226

9 桃 見 台 地 域 公 民 館 1,829 529 11,786

10 大 島 地 域 公 民 館 1,297 344 10,028

11 薫 地 域 公 民 館 988 194 9,538

12 赤 木 地 域 公 民 館 1,224 363 7,656

13 東 部 地 域 公 民 館 919 348 7,241

14 橘 地 域 公 民 館 1,802 508 11,389

15 緑 ケ 丘 地 域 公 民 館 1,210 323 11,005

16 富 田 公 民 館 1,328 384 7,248

16-2 町 内 分 室 447 79 8,269

17 富 田 東 地 域 公 民 館 1,101 316 6,723

18 富田西ふれあいセンター（富田西地域公民館） 1,004 217 8,070

19 大 槻 ふ れ あ い セ ン タ ー （ 大 槻 公 民 館 ） 2,628 543 21,599

20 大 成 地 域 公 民 館 896 199 6,984

21 小 山 田 地 域 公 民 館 946 145 5,844

22 大 槻 東 地 域 公 民 館 1,863 485 9,245

23 安 積 総 合 学 習 セ ン タ ー （ 安 積 公 民 館 ） 4,258 665 52,981

23-2 安 積 分 室 1,038 336 7,000

24 柴 宮 地 域 公 民 館 957 343 6,759

25 安 積 南 地 域 公 民 館 765 131 5,901

26 永 盛 地 域 公 民 館 696 109 5,075

27 三 穂 田 公 民 館 584 166 4,003

28 三 穂 田 ふ れ あ い セ ン タ ー 932 424 8,305

29 逢 瀬 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー （ 逢 瀬 公 民 館 ） 613 175 4,030

29-2 逢 瀬 公 民 館 大 ホ ー ル 570 221 8,306

29-3 河 内 ふ れ あ い セ ン タ ー （ 河 内 分 館 ） 1,082 171 5,728

30 片 平 ふ れ あ い セ ン タ ー （ 片 平 公 民 館 ） 1,258 284 14,016

30-2 片 平 農 村 交 流 セ ン タ ー （ 片 平 公 民 館 ） 787 72 2,650

31 喜 久 田 ふ れ あ い セ ン タ ー （ 喜 久 田 公 民 館 ） 1,500 370 9,457

31-2 喜 久 田 公 民 館 喜 久 田 体 育 館 593 183 10,247

32 日 和 田 公 民 館 1,095 244 8,712

33 富 久 山 総 合 学 習 セ ン タ ー （ 富 久 山 公 民 館 ） 2,238 653 21,140

33-2 富 久 山 分 室 319 56 2,173

34 行 徳 地 域 公 民 館 1,088 305 8,566

35 八 山 田 地 域 公 民 館 1,213 299 12,167

36 湖 南 公 民 館 143 26 1,160

36-2 湖 南 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー （ 月 形 分 館 ） 236 12 775

37 熱 海 公 民 館 1,559 662 11,503

38 田 村 公 民 館 1,361 360 12,684

39 高 瀬 地 域 公 民 館 950 83 3,448

40 二 瀬 地 域 公 民 館 290 97 1,740

41 西 田 ふ れ あ い セ ン タ ー （ 西 田 公 民 館 ） 1,174 313 12,266

42 中 田 ふ れ あ い セ ン タ ー （ 中 田 公 民 館 ） 584 162 5,493

66,030 16,652 527,783
※安積総合学習センター及び富久山総合学習センターの合計件数及び合計人数には、貸館の個人利用分を含む。

公民館名
貸　館（団体利用）

合    計
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（2021（令和３）年度）

高
齢
者

女
性

成
人
・
一
般

趣
味
・
教
養

家
庭
・
市
民
意
識

健
康
・
ロ
コ
モ

I
C
T

伝
統
文
化

地
域
教
育
力

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ

た
よ
り
・
回
／
年

1 清 水 台 1 1 2 3 2 1 8

2 小 原 田 1 2 1 3 4

3 芳 賀 1 1 1 3 1 4

4 開 成 1 1 1 4 3

5 名 倉 1 1 1 1 1 3 1 1 4 1 1 13

6 桑 野 1 3 1 12 1 2 1 4 13

7 久 留 米 1 1 1 4 3

8 桃 見 台 1 1 4 1 3 7

9 大 島 1 1 1 7 1 4

10 薫 1 5 2 1 4

11 赤 木 1 4 1 4 3 1 1 11

12 東 部 1 1 1 1 4 3 2 9

13 橘 1 2 1 5 1 5

14 緑 ケ 丘 2 1 1 2 1 5

15 富 田 1 1 1 1 1 3 1 1 1 1 9

16 富 田 東 1 1 1 1 3 1 1 4 1 10

17 富 田 西 1 1 1 4 1 1 5

18 大 槻 1 2 1 3 1 5

19 大 成 1 2 1 1 1 4 1 7

20 小 山 田 1 1 1 4 1 1 1 6

21 大 槻 東 1 1 1 2 4 5

22 安 積 2 1 1 1 4 2 1 1 1 10

23 柴 宮 1 3 1 1 4 2 1 3 12

24 安 積 南 2 1 1 3 1 5

25 永 盛 2 2 1 4 1 1 7

26 三 穂 田 3 1 3 1 1 1 7

27 逢 瀬 1 1 1 3 1 1 3 1 9

28 片 平 3 1 1 1 1 1 1 1 2 11

29 喜 久 田 2 1 2 4 1 1 7

30 日 和 田 1 2 1 12 1 1 2 1 9

31 富 久 山 3 1 5 1 1 1 5 12

32 行 徳 2 1 1 1 4 4 1 1 11

33 八 山 田 1 1 2 1 3

34 湖 南 2 1 1 1 5 2 1 3 1 12

35 熱 海 1 1 1 2 1 4 1 1 1 9

36 田 村 1 1 4 1 4 2 1 1 1 12

37 高 瀬 1 1 2 1 4 1 6

38 二 瀬 1 3 1 3 3 1 9

39 西 田 1 1 1 1 1 4 5

40 中 田 1 1 1 1 1 3 1 4 1 2 12

20 14 48 13 0 10 7 11 42 21 164 2 0 36 2 17 0 0 1 5 4 8 0 0 17 11 19 308

※1

※2 事業数合計には「たより」は含まない

地域に根ざした学習充実事業

地域の特性、教育力、課題などをテーマとした住民参画型の事業

星
の
観
察
会

敬
老
会
・
世
代
間
・
親
子

新
年
会
・
ま
つ
り

青
少
年
・
書
初
・
カ
ル
タ
等

合　　計

体
育
・
レ
ク
等

青
少
年
・
世
代
間

子
育
て
支
援
事
業

文
化
祭
・
芸
能
祭

分
館
事
業

６　地区・地域公民館の事業計画

主催事業 共催事業

事
業
数
合
計
　
　
　
※
2

定期講座 家
庭
教
育
学
級

運
動
会

球
技
大
会

体
育
・
レ
ク
・
ロ
コ
モ
等

少
年
の
主
張

そ
の
他学級 市民学校･講座 根ざした　※1 コ

ン
サ
ー

ト
等
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（2021（令和3）年度）

 （１）登録者数 個人　85,914人 団体　253団体

広域登録（こおりやま広域連携中枢都市圏内居住者の登録数）　443人

 （２）貸出状況(視聴覚資料を含む) （人・点）

区　　分 貸出者数

中 央 図 書 館 ※ 54,057

希 望 ヶ 丘 図 書 館 54,474

安 積 図 書 館 61,911

富 久 山 図 書 館 61,566

緑 ケ 丘 分 館 9,764

大 槻 分 館 16,535

三 穂 田 分 館 2,265

喜 久 田 分 館 5,347

日 和 田 分 館 4,489

湖 南 分 館 333

熱 海 分 館 3,252

田 村 分 館 4,066

西 田 分 館 2,760

中 田 分 館 1,342

富 田 分 館 72

逢 瀬 分 館 5

片 平 分 館 191

合 計 282,429

4,377

319

11

519

922,697

18,468

14,176

718

9,900

14,506

8,569

貸出点数

140,255

188,306

215,992

220,782

28,784

50,250

6,765

７　図書館利用状況等

140,255

188,306

215,992

220,782

157,362

館別貸出点数（点）

54,057

54,474

61,911

61,566

50,421

館別貸出者数（人）

中央図書館

希望ヶ丘図書館

安積図書館

富久山図書館

分館計
中央図書館

希望ヶ丘図書館

安積図書館

富久山図書館

分館計

令和３年２月に発生した福島県

沖地震の被害により、令和４年

１月12日まで中央図書館は休館。

中央公民館１階に臨時図書
館を開設。令和４年１月13
日から一部開館し、全面再
開館は令和４年６月１日。

※臨時図書館の実績含む。

臨時図書館の蔵書数は約5,000冊
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（団体貸出） 貸出件数

3,324

（特別貸出） 貸出件数

4

区　　分 Ｃ　　Ｄ

中 央 図 書 館 4,341

安 積 図 書 館 －

富 久 山 図 書 館 11,498

合 計 15,839

 （４）参考調査事務（レファレンスサービス） 13,865件

526件（借受　407件／貸出　119件）

7,736枚

5件

・施設見学　 32件 753人

・体験学習　  1件   2人

利用団体数 利用人数

0 0

[（台）等]

機材名 ＯＨＣ 暗幕

貸出数 0 30

機材名 プロジェクター

貸出数 13

[（本）等]

機材名 16mmフィルム

貸出数 0

スピーカー

9

ＤⅤＤ 

183

－

545

－

545

スクリーン

11

ビ　デ　オ

貸出冊数

38,900

16ミリ映写機

0

DVD一体型ビデオデッキ

6

ビデオテープ

0

15

Ｄ Ⅴ Ｄ 

1,784

－

－

1,784

 （９）視聴覚ホール利用状況　

 （10）視聴覚機材貸出状況（団体用）

 （11）視聴覚教材貸出状況（団体用）

 （８）学校との連携　

 （３）視聴覚資料貸出状況

 （５）相互貸借

 （６）文献複写（コピーサービス）

 （７）福島県内大学共通利用券発行

貸出冊数
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８　図書館所蔵資料

(冊)

電子書籍 5,005

0 5,381

879,292

97,310

265,333

1,647843 755 0 0 49 0

2,958 0 0 62

逢 瀬 分 館

片 平 分 館

1,552

11 0 630

0 0 127

2,361

50 0 589 3

66,915 61,379 8,932

3

5,698

2,942

5,610

8,930

335,678

471,235

32,322

53,875

49,360

135,557

5,310

 （１）図書

緑 ケ 丘 分 館

中
央

分
館

三 穂 田 分 館

喜 久 田 分 館

中
央
図
書
館

個 人 用

配 本 所 用 375

647

268,763

7,430

9,831

6,476

6,671

4,833

5,099

0

0 1

1

日 和 田 分 館

86

0

45,337 3,077

0

大 槻 分 館

6,821

0

小 計

0

1

4,576

6

1,124

0

126,220

14,588

27,441

79

館　　別

24,066

団 体 用

一般図書

237,876

5,198

67

55

7,031

郷土資料

31,219

0

0

31,219

0

805

0

308,465

4,698

5,797

120,866

40,114

3,973

187,599

2,650

45,337

0 1,185

6,462

648

31,730

1,109

643 2,117

13,508

0

0

45,337

5,120

86

679

62 1

40,430

1,551

45,337 19,970 155

12

0

富 久 山 図 書 館

48

0 2,46840,322

84,191

1,677

合 計

児童図書 参考図書

2,400

78

30

地
域
図
書
館

5,512

34,130

計

511

809

1,619

0

田 村 分 館

西 田 分 館

富 田 分 館

中 田 分 館

79

21

180

その他

0

0 2

0

3

コミック

19

107

0

希望ヶ丘図書館

湖 南 分 館

小 計

計

熱 海 分 館

9,339

0

合計

401,786

22,533

51,882

15,726

17,233

476,201

11,764

13,204

92,810

5,773

10,472

10,240

19,958

137,758

613,959

75,213

11,852

11,152

3,356

安 積 図 書 館

17

1,877

（2021（令和3）年度末現在）

一般図書

471,235 54%児童図書

308,465 35%

参考図書
34,130 4%

郷土資料

45,337 5%

コミック
19,970 2%

その他

155 0%

所蔵資料
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[(台) 等]

[(本)　等]

計

3,971

西 田 分 館

小 計

5,67429,552

館　別

中
央

分
館

配 本 所 用

熱 海 分 館

小 計

中
央
図
書
館

計

0

喜 久 田 分 館

個 人 用

団 体 用

355

29,552

349日 和 田 分 館

雑誌

5,674

0

0

富 久 山 図 書 館

ビデオ

0

0

365

ＣＤ

0

地
域
図
書
館

2,170

3,495

32,859

3,307

0

0

田 村 分 館

564

0

0

0

0 0

0

00

00

16mmフィルム ビデオテープ

スクリーン

ＤＶＤ

17

９12 ６

自作ビデオテープ

1,859 1,307

自作ＤＶＤ

9,169

20保有数

ＯＨＣ

合計

プロジェクター

３３

ビデオデッキ
(ＤＶＤ含む)

38,866

保有数

0

1,859

機材名

3,495

計

安 積 図 書 館

機材名

0

16ミリ映写機

0

希 望 ヶ 丘 図 書 館

他 の 分 館

0

緑 ヶ 丘 分 館

大 槻 分 館

0

00

485

235

0

0

05,674

00

中 田 分 館

0

0 0

0

41

353

スピーカー

暗幕

1,859

0

 （２）その他の資料

 （３）視聴覚機材（団体用）

2,271

1,566

6,007

353

248三 穂 田 分 館

0

0

0

1,307

２

 （４）視聴覚教材（団体用）

教材名

保有数 1,052 1,893 1,071

ＤＶＤ

1,307

0

[(冊)等]

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1,307

0

0

0

湖 南 分 館 0 0 0 0

0
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９　美術館利用状況

 （１）観覧者数 （2021（令和３）年度）　

 （２）教育普及事業等参加者数 （2021（令和３）年度）

回数 人数

1 4 229

2 2 110

3 10 303

4 1 54

5 2 26

6 6 304

7 1 72

8 1 4,525

9 1 8,735

10 1 5

11 1 3,394

30 17,757

　（３）年度別総利用者数

スライドトーク

文化講座

風土記の丘の美術展

鑑賞学習対応 (60校）

アーティストトーク

博物館実習

事　　業　　名

講演会

ワークショップ

ミュージアム・コンサート

ミュージアムシアター（映画会）

風土記の空

合計

8,694

4,235

12,929

22,540

10,846

33,386

1,852 1,298
3,150

9,452

4,433

13,885

7,087

3,267

10,354

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

企画展 常設展 総 計

高齢者 一般 高大生 中学生以下 その他

計24,079人計49,625人 計73,704人

（人）

92,641

91,175

89,694

100,056
111,342

42,039

104,151

65,965 61,352

91,461

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

利用者数（人）

10年 合計 849,876人
（人）

（年度）
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10　指定・認定・登録文化財　（2021（令和３）年４月１日現在）

（１）有形文化財

　　　　区分
指定別

建造物 絵　画 彫　刻 書跡・典籍 工芸品 考古資料 重要美術品 計

国指定 1 3 4

国認定 1 1

国登録 8 8

県指定 2 3 6 2 3 3 19

市指定 7 2 8 2 4 32 55

計 18 5 14 4 7 38 1 87

（２）民俗文化財 　　（３）記念物

       区分
指定別

有　形 無　形 計
       区分
指定別

史　跡
名勝・名勝
天然記念物

天　然
記念物

計

国 国 2 2 4

県 4 2 6 県 1 1 5 7

市 6 17 23 市 7 23 30

計 10 19 29 計 10 1 30 41

（４）総　数

       区分
指定別

指　定 認　定 登　録 計

国 8 1 8 17

県 32 32

市 108 108

計 148 1 8 157

国登録有形文化財「郡山市公会堂」

（５）国指定文化財

№ 種　　別 員数

1 重文建 旧福島県尋常中学校本館 １棟 昭和52.6.27 開成五丁目 安積歴史博物館

2 重文考 石造笠塔婆 １基 昭和11.5.6

3 重文考 １基 昭和11.5.6

4 重文考 １口 昭和62.6.6 小原田一丁目

5 史   跡 昭和6.7.31 田村町・須賀川市 郡山市・須賀川市

6 史   跡 平成12.9.6 田村町大善寺

7 天然記念物 昭和16.1.27 湖南町赤津 郡山市赤津財産区

8 天然記念物 鹿島神社ペグマタイト岩脈 昭和41.6.11 西田町丹伊田 鹿島大神宮

赤津のカツラ

板石塔婆

宇津峰

大安場古墳

名　　　　　称 指定年月日

二彩浄瓶　附　須恵器　黒色土器

所　在　地

堂前町

堂前町 如宝寺

円寿寺

郡山市

所有者（管理者）

如宝寺
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№ 種　　別 名　　　　　称 員数 認定年月日 所在地 所有者（管理者）

1 重要美術品 銅鐘 １口 平成18.10.1 堂前町 如宝寺

（７）国登録有形文化財

№ 種　　別 名　　　　　称 員数 指定年月日 所　在　地 所有者（管理者）

1 建造物 如宝寺書院 １棟 平成10.12.11 堂前町 如宝寺

2 建造物 善導寺本堂 １棟 平成13.11.20 清水台一丁目 善導寺

3 建造物 善導寺庫裡 １棟 平成13.11.20 清水台一丁目 善導寺

4 建造物 日本基督教団郡山細沼教会礼拝堂 １棟 平成14.6.25 細沼町 日本基督教団郡山細沼教会

5 建造物 郡山市公会堂 １棟 平成14.6.25 麓山一丁目 郡山市

6 建造物 安積疏水麓山の飛瀑 １基 平成14.6.25 麓山一丁目 郡山市

7 建造物 善導寺鐘楼 １棟 平成27.8.4 清水台一丁目 善導寺

8 建造物 日本聖公会郡山聖ペテロ聖パウロ教会聖堂 １棟 平成30.11.2 麓山二丁目 日本聖公会東北教区

（８）県指定文化財

№ 種　　別 名　　　　　称 員数 指定年月日 所　在　地 所有者（管理者）

1 重文建 開成館 １棟 昭和35.3.29 開成三丁目 郡山市

2 重文建 田村神社厨子 １棟 昭和56.3.31 田村町山中 田村神社

3 重文絵 絵馬　佃島南望之図 １面 昭和55.3.28 田村町山中 田村神社

4 重文絵 絵馬　三国志三傑図 １面 昭和55.3.28 田村町山中 田村神社

5 重文絵 絵馬　大江山図 １面 昭和55.3.28 田村町山中 田村神社

6 重文彫 木造大日如来坐像 １躯 昭和28.10.1 日和田町字日和田 西方寺

7 重文彫 木造阿弥陀如来坐像（中地大仏） １躯 昭和30.12.27 湖南町中野 東光寺

8 重文彫 木造阿弥陀如来坐像 １躯 昭和37.3.30 湖南町中野 長泉寺

9 重文彫 木造大日如来坐像（伝観音像） １躯 昭和43.4.9 西田町大田

10 重文彫 木造観音菩薩半跏像 １躯 昭和43.4.9 中田町駒板 常林寺

11 重文彫 木造千手観音立像 １躯 昭和58.3.25 湖南町福良 千手院

12 重文書 安積艮斎関係資料 平成21.4.3 清水台一丁目 安積国造神社

13 重文書 守山藩御用留帳 142冊 平成29.4.7 麓山一丁目・（個人等所有） 郡山市・（個人等管理）

14 重文工 蒔絵　神馬図額 ２面 昭和30.12.27 田村町山中 田村神社

15 重文工 銅鐘 １口 昭和28.10.1 西田町鬼生田 広度寺

16 重文工 太刀　金象嵌銘　高平の目　附　打刀拵 １口 昭和34.3.17 （個人等所有） （個人等管理）

17 重文考 石造法華曼荼羅供養塔 １基 昭和28.10.1 大町二丁目 阿邪訶根神社

18 重文考 石造塔婆 16基 昭和33.8.1 富久山町久保田 日吉神社

19 重文考 大安場古墳出土品　附　古墳築造前後の時期の出土品 一括 平成15.3.25 田村町大善寺 郡山市

20 重有民 高倉人形 一括 昭和30.12.27 日和田町小堰 郡山市

21 重有民 三春人形木型 28個 昭和33.8.1 （個人等所有） （個人等管理）

22 重有民 上行合人形 368点 昭和53.4.7 （個人等所有） （個人等管理）

23 重有民 絵馬　繋絵馬 １面 昭和55.3.28 田村町山中 田村神社

24 重無民 湖南の会津万歳 昭和56.3.31 湖南町中野 （同保存会）

25 重無民 豊景神社の太々神楽 平成6.3.31 富久山町福原 （同保存会）

26 史跡 鈴木信教墓 昭和31.9.4 堂前町 如宝寺

27 名勝天然記念物 浄土松山 昭和33.8.1 逢瀬町多田野 郡山市

28 天然記念物 日和田のイチイ 昭和28.10.1 日和田町字日和田 郡山市

29 天然記念物 大善寺のフジ 昭和31.9.4 田村町大善寺 白幡神社

30 天然記念物 石筵のシダレグリ自生地 昭和34.3.17 熱海町石筵 石筵牧野利用農業協同組合

31 天然記念物 隠津島神社社叢 昭和39.3.24 湖南町福良 隠津島神社

32 天然記念物 大仏のケヤキ 昭和39.3.4 湖南町中野 東光寺

（６）国認定文化財
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（９）市指定文化財

№ 種　　別 名　　　　　称 員数 指定年月日 所　在　地 所有者（管理者）

1 重文建 音路の石造層塔 １基 昭和33.5.14 富田町字音路 音路太子堂

2 重文建 田村神社本殿・脇社々殿 ３棟 昭和43.3.13 田村町山中 田村神社

3 重文建 黒木の石造三層塔 １基 昭和43.3.13 中田町黒木 （個人等管理）

4 重文建 光照寺念仏堂 １棟 昭和62.3.31 田村町細田 光照寺

5 重文建 安積開拓官舎―旧立岩一郎邸 １棟 平成3.8.20 開成三丁目 郡山市

6 重文建 安積開拓入植者住宅―旧小山家 １棟 平成8.12.26 開成三丁目 郡山市

7 重文建 蛇骨地蔵堂 １棟 平成12.4.25 日和田町字日和田 西方寺

8 重文絵 絹本著色真宗系太子略絵伝 １幅 昭和50.12.21 小原田一丁目 円寿寺

9 重文絵 両界曼荼羅 ２幅 平成14.1.22 田村町御代田 甚日寺

10 重文彫 木造十一面観音立像 １躯 昭和43.3.13 片平町字寺下 岩蔵寺

11 重文彫 木造薬師如来坐像 １躯 昭和43.3.13 逢瀬町夏出 夏出区

12 重文彫 磨崖三十三観音 一括 昭和43.3.13 田村町大供 大供区

13 重文彫 銅造観音立像 １躯 昭和47.10.23 湖南町舟津 洞泉寺

14 重文彫 木造阿弥陀如来立像 １躯 昭和58.3.31 湖南町福良 感応寺

15 重文彫 木造十一面観音立像 １躯 昭和63.6.25 熱海町高玉 上高玉町内会

16 重文彫 木造子安観音菩薩半跏趺坐像 １躯 平成21.3.19 安積町日出山三丁目 日出山財産管理運営会

17 重文彫 木造地蔵菩薩半跏趺坐像 １躯 平成21.3.19 安積町日出山三丁目 日出山財産管理運営会

18 重文書 平田尚範書状 １点 平成2.10.16 （個人等所有） （個人等管理）

19 重文典 大般若波羅蜜多経 一括 昭和53.3.31 田村町川曲 頊宣寺

20 重文工 太刀　勝光 １口 昭和35.5.14 開成三丁目 開成山大神宮

21 重文工 槍　銘　国綱 １口 昭和35.5.14 開成三丁目 開成山大神宮

22 重文工 銅鐘 １口 昭和43.3.13 湖南町中野 満福寺

23 重文工 銅鐘 １口 昭和60.12.20 富久山町久保田 阿弥陀寺

24 重文考 石造浮彫阿弥陀三尊塔婆 １基 昭和33.5.14 小原田一丁目 円寿寺

25 重文考 石造浮彫阿弥陀三尊塔婆 １基 昭和33.5.14 本町一丁目 熊野神社

26 重文考 石造浮彫阿弥陀三尊塔婆 １基 昭和33.5.14 大町一丁目 今泉女子専門学校

27 重文考 石造浮彫阿弥陀三尊塔婆 １基 昭和33.5.14 富田町字丸山 （個人等管理）

28 重文考 石造浮彫阿弥陀三尊塔婆 １基 昭和33.5.14 大町二丁目 阿邪訶根神社

29 重文考 山崎の石造塔婆 １基 昭和33.5.14 香久池二丁目 法久寺

30 重文考 石造塔婆 ７基 昭和33.5.14 富田町字音路 音路太子堂

31 重文考 板石塔婆 １基 昭和33.5.14 堂前町 如宝寺

32 重文考 石造塔婆 １基 昭和33.5.14 静町 静御前堂奉賛会

33 重文考 切支丹墓碑 １基 昭和33.5.14 堂前町 如宝寺

34 重文考 山崎の延文双式塔婆 １基 昭和35.2.16 香久池二丁目 法久寺

35 重文考 復弁蓮華文鐙瓦 １個 昭和35.2.16 （個人等所有） （個人等管理）
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№ 種　別 名　　　　　称 員数 指定年月日 所　在　地 所有者（管理者）

36 重文考 素弁蓮華文鐙瓦 1個 昭和35.2.16 （個人等所有） （個人等管理）

37 重文考 わらび手刀 1口 昭和35.2.16 小原田一丁目 円寿寺

38 重文考 石造浮彫阿弥陀三尊塔婆 1基 昭和43.3.13 三穂田町富岡 西光寺

39 重文考 石造宝塔三尊供養塔婆 1基 昭和43.3.13 安積町日出山三丁目 日出山財産管理運営会

40 重文考 磨崖供養塔 1基 昭和43.3.13 湖南町福良 諏訪神社

41 重文考 板石供養塔婆 1基 昭和43.3.13 安積町荒井 宝光寺

42 重文考 山王舘遺跡出土「浅鉢」 1口 昭和43.3.13 麓山一丁目 郡山市

43 重文考 山王舘遺跡出土「三角壔立体土製品」 1口 昭和43.3.13 麓山一丁目 郡山市

44 重文考 山王舘遺跡出土「三角土製品」 1口 昭和43.3.13 麓山一丁目 郡山市

45 重文考 石造浮彫阿弥陀三尊塔婆 1基 昭和54.3.31 富久山町福原 本栖寺

46 重文考 石造浮彫阿弥陀如来坐像塔婆 1基 昭和54.3.31 富久山町福原 本栖寺

47 重文考 延宝八年検地燈籠 1基 昭和62.3.31 田村町山中 田村神社

48 重文考 青木葉の石造層塔 1基 平成3.2.19 熱海町玉川 青木葉区

49 重文考 関根の石造塔婆 1基 平成3.2.19 西田町三町目 （個人等管理）

50 重文考 関根の石造五輪塔婆 1基 平成3.2.19 西田町三町目 三町目下区

51 重文考 堂坂供養塔婆 1基 平成8.9.26 富久山町堂坂 妙音寺観音堂奉賛会

52 重文考 護摩堂趾供養塔 1基 平成14.1.22 田村町御代田 甚日寺

53 重文考 甚日寺供養塔 1基 平成14.1.22 田村町御代田 甚日寺

54 重文考 笹川高石坊石造供養塔 23基 平成16.8.24 安積町笹川 （個人等管理）

55 重文考 地蔵山の来迎二尊石仏 1基 平成24.12.17 湖南町福良

56 重有民 古絵馬　七面 7面 昭和43.3.13 中田町駒板 駒板区

57 重有民 算額 1面 昭和43.3.13 中田町上石 国見山稲荷神社

58 重有民 算額 1面 昭和52.5.11 田村町山中 田村神社

59 重有民 絵馬　鎮西八郎為朝図 1面 昭和52.5.11 田村町山中 田村神社

60 重有民 絵馬　神馬図 1面 昭和52.5.11 西田町丹伊田 鹿島大神宮

61 重有民 柳橋歌舞伎衣裳 17点 平成15.5.20 中田町柳橋 柳橋歌舞伎保存会

62 重無民 音路の獅子舞 昭和33.5.14 富田町字音路 （同保存会）

63 重無民 舘の早乙女踊り 昭和43.3.13 湖南町舘 （同保存会）

64 重無民 岩倉の獅子舞 昭和43.3.13 片平町岩倉 （同保存会）

65 重無民 糠塚の獅子舞 昭和43.3.13 田村町糠塚 （同保存会）

66 重無民 柳橋の獅子舞 昭和57.10.1 中田町柳橋 （同保存会）

67 重無民 北高倉の獅子舞 昭和57.10.1 中田町高倉 （同保存会）

68 重無民 南高倉の獅子舞 昭和57.10.1 中田町高倉 （同保存会）

69 重無民 木目沢の獅子舞 昭和57.10.1 中田町木目沢

70 重無民 深谷のヨーサ踊り 昭和57.10.1 片平町深谷 （同保存会）

71 重無民 柳橋の歌舞伎 昭和58.3.31 中田町柳橋 （同保存会）

72 重無民 多田野の鍬柄舞田植踊り 昭和59.3.31 逢瀬町多田野 （同保存会）
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№ 種　　別 名　　　　　称 員数 指定年月日 所　在　地 所有者（管理者）

73 重無民 篠坂の神楽 昭和59.3.31 中田町柳橋 （同保存会）

74 重無民 高柴の七福神踊り 昭和62.3.31 西田町高柴 （同保存会）

75 重無民 富岡の唐傘行灯花火 平成6.9.27 三穂田町富岡 （同保存会）

76 重無民 柳橋の太々神楽 平成7.7.18 中田町柳橋 （同保存会）

77 重無民 笹川のあばれ地蔵 平成18.2.21 安積町笹川 （同保存会）

78 重無民 横沢の麓山まつり 平成19.1.18 湖南町横沢 （同保存会）

79 史   跡 伊東肥前の碑 昭和33.5.14 富久山町久保田 日吉神社

80 史   跡 針生古墳 昭和33.5.14 静町 静御前堂奉賛会

81 史   跡 三代の一里塚 昭和50.8.29 湖南町三代 郡山市三代財産区

82 史   跡 ザクの磨崖三十三観音 昭和63.6.25 田村町糠塚 （同保存会）

83 史   跡 藩領境の大松 平成2.4.25 湖南町福良 郡山市福良財産区

84 史   跡 安積開拓発祥の地 5,304㎡ 平成4.3.21 開成三丁目 郡山市

85 史   跡 守山城跡 11,279㎡ 平成28.12.1 田村町守山 郡山市、八幡神社

86 天然記念物 紅枝垂地蔵ザクラ 昭和43.3.13 中田町木目沢 （同保存会）

87 天然記念物 夏出の大キャラ 昭和43.3.13 逢瀬町夏出 夏出区

88 天然記念物 海老根の大カヤ 昭和43.3.13 中田町海老根 （個人等管理）

89 天然記念物 馬入の水バショウと湿原林 昭和47.10.23 湖南町馬入新田 郡山市

90 天然記念物 中地大仏境内の大ケヤキと大エノキ 昭和52.5.11 湖南町中野 東光寺

91 天然記念物 千手観音堂の夫婦モミ 昭和53.3.11 湖南町福良 千手院

92 天然記念物 飯盛寺のコウヤマキ 昭和53.3.11 湖南町舘 飯盛寺

93 天然記念物 舘の大マユミ 昭和54.11.20 湖南町舘 舘区

94 天然記念物 中山の大ケヤキ 平成3.2.19 熱海町中山 （個人等管理）

95 天然記念物 来福寺の大スギ 平成3.2.19 湖南町横沢 横沢区

96 天然記念物 愛宕神社のサワラ 平成3.8.20 湖南町赤津 愛宕神社

97 天然記念物 夏出の大イチョウ １本 平成5.2.16 逢瀬町夏出 夏出区

98 天然記念物 長橋の種蒔きザクラ １本 平成5.6.25 熱海町長橋 （個人等管理）

99 天然記念物 菅布禰神社のケヤキ １本 平成8.5.21 中田町柳橋 菅布禰神社

100 天然記念物 高井神社のイチイ １本 平成8.9.26 湖南町三代 高井神社

101 天然記念物 中津川の大キャラ １本 平成10.3.13 中田町中津川 （個人等管理）

102 天然記念物 西方寺の傘マツ １本 平成12.4.25 日和田町字日和田 西方寺

103 天然記念物 上石の不動ザクラ １本 平成13.5.29 中田町上石 上石町内会

104 天然記念物 内出のサクラ １本 平成14.12.24 西田町土棚 （個人等管理）

105 天然記念物 浜路のエゾエノキ群 エゾノキ８本

ケヤキ２本

平成15.2.18 湖南町浜路 浜路区
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106 天然記念物 龍ヶ岳のサクラとコブシ エドヒガン11本

シダレザクラ2本

コブシ1本

107 天然記念物 丹伊田の大コブシ 1本 平成27.5.28 西田町丹伊田 （個人等管理）

108 天然記念物 聖神社（山崎文殊堂）のサワラ 1本 平成30.8.3 湖南町福良 （個人等管理）

平成18.2.21 中田町木目沢 （個人等管理）
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Ⅵ 教 育 施 設 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 郡山市立学校 

  <小学校> <中学校> <義務教育学校> 

２ 教育研修センター 

３ 総合教育支援センター 

４ 中央公民館 

５ 地区公民館・地域公民館 

６ 図書館 

７ 美術館 

８ 勤労青少年ホーム 

９ 青少年会館 

10  少年湖畔の村 

11 その他の社会教育施設 

  <文化施設> <スポーツ施設> 



<小学校>

1 日和田小学校 日和田町字日向19番地 958-5493 M7.12 428 18

2 高倉小学校 日和田町高倉字舘腰25番地の3 958-4088 M8.5 28 4

3 行健小学校 富久山町久保田字空谷地23番地の1 922-0903 M6.4 640 26

4 行健第二小学校 富久山町八山田字八津11番地の2 922-9989 M8.2 575 24

5 明健小学校 富久山町八山田字大森新田70番地 935-2730 H2.4 302 14

6 小泉小学校 富久山町北小泉字清水50番地 956-7307 M6.12 50 5

7 行徳小学校 富久山町久保田字三御堂143番地の1 923-2830 S45.4 338 16

8 安積第一小学校 安積荒井本町125番地 945-0997 M7.4 553 23

9 安積第二小学校 三穂田町川田字柿ノ木55番地 945-9771 M8.4 363 17

10 安積第三小学校 安積町成田字北山崎18番地の3 945-8700 S55.4 378 18

11 永盛小学校 安積町日出山字新鍬14番地 945-1708 S46.4 301 16

12 柴宮小学校 安積町荒井字萬海7番地の1 945-3013 S51.4 542 22

13 穂積小学校 三穂田町八幡字北山1番地の1 954-2395 M6.8 65 6

14 三和小学校 三穂田町富岡字柿ノ口14番地の1 954-2076 M7.1 51 6

多田野小学校 逢瀬町多田野字南大界1番地 957-3955 M6.11 95 7

　　堀口分校 逢瀬町多田野字上古川林9番地の1 957-3006 S22.4 8 2

16 河内小学校 逢瀬町河内字町東13番地の1 957-2522 M7.6 35 3

17 片平小学校 片平町字小林3番地の1 951-5420 M7.1 109 6

18 喜久田小学校 喜久田町堀之内字上馬面3番地 959-2006 M7.4 220 11

熱海小学校 熱海町高玉字樋口170番地 984-1866 M6.4 99 8

　　石筵分校 熱海町石筵字原田311番地の1 984-3171 M7.8 6 2

20 安子島小学校 熱海町安子島字桜畑78番地の1 984-1511 M8.8 50 5

21 守山小学校 田村町守山字三ノ丸1番地 955-3105 M6.3 386 17

22 御代田小学校 田村町御代田字中林8番地 944-0096 M9.2 70 6

23 高瀬小学校 田村町上行合字艮耕地22番地の3 955-3781 M6.10 240 13

24 谷田川小学校 田村町谷田川字北表21番地 955-3165 M6.10 57 6

25 金透小学校 堂前町5番21号 932-5291 M6.4 186 8

26 芳山小学校 長者二丁目8番24号 932-5294 M33.5 300 14

27 橘小学校 堤下町4番4号 932-5295 T9.4 374 16

28 小原田小学校 小原田四丁目5番18号 944-3216 M8.1 459 19

29 開成小学校 開成三丁目14番7号 932-5299 M8.5 576 25

30 芳賀小学校 芳賀二丁目20番17号 944-3226 S3.4 572 24

※1：児童数は令和４年５月１日現在

１　郡山市立学校

15

19

学校
番号

学　校　名 所　　　在　　　地 学級数電　　話 開校年月 児童数
※１
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1 日和田小学校

2 高倉小学校

3 行健小学校

4 行健第二小学校

5 明健小学校

6 小泉小学校

7 行徳小学校

8 安積第一小学校

9 安積第二小学校

10 安積第三小学校

11 永盛小学校

12 柴宮小学校

13 穂積小学校

14 三和小学校

多田野小学校

　　　堀口分校

16 河内小学校

17 片平小学校

18 喜久田小学校

熱海小学校

　 石筵分校

20 安子島小学校

21 守山小学校

22 御代田小学校

23 高瀬小学校

24 谷田川小学校

25 金透小学校

26 芳山小学校

27 橘小学校

28 小原田小学校

29 開成小学校

30 芳賀小学校

15

19

学校
番号

学　校　名

※２：用務員及び調理員（委託を除く）の人数 ※３：空き教室含む

県費 市費※２ 校舎 屋体 普通 特別

26 0 25,178 4,242 840 19 8 ○ 完全

8 1 16,022 2,156 845 6 7 ○ 〃

37 0 20,574 6,601 914 30 5 ○ 〃

35 0 24,401 5,142 922 24 7 ○ 〃

22 1 17,197 4,508 1,093 16 7 ○ 〃

10 1 12,521 1,803 643 6 4 ○ 〃

22 0 17,919 3,781 835 17 7 ○ 〃

32 0 21,470 5,708 865 24 10 ○ 〃

26 0 14,960 3,165 922 17 6 ○ 〃

27 0 37,379 4,416 963 20 6 ○ 〃

21 0 23,735 4,975 1,088 22 7 ○ 〃

31 0 30,555 7,290 840 34 8 ○ 〃

12 0 17,103 2,083 825 7 6 ○ 〃

11 0 17,242 2,393 512 7 7 ○ 〃

12 1 15,037 2,984 922 9 6 ○ 〃

2 1 8,711 771 705 3 3 － 〃

7 1 11,119 1,810 675 6 6 ○ 〃

11 2 25,166 2,510 840 8 9 ○ 〃

16 2 23,520 4,265 960 15 8 ○ 〃

13 1 21,668 3,429 960 9 8 ○ 〃

2 1 8,775 747 700 3 3 － 〃

10 1 11,034 2,090 480 8 6 ○ 〃

26 0 14,898 4,149 1,162 17 8 ○ 〃

11 1 19,541 1,910 511 6 4 ○ 〃

19 2 17,871 3,059 1,092 13 6 ○ 〃

12 1 10,200 1,141 528 7 2 ○ 〃

14 3 11,264 3,746 912 9 7 ○ 〃

20 0 13,973 4,489 785 16 9 ○ 〃

26 0 17,457 5,728 1,161 19 13 ○ 〃

28 0 13,681 5,539 1,121 23 6 ○ 〃

35 0 19,447 6,758 842 25 10 ○ 〃

36 0 18,374 6,125 857 27 10 ○ 〃

給食
形態

教　室　数※３

プール
職員数

校地面積
（㎡）

建物面積（㎡）
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31 桃見台小学校 桃見台12番3号 932-5303 S4.4 279 13

32 赤木小学校 赤木町7番41号 932-5305 S7.4 268 14

33 薫小学校 鶴見坦二丁目19番7号 932-5307 S30.5 477 21

34 富田小学校 町東三丁目147番地 951-0263 M8.6 537 22

35 富田東小学校 富田町字天神林36番地 923-7481 S57.4 946 38

36 富田西小学校 富田町字大十内85番地の5 961-8581 H5.4 450 19

37 大槻小学校 大槻町字城ノ内120番地 951-6963 M6.8 557 25

38 白岩小学校 白岩町字柿ノ口1番地の1 956-8400 M6.9 35 5

39 東芳小学校 阿久津町字大闇250番地 944-7899 M16.4 106 8

40 桜小学校 字山崎5番地 932-5290 S38.4 496 23

41 桑野小学校 亀田一丁目36番17号 923-2875 S43.4 324 14

42 大島小学校 並木四丁目10番地 933-6761 S51.4 576 24

43 緑ケ丘第一小学校 緑ケ丘東一丁目20番地の1 942-2960 H2.4 444 20

44 小山田小学校 大槻町字六角26番地 952-1414 S52.4 483 22

45 大成小学校 鳴神二丁目55番地 951-3445 S48.4 721 28

46 朝日が丘小学校 御前南四丁目1番地 952-4225 S63.4 551 21

47 宮城小学校 中田町高倉字宮ノ脇218番地の1 944-7053 M6.10 32 5

48 海老根小学校 中田町海老根字椚山150番地 944-7205 M6.10 21 3

49 御舘小学校 中田町中津川字町田前278番地 973-3368 M6.10 59 7

計 51校 （うち、分校2校） 15,818 739

開校年月 児童数
※１

※1：児童数は令和４年５月１日現在

学級数
学校
番号

学　校　名 所　　　在　　　地 電　　話
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学校
番号

学　校　名

31 桃見台小学校

32 赤木小学校

33 薫小学校

34 富田小学校

35 富田東小学校

36 富田西小学校

37 大槻小学校

38 白岩小学校

39 東芳小学校

40 桜小学校

41 桑野小学校

42 大島小学校

43 緑ケ丘第一小学校

44 小山田小学校

45 大成小学校

46 朝日が丘小学校

47 宮城小学校

48 海老根小学校

49 御舘小学校

計 51校

※２：用務員及び調理員（委託を除く）の人数 ※３：空き教室含む

県費 市費※２ 校舎 屋体 普通 特別

給食
形態

教　室　数※３

プール
職員数

校地面積
（㎡）

建物面積（㎡）

18 0 20,390 5,314 840 14 11 ○ 〃

20 1 17,572 4,284 841 16 8 ○ 〃

27 0 18,165 5,459 1,050 22 9 ○ 〃

30 0 15,463 4,679 1,117 22 5 ○ 〃

53 0 27,624 6,421 960 38 5 ○ 〃

27 0 28,064 6,375 1,248 21 10 ○ 〃

34 0 19,063 6,751 1,258 26 9 ○ 〃

9 0 23,384 2,331 825 7 6 ○ 〃

13 2 15,256 1,947 870 8 5 ○ 〃

31 0 26,900 4,930 1,258 23 6 ○ 〃

22 0 17,498 5,876 1,245 23 10 ○ 〃

32 0 22,998 6,202 840 24 10 ○ 〃

29 0 26,676 6,255 1,025 29 7 ○ 〃

30 0 24,321 5,499 960 24 9 ○ 〃

43 0 21,473 6,026 840 30 10 ○ 〃

30 0 32,745 7,000 1,247 28 9 ○ 〃

10 0 14,177 1,879 490 6 5 ○ 〃

6 0 14,285 1,756 457 6 6 ○ 〃

13 1 21,885 3,058 1,053 8 8 ○ 〃

1,097 24 985,931 211,555 45,744 847 367 49校 51校
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<中学校>

1 日和田中学校 日和田町字中林27番地 958-5496 S22.4 255 9

2 行健中学校 富久山町久保田字大原16番地 932-1815 S22.4 437 17

3 明健中学校 富久山町八山田字大森新田70番地 935-1071 H19.4 452 18

4 安積中学校 成山町1番地 945-1489 S22.4 348 15

5 安積第二中学校 安積町成田字兎田向1番地の1 947-1124 S63.4 381 15

6 三穂田中学校 三穂田町富岡字葛幡20番地 954-2320 S37.3 61 4

7 逢瀬中学校 逢瀬町多田野字長倉山1番地の1 957-2213 S55.4 77 4

8 片平中学校 安積荒井本町125番地 951-5895 S22.4 56 3

9 喜久田中学校 喜久田町堀之内字下上ノ台19番地 959-2204 S22.5 124 6

10 熱海中学校 熱海町玉川字阿曽沢山19番地の2 984-3167 S45.4 97 4

11 守山中学校 田村町山中字団子田177番地の2 955-3108 S22.5 279 12

12 高瀬中学校 田村町上行合字北山田1番地 955-3123 S22.5 112 5

13 郡山第一中学校 菜根二丁目1番31号 932-5313 S23.4 744 26

14 郡山第二中学校 神明町5番10号 932-5314 S22.4 378 14

15 郡山第三中学校 菜根三丁目1番13号 932-5316 S22.5 478 18

16 郡山第四中学校 横塚六丁目25番31号 944-1692 S22.4 346 15

17 郡山第五中学校 桜木二丁目20番5号 932-5319 S22.4 516 17

18 郡山第六中学校 富田町字十文字2番地 951-0264 S22.5 567 21

19 郡山第七中学校 御前南二丁目110番地 951-8200 S54.4 659 24

20 緑ケ丘中学校 緑ケ丘西四丁目1番地の1 956-2080 H8.4 320 12

21 富田中学校 富田町字細田83番地の1 938-7521 S61.4 712 25

22 大槻中学校 大槻町字西ノ宮西4番地の1 951-2513 S22.5 319 13

23 小原田中学校 小原田三丁目20番41号 944-5225 S36.3 297 14

24 宮城中学校 中田町高倉字古御舘178番地の1 944-3855 S22.4 34 3

25 御舘中学校 中田町中津川字町田前388番地 973-3341 S22.3 36 3

計 25校 8,085 317

<義務教育学校>

1 西田学園義務教育学校 西田町鬼生田字杉内734番地の1 972-2215 H30.4 286 15

2 湖南小中学校 湖南町三代字京塚581番地の1 992-1110 H31.4 129 10

計 2校 415 25

学校
番号

学　校　名 所　　　在　　　地 電　　話 開校年月 児童生徒数
※１

学級数

学級数
学校
番号

学　校　名 所　　　在　　　地 電　　話 開校年月 生徒数
※１

※1：生徒数は令和４年５月１日現在

※1：児童生徒数は令和４年５月１日現在
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1 日和田中学校

2 行健中学校

3 明健中学校

4 安積中学校

5 安積第二中学校

6 三穂田中学校

7 逢瀬中学校

8 片平中学校

9 喜久田中学校

10 熱海中学校

11 守山中学校

12 高瀬中学校

13 郡山第一中学校

14 郡山第二中学校

15 郡山第三中学校

16 郡山第四中学校

17 郡山第五中学校

18 郡山第六中学校

19 郡山第七中学校

20 緑ケ丘中学校

21 富田中学校

22 大槻中学校

23 小原田中学校

24 宮城中学校

25 御舘中学校

計 25校

1 西田学園義務教育学校

2 湖南小中学校

計 2校

学校
番号

学　校　名

学校
番号

学　校　名

※２：用務員及び調理員（委託を除く）の人数 ※３：空き教室含む

県費 市費※２ 校舎 屋体 普通 特別

19 0 25,743 3,606 1,110 10 11 ○ 完全

35 0 26,161 6,909 1,330 25 17 ○ 〃

1 0 22,397 6,053 1,237 19 13 ○ 〃

28 0 27,394 5,834 1,311 20 13 ○ 〃

27 0 31,324 4,448 1,110 14 10 ○ 〃

14 0 19,341 3,498 1,162 4 9 ○ 〃

14 0 28,984 2,843 0 7 10 ○ 〃

15 0 30,193 2,747 1,162 6 10 ○ 〃

15 0 22,442 3,453 1,157 9 10 ○ 〃

17 1 29,172 4,347 859 12 11 ○ 〃

24 0 27,373 4,066 1,237 12 9 ○ 〃

15 0 24,043 3,416 1,162 8 11 ○ 〃

52 0 22,560 7,191 1,310 26 17 ○ 〃

28 0 18,289 5,705 1,550 21 13 ○ 〃

34 0 17,960 5,939 1,420 22 17 ○ 〃

27 0 20,796 5,609 1,511 17 12 ○ 〃

34 0 23,299 6,348 1,311 23 12 ○ 〃

38 0 23,906 7,979 1,310 31 15 ○ 〃

46 0 32,813 6,432 960 26 12 ○ 〃

22 0 32,375 5,598 854 13 13 ○ 〃

44 0 31,489 6,703 1,114 25 11 ○ 〃

25 0 34,704 6,527 1,310 20 14 ○ 〃

27 0 18,988 4,828 858 14 12 ○ 〃

12 1 28,237 2,241 936 4 10 ○ 〃

12 1 37,532 2,858 1,054 8 8 ○ 〃

657 3 657,515 125,178 28,335 396 300 25校 25校

※２：用務員（委託を除く）及び調理員の人数 ※３：空き教室含む

県費 市費※２ 校舎 屋体 普通 特別

34 1 48,656 6,514 2,200 16 16 ○ 完全

24 3 42,633 6,565 1,778 13 16 ○ 〃

58 4 91,289 13,079 3,978 29 32 2校 2校

建物面積（㎡） 教　室　数※３

プール
給食
形態

給食
形態

職員数
校地面積
（㎡）

職員数
校地面積
（㎡）

建物面積（㎡） 教　室　数※３

プール
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２　教育研修センター

所 在 地  : 西田町三町目字竹ノ内129番地の1   TEL 983-1120　 FAX　972-2030 
建物構造  : 鉄筋コンクリート造３階建
延床面積  : 2,400㎡
敷地面積  : 12,469㎡
開 館  : 令和元年９月１日(中央図書館から移転)

　　　 （１）各種事業
①

 ②

③

④

（２） 研修事業内容
   ①　基本研修：初任者及び教職経験５年・10年程度の教職員の指導力向上を図る研修

　 ア　初任者研修（採用初年度）

   イ　５年経験者研修（教職経験５年経過者）

　 ウ　中堅教諭等資質向上研修（教職経験10年経過者）

   エ　養護教諭５年経験者研修（教職経験５年経過者）

 　オ　養護教諭中堅教諭等資質向上研修（教職経験10年経過者）

   ②　職能研修：職務遂行能力の向上を図る研修

 　ア　管理職研修（校長・副校長・教頭）   イ　教務主任研修

   ウ　研修主任研修  エ　養護教諭等研修

   オ　事務職員等研修　  カ　常勤講師研修（新任常勤講師研修）

   ③　専門研修：専門職としての実践的指導力を高め、幅広い視野や識見等を広める研修　※

　 ア　教科教育等研修

　　　  ・国語科教育講座　　　　　  　　　　　  　　・社会科教育講座　　　　　　・算数・数学科教育講座

　　 　 ・理科教育講座　　　 　　   　　　　　  　　・生活科教育講座　　　　　　・音楽科教育講座

　　 　 ・図画工作・美術科教育講座　　　　　・技術科教育講座　　　 　 　・家庭科教育講座

   　　 ・体育・保健体育科教育講座 ・英語表現・英語科教育講座　・道徳科教育講座

   　　 ・総合的な学習の時間講座  　　 ・特別活動教育講座　　

　 イ　教育課題研修

　　　　・体育主任研修会 ・いじめ防止講座　　　　　　・食物アレルギー対応講座　

　　　　・学校のリスクマネジメント講座 ・SDGs教育講座　　　　　　　・防災教育講座

　　　　・部活動スキルアップ講座 ・スポーツメディカル講座　

　　　　・放射線セミナー（随時・出前）　・「郡山の教育」実践発表会　

　　　　・公立学校教職員研究物展

　 ウ　教育課題研修

  　 　 ・特別支援学級新任担当者研修会 ・特別支援学級新任担当者支援研修会

　　 　 ・通級指導担当者研修会 ・通常学級における特別支援教育講座
　　 　 ・特別支援学級担任等講座 ・ユニバーサルデザイン学級づくり教育講座
　 　エ　教育におけるＤＸ研修　　　
　　 　 ・情報教育担当者研修会 ・プログラミング教育講座
　 　 　・情報モラル教育講座

郡山市立学校の教育及び市立学校教職員の資質
能力の向上を図るため、教職員のライフステー
ジに応じて必要とされる基本研修、職務遂行上
必要な資質能力に係る職能研修及び専門職とし
ての研修等を実施する。
教育の今日的課題及びその解決策などについ
て、本市の実態に基づく専門的な調査研究を行
う。
教育におけるDXの推進における、タブレット端
末等の情報機器の整備・活用支援と学習コンテ
ンツの充実を図る。
教育に関する最新情報及び指導資料等の提供を
行う。

※こおりやま広域連携中枢都市
圏連携事業により、16市町村教
職員の教科教育等研修、教育課
題研修の一部を受講可能とした。
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・構成的グループエンカウンター講座    　　　   　　

・カウンセリングの基本スキル講座

・若手教員スキルアップセミナー

小学校 中学校

義務教育学校(前期) 義務教育学校(後期)

タブレット端末（学習者用） 16,260台 8,463台 24,723台

教職員用・職員室用

パソコン室用

図書室用・事務室用

合　　計 17,582台 10,172台 27,754台

タブレット端末（教授用） 976台 596台 1，572台

総　　計 18,558台 10,768台 29,326台

ア  ICT教育支援体制の整備

・ICT支援員の整備

・ICT関係情報の発信

イ  教育用コンテンツの整備

・クラウド型デジタル教材（5教科）

ウ  タブレット端末の管理・運用

・ネットワークのアセスメント

・管理・運用の手引きの作成

エ  統合型校務支援システムの整備

・ニーズに応じた活用研修会の実施

オ  オンライン学習・遠隔学習の推進

・図書、資料の保管と活用

 イ　情報の提供
・研究報告書の提供 ・所報「きらめき」の発行

・運用方法の提案

 オ　学級経営・教育相談研修

（４）調査研究及び資料提供

 　④　セミナー研修：教員のライフステージに応じて資質能力を高める研修

　 ①　調査研究に関する事業

　 ⑤　教師塾　～授業づくりサポート～

　教師塾を希望教職員向けに開催し、先生方の要望に応じてサポートする。（教科教育、
生徒指導、学級づくり、特別支援教育、ＩＣＴ活用等）

（３）教育におけるＤＸの推進

・教頭実務研修セミナー

・授業づくり学習会（国語、社会、算数、理科、外国語、ICT活用）

・出前講座（国語、社会、算数、理科、外国語、ICT活用等）

・周辺機器の整備

　各教育課題・教育課程等に関する専門的事項について調査研究を行い、その結果を授業
改善及び教育行政に生かすための資料提供を行う。

　教育活動を充実させるために、授業に活用できる教材等を作成し、その結果を授業改善
及び教育行政に生かすための資料提供を行う。

・学級経営講座

　 ①　情報機器の整備状況（タブレット端末を含む　令和４年３月31日現在）

計

・授業支援アプリ

・ICT活用研修の充実

・GIGAスクール運営支援センターによる迅速な問合せや修理等の対応

 ア　研究委員（市立学校教員12名）

　②　教育情報の提供

 ア　情報の収集

 1,322台 1,709台  3,031台

 イ　教材作成委員（市立学校教員８名）

　 ②　主な整備・推進内容

・運用サポートと運用ルールの更新
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３　総合教育支援センター

所 在 地 : 桑野一丁目２番３号　ニコニコこども館５階　  TEL 924-2541 　FAX 933-6665
建 物 構 造 : 鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ造）
延 床 面 積 : 422.8㎡ （ニコニコこども館５階部分のみ）
開 館

開 館 時 間 : 午前８時30分～午後６時
休 館 日 : 毎月第３土曜日とその翌日・年末年始（12/29～1/3）

（１）教育相談事業
　　①　教育相談に関すること

　　②　こども家庭支援課「こども家庭相談センター」との連携に関すること

　　　ア　訪問相談（学校訪問・家庭訪問、関係機関 等）の実施

　　　イ　郡山市要保護児童対策地域協議会ケース検討会への参加

（２）適応指導事業
　　①　適応指導教室の運営に関すること

　　　ア　ニコニコこども館５階を主な支援場所とした生活・学習支援、体験活動の提供

　　　イ　「ふれあい学級」（不登校・ひきこもり対応）、「すこやか学級」（学校不適応対応）の運営

　　　ウ　方部巡回相談の運営（不登校調査、方部分室の運営、就業体験教室の実施）

　　②　相談に関すること

　　　  来所相談、訪問相談（学校訪問・家庭訪問）、電話相談に随時対応

（３）特別支援教育関連事業
　　①　特別支援教育に関する相談に関すること

　　　　相談者からの発達障がいや特別支援教育などに係る来所・電話による教育相談を随時実施

　　②　特別支援教育巡回訪問相談に関すること

　　③　専門カウンセラー配置事業に関すること

　　④　特別支援教育相談会の運営に関すること

　　⑤　小中学校特別支援教育派遣事業に関すること

　　⑥　市教育支援委員会の運営に関すること

　　　　特別な支援を要する児童生徒の適切な就学を進めるための審議を年４回実施

　　⑦　医療的ケアに関すること

　　　　医療的ケア看護師による該当児童生徒への対応及び当該学校、保護者、関係機関等との連携

　　　　特別支援教育補助員や学校生活支援員を市立学校へ配置

　　　　医師や臨床心理士、公認心理師によるカウンセリングや心理検査などを年間100回実施

事
　
務
　
局

総
合
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

適応指導事業

スクールカウンセラー等配置事業

　　　イ　学校関係者（学校、市教委）対象の法務研修会の実施

特別支援教育関連事業

幼・保・小連携推進事業

　　　ア　いじめ問題の相談に弁護士が対応する「いじめ法律相談ホットライン」の開設

: 平成21年４月１日

　　　　子どもや保護者の悩みや不安の解消と適切な就学指導を図るための相談会（年２回 ６月・８月）の実施

教育相談事業

　　　　専任指導主事及び特別支援教育アドバイザー、巡回型スクールカウンセラーによる学校への巡回訪問相談

　　　　あらゆる相談（学校・家庭生活、不登校、学校不適応、いじめ、発達障がい、養育、虐待、貧困 等）に対応

　　　ウ　様々な教育課題への弁護士による法的アドバイス

　　③　弁護士による法律相談に関すること

建物写真データは広聴広報課建物写真データは広聴広報課
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（４）スクールカウンセラー等配置事業
  ① 　スクールカウンセラーの配置

　市立学校へのスクールカウンセラー全校配置を通して、いじめや不登校等の未然防止や児童

生徒の悩み等の早期解決を図る。また、スクールカウンセラーを含め、「チーム学校」として

の生徒指導及び教育相談体制の充実を図る。
　　

　　　スクールカウンセラー配置校

令和４年度 小学校 中学校
義務教育学校
前期課程

義務教育学校
後期課程

計

県配置学校数 3 25 <1> <2> 30

市配置学校数 46 0 <1> <0> 47

配置学校数計 49 25 ※76

　 西田学園･･･前期課程は市配置、後期課程は県配置

　② 　スクールソーシャルワーカーの配置

　スクールソーシャルワーカーの配置を通して、学校や日常生活を送る上で課題の解決を

要する児童生徒とその家庭、及び児童生徒を取り巻く環境・学校・社会・制度等を対象と

　　　したソーシャルワーク（社会福祉援助活動）を行い、課題の解決を図る。

（５）幼・保・小連携推進事業
① 　幼保小合同研修会の実施（年間５回開催）

      　幼稚園・認定こども園・保育所（園）・小学校の教員と保育者が、接続期の子どもの発達

   　 に応じた教育・保育のあり方について、講義や実技講習・演習等の研修を通して専門性の向

      上を図る。

② 授業と保育の相互参観（協議会）の実施（年間14回開催）

　    幼稚園・認定こども園・保育所（園）・小学校の保育者と教員が、授業と保育活動を相互

　　  に意見交換、研究協議等を通して相互理解を深め、接続期の円滑な接続に資する。

③ 　問題を抱えた子どもについての相談・支援体制の充実

     　「合同研修会」や「相互参観（協議会）」の機会に、ニコニコこども館で行っているこど

      も家庭支援課や総合教育支援センターの各種事業、相談・支援のあり方を紹介し、幼稚園・

      認定こども園・保育所（園）･小学校の保育者と教員が見識を高め、幼・保・小の連続した

      支援の充実を図る。

   湖南小中･･･前期・後期課程共に県配置

※ 義務教育学校は前期課程、後期課程あわせて1校として計上

2
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４　中央公民館

所 在 地  : 麓山一丁目８番４号
   TEL 934-1212  FAX 934-1209

建物構造  : 鉄筋コンクリート造
延床面積  : 2,091.80㎡(中央公民館部分のみ)
敷地面積  : 9,609.31㎡
開 　　 館  : 平成27年４月６日（リニューアル）
開館時間  : 午前９時～午後９時
休　館　日  : 毎月第３日曜日･年末年始(12/29～1/3)
そ　の　他  : 勤労青少年ホームとの併設

   講義室７室 和室３室 

（１）運営方針
　 ①　市民に開かれた公民館の運営

　ア  事業の内容、学習機会の充実を図るとともに、市民への情報提供を行う。

　イ　市民の意向を適切に反映した公民館運営に努める。

　 ②　社会教育施設としての事業の展開

　ア　コミュニティ形成のための集会活動を推進する。

　イ　市民の学習ニーズを的確に把握し、地域課題を取り入れた事業を行う。

　ウ　全市域を対象として、時代の流れに沿った色ある事業を積極的に推進する。

　エ　市民の主体的、継続的な学習活動の支援を図るとともに、学習成果を生かす機会の確保に

　　努める。

　オ　関係機関との連携、協力事業の推進を図る。

　 ③　生涯学習推進のための環境づくり

　ア　施設整備等による市民活動の推進を図る。

　イ　快適な学習施設としての環境整備に努める。

　ウ　多様化、高度化する学習ニーズに的確に対応するため職員の資質、能力の向上に努める。
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（２）事業計画 （2022（令和４）年度）　

期　　間 事　　業　　内　　容

はやまーゼ教室
（女性学級）

６月～８月
年１回

新しく郡山市に転入してきた女性を対象として、郡山市の概況、文化、歴史、
施設及び地理等を紹介し、郡山市への理解を深めるとともに仲間づくりを図
る。
対象：転入女性20名

中央市民学校

子育て世代の支援のため、公民館のスペースを開放し、地域の子育て中の親子
が自由に出入りでき、子育ての情報交換や親子同士の仲間づくり・居場所づく
りの場を提供する。
・中央公民館託児室の開放
　託児などがない限り、親子で自由に使えるスペースとして開放
・「はやママサロン」の開催　毎週水曜日　10:00～12:00
　サポーター２名を配置し、わらべ唄遊びや簡単な子育て相談ができる。
・各地区・地域公民館のスペース開放

事　　業　　名

５月～２月
年３回

市内学識者等専門家を講師として招聘し、社会の変化に対応した公共的課題解
決のため、知識や技能の習得を図るとともに、集団による基礎的学習の場を設
けて学習者の仲間づくりを促進する。
対象：市民各20～40名

親と子（乳幼児）で参加し、自分達で企画し交流を図るとともに、子育ての実
践・体験者とともに語り合う。
対象：未就学児と親　10組×３会場、8組×１会場
・学習会：各広場３回　※うち１回は参加者企画
　有識者による子育て講座を開催する。
・合同交流会の開催：各１回
　２広場一同に会した交流会を開催する。
・オープン講座の開催：２回
　広く市民を対象にした講座を開催

共
催
事
業

第74回郡山市民文化祭 ８月～１月

子育て実践の経験や地域活動の経験を活かし、子育て広場の運営にあたるとと
もに、参加者の自主的活動をサポートする。（人数13名）
・サポーター会議　毎月開催
　「広場」や「スペース開放」事業の企画運営、サポーター同士の情報交換を
行う。
・サポーター研修会　年２回
　専門的・技術的知識の向上を目的とした研修会を実施する。

②「のびのび子育て広場」
事業

９月～12月

家
庭
教
育
ふ
れ
あ
い
事
業

はやまっ子

市民の教養向上と生活文化の発展を期し文化団体及び関係機関の協力のもとに
各種行事を行い、豊かな文化都市郡山の創造に寄与する。
・参加行事84行事

四季の風コンサート

大学教授等によるテーマを設けた専門講座を受講することにより、高度な学術
の習得と活力に満ち豊かさを実感できる生涯学習社会の創造を図るとともに、
集団による基礎的学習の場を設けて学習者の仲間づくりを促進する。
対象：市民各40名程度

①子育てサポーターの設置 ４月～３月

５月～３月

未定
公会堂の有効活用と郡山市ゆかりの若手音楽家の発掘と演奏機会の提供を目的
としてコンサートを実施する。

夏休み・冬休みに体験学習を通して、創造性、協調性を養い市内の小学生同士
の親睦を図る。
科目：９～12講座　対象：小学生各10～30名

地域における様々な課題について、団塊の世代の方々等がもつ多種多様な知識
や技術、経験を生かして地域活動に参加し、第二の人生を有意義に過ごすため
のきっかけづくりをすることを目的とする。

住民一人ひとりが情報化社会に対応できるよう、年齢にかかわらず、幅広く市
民にデジタル技術に触れていただく機会を作り、ＤＸの普及促進を図る。
対象：こおりやま広域圏在住の方30名

②ＩＣＴ推進講座

市民大学

③子育てファミリー支援の
ための公民館スペース開放
事業

４月～３月

９月～10月

中央キッズスクール
７～８月
12月

7月～9月

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
啓
発
事
業

主
催
事
業

７月～２月

民話を聞いたり語ったり、日本の伝統文化や地域の風習を学んだりすることで
地域への愛着を深めてもらうとともに、市内の他の小学校の児童との交流を図
る。
月1回程度開催　対象：市内小学生30名

団塊世代のための地域デビュー
講座

①タブレット講座 10月～11月

市民が、インターネットを利用することによって得られる便利さ、楽しさを気
軽に学び、ネット環境に親しむためのきっかけづくりとすることを目的とす
る。
・中央公民館及び市内地区地域公民館５館を会場とし、タブレットを使ったイ
ンターネット等の操作講座を開催する。
対象：市民各15名
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５　地区・地域公民館

番号 所　　在　　地 電　話　(※1) 市有・集会所の別　(※2) 建設年月 敷地面積（㎡） 延床面積（㎡）

中央公民館 麓山一丁目８番４号 934-1212 市有（勤労青少年ホーム） H27.３ 5,171.00 4,971.00

金透分室 堂前町５番21号 - 市有（金透記念館） S56.３ 596.00 727.48

堤下分室 堤下町２番11号 - 市有 S50.10 524.75 206.00

針生分館 大槻町字笹ノ台71番地の１ 公932-9036 市有 H５.２ 1,033.73 203.01

白岩分館 白岩町字柿ノ口21番地 - 市有（コミュニティ消防センター） H10.２ 3,533.00 368.50

2 清水台地域公民館 清水台一丁目６番１号 921-3555 市有（少年センター） S56.３ 979.55 1,830.98

3 小原田地域公民館 小原田四丁目３番４号 944-3649 市有 S51.３ 2,409.49 788.10

4 芳賀地域公民館 芳賀二丁目６番１号 944-3559 市有 S51.３ 1,970.00 760.36

5 開成地域公民館 開成三丁目14番10号 932-9041 市有 S52.３ 1,252.93 757.95

6 名倉地域公民館 字名倉248番の３ 945-9894 市有 H23.３ 1,066.97 789.62

7 桑野地域公民館 亀田一丁目28番４号 934-3030 市有 S49.３ 2,726.74 750.44

8 久留米地域公民館 久留米三丁目46番地 945-2582 市有 S52.３ 2,192.19 771.12

9 桃見台地域公民館 桃見台12番３号 932-9035 市有 S53.３ 764.28 791.17

10 大島地域公民館 桑野五丁目５番地の１ 923-9287 市有 S55.３ 1,212.14 953.35

11 薫地域公民館 鶴見坦二丁目19番27号 924-0049 市有 S55.３ 764.28 723.60

12 赤木地域公民館 赤木町７番19号 924-0293 市有 S56.３ 1,700.75 772.10

13 東部地域公民館 阿久津町字久保24番地の１ 944-4913 市有 S57.３ 2,101.44 723.82

14 橘地域公民館 本町一丁目20番18号 923-9930 市有 S61.３ 2,177.80 757.75

15 緑ケ丘地域公民館 緑ケ丘東三丁目１番地の21 944-0001 市有（緑ケ丘ふれあいセンター） H10.３ 4,023.77 799.87

富田公民館 町東三丁目84番地 951-0260 市有 S59.３ 2,354.00 568.40

町内分室 富田町字町内４番地の２ - 市有 S43.２ 858.89 347.00

17 富田東地域公民館 富田町字天神林40番地の１ 925-3355 市有 H５.４ 2,640.00 455.00

18 富田西地域公民館 富田町字大十内85番地の22 966-2262 市有（富田西ふれあいセンター） H12.４ 3,839.00 749.98

19 大槻公民館 大槻町字中前田56番地の１ 951-1512 市有（大槻ふれあいセンター） H21.６ 9,440.71 1,810.00

20 大成地域公民館 鳴神二丁目55番地 951-9049 市有 S54.３ 1,237.00 729.08

21 小山田地域公民館 大槻町字六角50番地の１ 952-3123 市有 S62.４ 1,008.00 492.84

22 大槻東地域公民館 御前南二丁目93 961-3339 市有 H２.６ 2,317.00 459.00

安積公民館 安積町荒井字南赤坂265番地 945-6466 市有（安積総合学習センター） H４.５ 11,858.02 4,762.70

安積分室 安積一丁目30番地 945-1226 市有 S46.３ 2,172.87 591.75

日出山分館 安積町日出山三丁目123番地 - 集会所 － － －

笹川分館 安積町笹川字篠川59番地の７ 公945-5419 市有 H14.１ 311.76 161.48

荒井分館 安積町荒井字東屋敷10番の３ - 集会所 － － －

成田分館 安積町成田字西田96番地の１ - 集会所 － － －

牛庭分館 安積町牛庭四丁目112番地 公953-2809 市有 H８.10 1,914.00 249.80

24 柴宮地域公民館 安積町荒井字前田24番地の１ 945-2584 市有 S56.３ 1,882.00 449.14

25 安積南地域公民館 安積町笹川字吉田40番地の81 945-2583 市有 S57.３ 1,557.00 448.07

26 永盛地域公民館 安積町日出山字旧屋敷44番地の１ 947-0277 市有 S60.３ 1,395.00 457.48

三穂田公民館 三穂田町八幡字東屋敷６番地 953-2819 市有 S63.４ 1,980.06 864.90

鹿ノ崎分室 三穂田町富岡字鹿ノ崎11番地の１ - 市有（三穂田ふれあいセンター） H16.３ 9,694.98 1,331.58

川田分館 三穂田町川田字元前田１番地 - 集会所 － － －

下守屋分館 三穂田町下守屋字竹ノ内71番地の２ - 集会所 － － －

芦ノ口分館 三穂田町山口字芦ノ口130番地の２ 公953-5210 市有 H８.３ 638.43 155.26

富岡分館 三穂田町富岡字本郷65番地 公953-2807 市有 H３.３ 821.48 204.87

鍋山分館 三穂田町鍋山字清水尻３番地 - 市有 H８.12 1,163.05 203.09

逢瀬公民館 逢瀬町多田野字南原３番地 957-2417 市有（逢瀬コミュニティセンター） H２.１ 18,141.00 2,272.46

久保田分室 逢瀬町多田野字久保田54番地 - 市有 S43.２ 658.00 364.36

河内分館 逢瀬町河内字西荒井156番地 957-3305 市有（河内ふれあいセンター） H８.９ 4,795.00 723.71

29 片平町字町南７番地の２ 951-5730 市有（片平ふれあいセンター） H８.７ 8,119.78 3,588.50

(※1)「電話」の欄について：「公」は、公衆電話の番号であることを示す。

(※2)「市有・集会所の別」について：「市有」＝市が施設を所管している施設。

片平公民館

公民館名

1

16

23

27

28
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番号 建物構造 室　　名（数） 増　　改　　築 備　考

中央公民館 鉄筋Ｂ1、3Ｆ 講義室（７）和室（３） Ｈ27.３増改築（建替）

金透分室 鉄筋Ｂ1、2Ｆ 会議室 Ｈ28.９改修 金透記念館

堤下分室 鉄骨平屋 会議室（３） H24.３改修

針生分館 木造平屋 会議室（２） H13.９バリアフリー

白岩分館 木造平屋 会議室・和室（３）・実習室

2 清水台地域公民館 鉄筋3Ｆ 会議室（４）・集会室（３）・実習室・図書室・学習室 H31.４～職業訓練センター廃止に伴い、公民館が全館管理

3 小原田地域公民館 鉄筋平屋 会議室・和室（２）・実習室・集会室 H6.12バリアフリー、H11.12増改築、H14.３改修

4 芳賀地域公民館 鉄筋2Ｆ 会議室（２）・和室（２）・集会室・実習室 H11.１バリアフリー、H11.11リフレッシュ、H14.１改修、H19.３増改築

5 開成地域公民館 鉄筋2Ｆ 集会室・和室（２）・集会室・実習室 H10.３増改築

6 名倉地域公民館 鉄骨2Ｆ 会議室・和室（２）　・集会室・実習室 Ｈ23.３増改築（建替）

7 桑野地域公民館 鉄筋2Ｆ 研修室、会議室・和室（３）・実習室・集会室（２） H６.10バリアフリー、H8.３増改築、H13.10改修

8 久留米地域公民館 鉄筋2Ｆ 会議室（２）・和室（２）・実習室・集会室 H4.３増改築、H13.３増改築

9 桃見台地域公民館 鉄筋2Ｆ 会議室（２）・和室（２）・実習室・集会室 H５.１増改築、H７.11増改築、H10.２バリアフリー、H14.３改修、H18.３増改築

10 大島地域公民館 鉄骨2Ｆ 会議室・集会室・和室・実習室 H５.３増改築、H10.２バリアフリー、Ｈ23.５増改築

11 薫地域公民館 鉄骨2Ｆ 会議室・和室（２）・実習室・集会室 H４.３増改築、H６.10バリアフリー、H12.12リフレッシュ、H17.１増改築

12 赤木地域公民館 鉄骨2Ｆ 集会室・会議室（２）・和室（２）・実習室 H７.３増改築、H10.２バリアフリー、H14.３増改築、R２.５改修

13 東部地域公民館 鉄筋平屋 会議室・和室（２）・実習室・集会室 H３.11増改築、H11.２バリアフリー、Ｈ15.３増改築

14 橘地域公民館 鉄筋平屋 会議室・和室（２）・実習室・集会室 H10.12バリアフリー、H15.12増改築

15 緑ケ丘地域公民館 鉄筋平屋 会議室（２）・和室・集会室・実習室 H25.12増改築 市民サービスセンター

富田公民館 鉄筋平屋 会議室・和室（３）・実習室 H６.11バリアフリー、H12.10増改築 富田行政センター

町内分室 木造平屋 会議室・和室・調理室

17 富田東地域公民館 鉄筋平屋 会議室・集会室・和室・実習室 H10.９バリアフリー

18 富田西地域公民館 鉄筋平屋 会議室・和室・集会室・実習室

19 大槻公民館 鉄筋平屋 研修室（２）・和室（２）・実習室・大ホール 大槻行政センター

20 大成地域公民館 鉄筋2Ｆ 会議室（２）・和室・実習室・集会室 H３.９増改築、H11.２バリアフリー、H12.12増改築

21 小山田地域公民館 鉄筋2Ｆ 会議室・和室（２）・実習室 H６.10バリアフリー、H９.12増改築

22 大槻東地域公民館 鉄筋平屋 会議室（２）・和室（２）・実習室 H10.11バリアフリー

安積公民館 鉄筋2Ｆ 会議室（４）・和室・実習室・集会室・軽運動場 Ｈ18.4所管替

安積分室 鉄筋2Ｆ 研修室・集会室（２）・実習室・会議室 H６.10バリアフリー、H９.９改修、H31.３大ホール解体、R２．６改修 旧安積公民館

日出山分館 －

笹川分館 木造平屋 －

荒井分館 －

成田分館 該当 －

牛庭分館 木造平屋 －

24 柴宮地域公民館 鉄筋2Ｆ 会議室（２）・和室・実習室 H８.３増改築、H11.１バリアフリー、H23.12改修

25 安積南地域公民館 鉄筋2Ｆ 会議室（２）・和室・実習室 H11.11バリアフリー

26 永盛地域公民館 鉄筋平屋 会議室・和室（２）・実習室 H11.12バリアフリー、R２．３改修

三穂田公民館 鉄筋平屋 会議室（２）・集会室・和室・実習室 H６.９バリアフリー、R２．３改修

鹿ノ崎分室 鉄筋平屋 大ホール・研修室（２）・会議室 三穂田行政センター

川田分館 －

下守屋分館 －

芦ノ口分館 木造平屋 －

富岡分館 木造平屋 集会室・和室

鍋山分館 木造平屋 － H12.８バリアフリー

逢瀬公民館 鉄筋2Ｆ 大ホール・集会室（４）・実習室・談話室（２） H11.３大ホール増築 逢瀬行政センター

久保田分室 木造平屋 会議室・講習室・実習室

河内分館 鉄筋平屋 集会室・和室（２）・実習室 河内連絡所

29 鉄筋2Ｆ 和室（３）・実習室・大ホール 片平行政センター片平公民館

23

27

28

公民館名

1

16

Ⅰ 中央公民館：１、分館：２、分室：２

Ⅱ 地区公民館：14、分館：49、分室：５

Ⅲ 地域公民館：26

Ⅳ 体育館：２
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番号 所　　在　　地 電　話　(※1) 市有・集会所の別　(※2) 建設年月 敷地面積（㎡） 延床面積（㎡）

喜久田町堀之内字下河原１番地 959-2205 市有（喜久田ふれあいセンター） H10.３ 15,320.23 1,557.07

畑田分室 喜久田町堀之内字畑田23番地 公959-2804 市有 S46.３ 1,644.15 680.40

喜久田体育館 喜久田町堀之内字上ﾉ台19番地 - 市有 S43.３ 1,675.00 931.97

堀之内分館 喜久田町堀之内字堀内43番地の４ - 集会所 － － －

早稲原分館 喜久田町早稲原字町141番地 - 集会所 － － －

前田沢分館 喜久田町前田沢一丁目41番地 - 集会所 － － －

西原分館 喜久田町字行人作田７-128 - 集会所 － － －

日和田町字小堰23番地の４ 958-2352 市有 H１.６ 2,344.82 1,553.50

高倉分館 日和田町高倉字町裏34番地の２ 公958-2827 市有 S59.３ 1,946.13 672.73

文化体育館 日和田町字日向134番地 公958-2101 市有 S41.９ 1,879.33 924.59

宮下分館 日和田町字黒沢100番地の１ - 市有 H５.３ 330.13 153.00

久留米分館 日和田町高倉字大口原18番地の８ - 市有 H４.３ 600.00 154.10

梅沢分館 日和田町梅沢字新屋敷72番地の４ - 市有 H２.４ 959.63 151.27

八丁目分館 日和田町八丁目字仲頃29番地の７ - 市有 H３.５ 625.83 153.60

富久山町福原字泉崎181番地の１ 925-1500 市有（富久山総合学習センター） S62.10 6,098.75 2,653.09

久保田分館 富久山町久保田字山王舘９番地 公931-1201 市有 H１.４ 386.52 180.52

福原分館 富久山町福原字福原８番地の３ 公938-8248 市有 H８.３ 750.00 159.41

小泉分館 富久山町北小泉字前田１番地の１ 公942-4250 市有 H14.１ 2,677.81 250.00

33 富久山町久保田字桝形43番地 924-0376 市有 S54.３ 1,597.69 727.78

34 八山田五丁目410番地 932-1003 市有 H11.３ 1,719.31 590.47

湖南町福良字家老9390番地の４ 983-2543 市有 S45.２ 1,561.83 508.10

中野分館 湖南町中野字堰内2530番地 - 集会所 － － －

三代分館 湖南町三代字寺の前328番3 - 集会所 － － －

福良分館 湖南町福原字台畠8584番地 - 市有（サンサングリーン湖南） H１ － 782.00

赤津分館 湖南町赤津字北町4626番地の３ - 集会所 － － －

月形分館 湖南町舟津字舟津852番地 982-2112 市有（湖南コミュニティーセンター） S63 1,720.05 448.73

熱海町熱海二丁目15番地の１ 984-2679 市有 H30.４ 6,281.00 2,649.00

安子島分館 熱海町安子島字桜畑196番地 公984-6100 市有 H８.12 2,115.00 247.19

上伊豆島分館 熱海町上伊豆島字中川原63-64 - 集会所 － － －

高玉分館 熱海町高玉字南梨子平60番地 - 市有 H11.３ 1,615.21 199.98

玉川分館 熱海町玉川字横川147番地 - 市有 H７.２ 1,990.00 160.65

石筵分館 熱海町石筵字原田311番地の１ - 集会所 － － －

中山分館 熱海町中山字早稲田1番地の２ 公984-5768 市有 H７.２ 1,602.38 154.39

熱海分館 熱海町熱海四丁目110番地 - 市有（消防センター） H10.３ 491.49 240.97

田村町岩作字穂多礼40番地の３ 955-3842 市有 H８.２ 5,501.55 1,630.51

御代田分館 田村町御代田字内手２番地の１ - 集会所 － － －

谷田川分館 田村町谷田川字表前57番地の１ - 市有 H18.３ 875.58 250.08

田母神分館 田村町田母神字古作10番地 - 市有 H８.12 655.48 249.26

38 田村町上行合字宮耕地93番地の１ 955-3846 市有 S58.３ 1,452.31 486.22

39 田村町栃本字市穀４番地の２ 975-2666 市有 H７.３ 3,449.00 521.26

西田町三町目字桜内259番地 972-2807 市有（西田ふれあいセンター） S50.３ 4,408.76 1,997.83

木村分館 西田町木村字川端57番地 - 集会所 － － －

鬼生田分館 西田町鬼生田字町323番地 - 集会所 － － －

高野分館 西田町丹伊田字西荒井258番地 公972-2808 市有 H４.１ 1,120.20 205.36

根木屋分館 西田町根木屋字成宮134番地 公972-2815 市有 H１.３ 488.90 115.93

中田町下枝字大平358番地 973-2951 市有（中田ふれあいセンター） H18.３ 10,436.31 1,063.40

宮城分館 中田町高倉字三渡42番地の１ 市有 H６.３ 1,201.69 202.88

海老根分館 中田町海老根字廻り田65番地の１ - 集会所 － － －

牛縊分館 中田町牛縊本郷字亀石71番地 公973-3170 市有 H10.３ 791.09 159.61

木目沢分館 中田町木目沢字道内８番地 - 集会所 － － －

中津川分館 中田町中津川字町33番地 公973-2950 市有 H８.３ 406.61 197.09

下枝分館 中田町下枝字久保202番地 公973-2958 市有 S47.１ 2,984.60 803.42

柳橋分館 中田町柳橋字町向51番地 - 市有（黒石荘） S47.１ 4,724.00 522.00

高瀬地域公民館

二瀬地域公民館

40

西田公民館

41

中田公民館

36

熱海公民館

37

田村公民館

32

富久山公民館

行徳地域公民館

八山田地域公民館

35

湖南公民館

30

喜久田公民館

31

日和田公民館

(※1)「電話」の欄について：「公」は、公衆電話の番号であることを示す。

(※2)「市有・集会所の別」について：「市有」＝市が施設を所管している施設。

公民館名
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番号 建物構造 室　　名（数） 増　　改　　築 備　考

鉄筋平屋 和室（４）・実習室・研修室 喜久田行政センター

畑田分室 鉄筋２Ｆ 研修室 H６.10バリアフリー、H10.３改修

喜久田体育館 鉄筋２Ｆ － H14.２改修

堀之内分館 － －

早稲原分館 － －

前田沢分館 － －

西原分館 － －

鉄筋３Ｆ 研修室・和室・実習室・ホール・会議室 H９.３バリアフリー、H14.２改修

高倉分館 鉄骨平屋 和室・実習室 H12.８バリアフリー

文化体育館 鉄筋２Ｆ － H14.２改修

宮下分館 木造平屋 －

久留米分館 木造平屋 － H13.９バリアフリー

梅沢分館 木造平屋 －

八丁目分館 木造平屋 －

鉄骨２Ｆ 会議室（２）・集会室・和室（２）・実習室・体育室 H18.4所管替

久保田分館 木造平屋 －

福原分館 木造平屋 －

小泉分館 木造平屋 －

33 鉄筋２Ｆ 集会室・会議室・和室・実習室 H14.３増改築、R２．３改修

34 鉄筋平屋 集会室（２） H29.３増改築 旧八山田分館

鉄骨２Ｆ 会議室・集会室・和室（２）・実習室 H９.12バリアフリー、H11.12リフレッシュ、R２．５改修

中野分館 － －

三代分館 － －

福良分館 鉄筋平屋 和室（２）・調理室

赤津分館 － －

月形分館 鉄骨２Ｆ 会議室（２）・和室（２）・実習室（２） H13.10バリアフリー 月形連絡所

鉄骨造２Ｆ 会議室（４）・実習室・多目的ホール H30.４新築 熱海行政センター

安子島分館 木造平屋 －

上伊豆島分館 － －

高玉分館 木造平屋 －

玉川分館 木造平屋 －

石筵分館 － －

中山分館 木造平屋 －

熱海分館 － －

鉄筋２Ｆ 会議室（２）・集会室・和室（２）・実習室・大ホール

御代田分館 － －

谷田川分館 木造平屋 集会室・和室（２）・調理室

田母神分館 木造平屋 －

38 鉄筋平屋 会議室・和室（３）・実習室 H９.１増改築、H24.３改修 高瀬連絡所

39 鉄筋平屋 会議室・集会室・実習室・和室 二瀬連絡所

鉄筋２Ｆ 会議室・研修室（２）・和室・実習室・大ホール H６.10バリアフリー、H14.２改修、H19.３改修 西田行政センター

木村分館 － －

鬼生田分館 － －

高野分館 木造平屋 － H12.８バリアフリー

根木屋分館 木造平屋 － H13.９バリアフリー、H24.３増改築

鉄筋平屋 会議室（２）・実習室・別棟和室（２） H18.３新築 中田行政センター

宮城分館 木造平屋 － H13.９バリアフリー

海老根分館 － －

牛縊分館 木造平屋 －

木目沢分館 － －

中津川分館 木造平屋 －

下枝分館 鉄筋２Ｆ 会議室・和室・実習室・集会室 H６.10バリアフリー 旧中田公民館

柳橋分館 木造平屋 －

高瀬地域公民館

二瀬地域公民館

40

西田公民館

41

中田公民館

36

熱海公民館

37

田村公民館

32

富久山公民館

行徳地域公民館

八山田地域公民館

35

湖南公民館

30

喜久田公民館

31

日和田公民館

公民館名
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No 名　　称 所　在　地 電話番号 Ｆａｘ番号 敷地面積
延床面積

（専有面積）
開館年月日

1 中 央 図 書 館 麓山一丁目５番25号 923-6601 923-6615 4,652㎡ 5,888㎡ 昭和56年７月１日

2 希 望 ヶ 丘 図 書 館 希望ヶ丘１番５号 961-1600 961-1501 793.4㎡ 622㎡ 平成３年６月１日

3 安 積 図 書 館 安積一丁目38番地 946-8850 946-8393 3,899.17㎡ 905㎡ 平成４年７月１日

4 富 久 山 図 書 館 富久山町福原字泉崎181番地の１ 921-0030 921-0202 3,672.97㎡ 864㎡ 平成５年６月26日

5 緑 ケ 丘 分 館 緑ｹ丘東三丁目1番地の21 944-0001 944-0001 4,023.77㎡ 103.4㎡ 平成10年５月１日

6 富 田 分 館 町東三丁目84番地 951-0260 951-0260 - 26㎡ -

7 大 槻 分 館 大槻町字中前田56番地の１ 951-1512 951-1512 10,375.95㎡ 80㎡ 平成21年７月６日

8 三 穂 田 分 館 三穂田町八幡字東屋敷６番地 953-2820 953-2819 1,986.06㎡ 95㎡ 平成17年４月５日

9 逢 瀬 分 館 逢瀬町多田野字南原３番地 957-2417 957-2417 - 56㎡ -

10 片 平 分 館 片平町字町南7番地の２ 951-5730 952-6086 - 36㎡ -

11 喜 久 田 分 館 喜久田町堀之内字下河原１番地 959-2205 959-2205 15,320.23㎡ 71㎡ 平成10年５月１日

12 日 和 田 分 館 日和田町字小堰23番地の４ 958-2352 958-2352 2,344.8㎡ 79㎡ 平成11年５月１日

13 湖 南 分 館 郡山市湖南町福良字家老9390-４ 984-2679 984-2679 508.1㎡ 39.㎡ 令和元10月11日

14 熱 海 分 館 熱海町熱海二丁目15番１号 984-2679  984-2679 6,281.㎡ 102㎡ 平成30年５月14日

15 田 村 分 館 田村町岩作字穂多礼40番地の３ 955-3842 955-3878 5,501.55㎡ 135㎡ 平成８年５月１日

16 西 田 分 館 西田町三町目字桜内259番地 972-2807 972-2807 4,408.76㎡ 96㎡ 平成19年３月26日

17 中 田 分 館 中田町下枝字大平358番地 973-2951 973-2951 10,436.31㎡ 80㎡ 平成18年３月27日

６　図　書　館
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No 名　　称 開　館　時　間 休　　館　　日 備　　　考

1 中 央 図 書 館

火～金　午前９時30分～午後６時まで
（５～11月は午後７時まで）
土日祝　午前９時30分～午後５時まで
（土曜５～11月は午後７時まで）

毎週月曜日、月末日、年末年始

2 希 望 ヶ 丘 図 書 館
午前９時30分～午後６時まで
（土日は午後５時まで）

毎週金曜日、祝日、年度末日、年末年始

3 安 積 図 書 館
午前９時30分～午後６時まで
（土日は午後５時まで）

毎週金曜日、祝日、年度末日、年末年始 安積行政センター併設

4 富 久 山 図 書 館
午前９時30分～午後６時まで
（土日は午後５時まで）

毎週金曜日、祝日、年度末日、年末年始 富久山行政センター併設

5 緑 ケ 丘 分 館 午前９時30分～午後５時まで 毎月曜日・第３日曜日・祝日・年末年始・年度末日 緑ｹ丘ふれあいセンター内

6 富 田 分 館 午前９時30分～午後５時まで 毎月曜日・第３日曜日・祝日・年末年始・年度末日 富田公民館内

7 大 槻 分 館 午前９時30分～午後５時まで 毎月曜日・第３日曜日・祝日・年末年始・年度末日 大槻ふれあいセンター内

8 三 穂 田 分 館 午前９時30分～午後５時まで 毎月曜日・第３日曜日・祝日・年末年始・年度末日 三穂田公民館内

9 逢 瀬 分 館 午前９時30分～午後５時まで 毎月曜日・第３日曜日・祝日・年末年始・年度末日 逢瀬コミュニティセンター内

10 片 平 分 館 午前９時30分～午後５時まで 毎月曜日・第３日曜日・祝日・年末年始・年度末日 片平ふれあいセンター内

11 喜 久 田 分 館 午前９時30分～午後５時まで 毎月曜日・第３日曜日・祝日・年末年始・年度末日 喜久田ふれあいセンター内

12 日 和 田 分 館 午前９時30分～午後５時まで 毎月曜日・第３日曜日・祝日・年末年始・年度末日 日和田公民館内

13 湖 南 分 館 午前９時30分～午後５時まで 毎月曜日・第３日曜日・祝日・年末年始・年度末日 湖南公民館内

14 熱 海 分 館 午前９時30分～午後５時まで 毎月曜日・第３日曜日・祝日・年末年始・年度末日
郡山市熱海多目的交流施設

「ほっとあたみ」内

15 田 村 分 館 午前９時30分～午後５時まで 毎月曜日・第３日曜日・祝日・年末年始・年度末日 田村公民館内

16 西 田 分 館 午前９時30分～午後５時まで 毎月曜日・第３日曜日・祝日・年末年始・年度末日 西田ふれあいセンター内

17 中 田 分 館 午前９時30分～午後５時まで 毎月曜日・第３日曜日・祝日・年末年始・年度末日 中田ふれあいセンター内
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７　美　術　館
名　　称 : 郡山市立美術館
所 在 地 : 安原町字大谷地130番地の２

  TEL 956-2200 FAX 956-2350
建物構造 : 鉄筋及び鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造

  地上２階地下１階
建築面積 : 3,777㎡
延床面積 : 6,848㎡

   展示部門 2,330.38㎡
   収蔵部門 1,040.28㎡
   教育普及部門 570.34㎡
   研究研修部門 117.45㎡
   管理部門 852.19㎡
   サービス部門 702.62㎡
   その他 1,235.11㎡

開　　館 : 平成４年11月21日
開館時間 : 午前９時30分～午後５時

  (最終入館は午後４時30分)
休 館 日 : 毎週月曜日

  年末年始

 （１）基本方針

 （２）事業実績 (2021（令和３)年度）

   ①収集・保存（収蔵品）

　     令和３年度までの収集状況

分　類 油　彩 水彩・素描等 日本画 版　画 彫　刻 工　芸 美術資料 計

点　数 309 408 58 1,318 50 249 116 2,508

   ②展示活動

　   ア　常設展（年４回展示替え）

期 日数

令和２年度第４期から引き続き

・小特集：イギリスの挿絵

・人物を描く 22日

・グラフィック・アートの魅力

・イギリス美術の肖像

・もうひとつの「芳」の系譜

・郷土ゆかりの美術

・①西洋版 地獄めぐり―ダンテ『神曲』　

・②魅せるテーブルウェア

・小特集：イギリスの彫刻家たち

・洋画上洛！－京都洋画と浅井忠

・日本の前衛・画家の試み

・①版画と福島　②佐藤潤四郎のガラス

 (月曜日が祝日の場合はその翌日)

　  市民が優れた美術品に接することにより、美術文化に対する深い理解と親しみを持ち、より豊か
　な生活を享受できる場とするため、郷土ゆかりの美術作品、国際的視野と高い水準の近代美術及び
　近代資料を収集、保存、展示して市民文化の向上を図る。
　　また、市民の美術文化に対する深い理解と美術文化の向上を図るため、企画展の開催、教育普及
　事業の実施及び多様な情報の提供等美術館活動を推進する。

71日

65日２

令和３年４月１日
～４月25日

令和３年７月21日
 ～10月３日

令和３年４月28日
 ～７月18日

期　　　間展　示　内　容

１

・①ショーラムのエインシャンツ　②工芸のデザイン
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・イギリス美術のイギリス性

・美の明治：工部美術学校と東京美術学校

・大集合！形が楽しい絵画たち

・①版画で旅する日本　②暮らしのなかの工芸

・小特集：イギリス・水彩画への誘い

・西洋に学んだ画家たち

・今日の立体アート

・①美しい本の世界　②素材とかたち

269日

　   イ　企画展

日　数

１ 挑む浮世絵　国芳から芳年へ 38日

２ 62日

３ 郡山の美術とであう 27日

４ 56日

５ 37日

220日

　   ウ　教育普及事業

回数

１ 講演会 ４

2 アーティストトーク ２

３ スライドトーク 10 多目的スタジオ

４ 文化講座 １

５ ワークショップ ２ 創作スタジオ

６ ミュージアムシアター（映画会） ６

７ ミュージアム・コンサート １ 美術館ロビー

８ 風土記の丘の美術展 １

９ １ 美術館ロビー

10 博物館実習 １ 講義室他

11 鑑賞学習対応 １ 企画展示室、常設展示室

30合　　　　計

美術館ロビー

やなせたかしの世界

事　　業　　名

風土記の空

多目的スタジオ

多目的スタジオ

多目的スタジオ

場　　　所

多目的スタジオ

合　　　　　　　計

企　画　展　名 期　　間

合　　　　　　計

令和３年４月24日～６月６日

スイス　プチ・パレ美術館展
※3/17,18は地震のため臨時休館

令和４年２月11日～３月27日

令和３年６月19日～８月29日

４

３

令和３年９月10日～10月10日

令和３年10月23日～12月26日

令和４年２月11日
～３月31日
((3/17，18は地震
により臨時休館）

40日

71日
令和３年10月６
日
～12月26日

「無言館」展　遺された絵画からのメッセージ
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８ 勤労青少年ホーム

所 在
地

 : 麓山一丁目８番４号
   TEL 934-1212  FAX 934-1209

建 物
構 造

 : 鉄筋コンクリート造

延 床
面 積

 : 2879.20㎡(勤労青少年ホーム部分のみ)

敷 地
面 積

 : 9,609.31㎡

開 館  : 平成27年４月６日（リニューアル）
開 館
時 間

 : 午前９時～午後９時

休 館
日

 : 毎月第３日曜日･年末年始(12/29～１/３)
そ の
他

 : 中央公民館との併設
   多目的ホール 講師控室 音楽室
   工作室 調理室 講義室３室

（１）事業計画
事　　業　　名 期　　間

（２）令和３年度利用状況

事　　業　　内　　容

 ９月～10月
 全５回

 11月～12月
 １月～２月

年２回

貸館（団体利用）

32,379 人

件数

 ５月～２月
 月２～３回

うち土日祝日

こおりやま広域圏在住・在勤の勤労青少年で未婚の方を対
象に「学び」と「仲間づくり」を目的として学習会等を開
催する。

勤労青少年世代を対象に、本市の概況や歴史に関する各種
講座を提供することで本市への理解や教養を深めてもらう
とともに、受講者同士の交流により受講後の自主的学びや
仲間づくりにつなげる。

勤労青少年ホーム

人数

3,342 件 1,115 件

社会情勢や政治経済など、勤労青少年の話題となっている
時事テーマについて、大学教授等による専門講座の受講
で、より詳細で深い知識等を習得することにより、活力に
満ち豊かさを実感できる生涯学習社会の創造を図る。

主
　
催
　
事
　
業

ユースカレッジ木曜クラブ
（青年学級）

はやまニア

施設名

ナイトカレッジ
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９　青少年会館

所 在 地  : 大槻町字漆棒82番地
 　TEL 961-8282 FAX 961-1380

建 物 構 造  : 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造3階建
延 床 面 積  : 3,529㎡
敷 地 面 積  : 7,920㎡
宿 泊 設 備  : 特別室(定員２名)×２室

 　 洋 室(定員４名)×16室
  　和 室(定員８名)×４室

研 修 室  : 定員36名×３室､定員24名×１室
会 議 室  : 定員20名×１室
音 楽 室  : 定員18名×１室

～ 食 堂  : 50名 ※要事前予約
浴 室  : 大浴場×２､小浴場×１
プレーホール  : 294.5㎡
開 館  : 平成７年４月１日
開 館 時 間  : 午前９時～午後10時
休 館 日

（１）事業実績 （2021（令和3）年度）

対象 実施日 参加人数
（人）

１ 小学３～６年 6/26～27 14

２ 小学３～６年 10/24 11

３ 小学生 12/19 20

対象 実施日 参加人数
（人）

１ 小学生～一般 1/9 22

２ 小学生～一般 4/24・25 49

３ 小学生～一般 12/12・2/20 42

４ 小学生～一般 6/20 23

５ 小学生～一般 5/29・11/7・11/28 65

６ 小学生～一般 6/5・3/5 66

７ 小学生～一般 10/27・11/5・10・17・24・12/1 14

8 小学生～一般 12/5 31

357

（２）利用状況
（2021（令和3）年度）

件　　　　数 人　　　　数

1,003 15,904

30 1,080

1,033 16,984

手話教室

内容

音楽教室、伝統工芸草木染め体験

座学、手話の実践

クリスマスツリー作り、ビー玉アート作り

親子似顔絵描き、遠近法講習、プラ板製作

事業名

事業名

区　　　　　　分

貸 館 施 設 利 用

合　計　

炭火deバウムクーヘン作り

かんたんアート講座

陶芸教室

はりこ工作教室

日本の歌・日本のこころ・地域交流発表会

合　　　　　　　計

起き上がりこぼしの製作

カップ、置物作り

クリスマスおたのしみ会

②青少年の研修に関すること

宿 泊 利 用

炭火を使ったバウムクーヘン作り

手作り凧作り、こま回し、竹馬、メンコあそび親子日帰り体験教室

異文化交流会 中国・カナダ出身者との交流、外国の遊び体験

よさこい教室（夕刻開催） 発表会に向けたよさこい練習

 : 月曜日(第２月曜日を除く)､年末年始

内容

写真フレーム作り、仮装メイク・写真撮影会Halloween Collection

①青少年の集団研修に関すること
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10　少年湖畔の村

所 在 地  : 湖南町横沢字村西112番地  

   TEL兼FAX 982-2115
建物構造  : 鉄筋コンクリート造平屋建
延床面積  : 1,314㎡
敷地面積  : 11,644㎡
宿泊設備  : 本館 洋室(８名収容)×10室

   野外テント泊(６人用テント×25張)
 　研修室(30名収容)×２室
 　調理実習室 調理台10台
 　(野外炊事施設有)
 　浴室(男女各1室)シャワー室
 　プレーホール  225㎡

開 館  : 平成４年６月20日

利用時間  : 宿泊 午後1時～最終日の正午

 　(原則として２泊３日以内)

 　日帰り 午前９時～午後７時

休 館 日  : 毎週月曜日(祝日の場合は翌日)

 　１月１日から３月31日まで及び

 　12月１日から12月31日までの日

（2021（令和3）年度）

   ①　実施目的

　　　 向上心を育む。

   ②　事業内容・実績

参　加　者

10組28人

7組24人

7組22人

   ③　協力団体等

（２）利用状況 （2021（令和3）年度）

市内 市外 合計

小　学　生 448 57 505

中　学　生 61 10 71

一　　　　般 644 213 857

合　　　　計 1,153 280 1,433

こなん里山キッズ   新そば打ち見学試食会

272

ぐるっと湖南・伝承会、クラブ・よろず湖南

ホールアース自然学校福島校　等

区　分
施設利用者

宿泊利用者

87

20

165

開　催　日

　　（単位：人）

5月30日

11月14日究極の焼き芋作り

　　 ア　湖南町の豊かな自然を活かして、季節に応じた自然活動を実施することにより自立心と

10月31日

事　業　名

こなん里山キッズ   湖岸サイクリング

（１）事業実績

　　 イ　自然環境についての興味・関心を高め、季節に適したフィールドワークを行う。

　　 ウ　湖南の冬の外遊びを通じて自然体験活動への興味関心を育む。

- 106 -



11　その他の社会教育施設

<文化施設>
No 名称 所在地 電話番号 FAX番号 敷地面積 延床面積 開館年月日 開館時間 休 館 日 施設概要

1

郡山市音楽・文
化交流館

（ミューカルが
くと館）

開成一丁目
１番１号

924-3715 924-5200 3,311㎡ 1,893.08㎡

H24.4.22
（一部開館）

H25.4.9
（全館開館）

午前９時～午後10時

毎週月曜日
（月曜日が祝日の場合はその翌日）
年末年始
（12月28日～１月３日）

大ホール、中ホール、小
ホール、
練習室１～５、多目的室、
和室１～２

2 郡山市開成館
開成三丁目
３番７号

923-2157 923-2157 5,423.26㎡ 1,360.09㎡ S43.11
午前10時～午後５時
（入館午後４時30分）

毎週月曜日
（月曜日が祝日の場合はその翌日）
年末年始
（12月28日～１月４日）
※福島県沖地震の被害により当面の
  間休館

①開成館
②安積開拓官舎-旧立岩一
郎邸-
③安積開拓入植者住宅-旧
小山家-
④安積開拓入植者住宅-旧
坪内家-

3
郡山市歴史資料

館
麓山一丁目
８番３号

932-5306 932-5306 ― 882.35㎡ S57.4.10
午前10時～午後５時
（入館午後４時30分）

毎週月曜日
（月曜日が祝日の場合はその翌日）
年末年始
（12月28日～1月４日）
月末日
（土曜・日曜の場合はその前の
　平日）

第一展示室（常設展示）
第二展示室（企画展示）
第三展示室（生活展・戦争
展）

※所蔵資料等
約77,000点

4

けんしん郡山文
化センター

（郡山市民文化
センター）

堤下町１番２号 934-2288 934-2326 9906.64㎡ 19,694㎡ S59.11.10 午前９時～午後５時15分

毎週月曜日
（月曜日が祝日の場合はその翌日）
年末年始
（12月28日～１月３日）

大ホール、中ホール、展示
室　他

5
郡山市こおりや
ま文学の森資料

館
豊田町３番５号 991-7610 991-7620 3186.16㎡ 669.95㎡ H12.2.29

午前10時～午後５時
（入館午後４時30分）

毎週月曜日
（月曜日が祝日の場合はその翌日）
年末年始
（12月28日～１月４日）
館内整理日

①郡山市文学資料館
　常設展示室、企画展示室
他
②郡山市久米正雄記念館
　応接室、和室、展示室、
書斎　他

6
郡山市ふれあい

科学館
駅前二丁目
11番１号

936-0201 936-0089 435.57㎡ 3,371.51㎡ H13.10.1

【宇宙劇場】
平日
午前10時～午後４時15分
（入館午後３時30分）
金曜日
午前10時～午後７時45分
（入館午後７時）
土・日・祝日
午前10時～午後５時45分
（入館午後５時）

【展示ゾーン】
午前10時～午後５時45分
（入館午後５時）

【展望ロビー】
午前10時～午後８時
（入館午後７時30分）

毎週月曜日
（月曜日が祝日の場合はその翌日）
年末年始
（12月31日、１月１日）

①23階～24階　宇宙劇場
（プラネタリウム）
②22階　展望ロビー
（鉄道ジオラマ　他）
③21階　展示ゾーン
（常設展示、びっくり実験
ラボ　他）
④20階　研修ゾーン
（多目的研究室　他）

7 大安場史跡公園
田村町大善寺字
大安場160番地

965-1088 965-1090 約6.5ha 1,219.67㎡ H21.4.4

【公園施設】
午前８時30分～午後７時
（10月～２月
午前８時30分～
午後５時30分）

【ガイダンス施設】
午前９時～午後５時
（入館午後４時30分）

【公園施設】無休

【ガイダンス施設】
毎週月曜日
（月曜日が祝日の場合はその次の
　平日）
年末年始
（12月28日～１月４日）
※福島県沖地震の被害により大安場
１号墳は一部立入禁止

①ガイダンス施設
②古墳
（大安場１号墳、
　大安場２号墳）
③体験広場
④冒険広場
⑤子どもの遊び場
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<スポーツ施設>
No 名　　称 所　在　地 電話番号 FAX番号 面　　積 竣工年月日 開館時間 休　館　日 施設概要

夜間
照明

1
宝来屋 郡山総合体育館
（郡山総合体育館）

豊田町３番10号 934-1500 934-1502 13,097㎡ S49.1.21

火～土曜日
 午前９時～午後９時

日曜日、祝日
 午前９時～午後５時

毎週月曜日
館内整理日
年末年始
（12月29日～１月３日）

大体育館、小体育館、柔道場、剣
道場　他

2 東部体育館 田村町金屋字下夕川原167-２ 943－5558 943－5558 1,440㎡ S61.11

火～土曜日
 午前９時～午後９時

日曜日、祝日
 午前９時～午後５時

毎週月曜日
館内整理日
年末年始
（12月29日～１月３日）

バスケットボール２面、バレー
ボール２面、バドミントン６面、
インドアテニス１面、卓球20台、
家庭バレーボール４面、フットサ
ル２面

3 西部体育館 大槻町字漆棒48 961－4250 961－4250 3,733㎡ H2.12 午前９時～午後９時
毎週月曜日
年末年始
（12月29日～１月３日）

バスケットボール２面、バレー
ボール２面、バドミントン８面、
インドアテニス２面、卓球40台、
家庭バレーボール４面、新体操１
式
（観客席810人）

4 西部第二体育館 待池台一丁目７ 959－4554 959－4554 4,559㎡ H4.4 午前９時～午後９時
毎週月曜日
年末年始
（12月29日～１月３日）

バスケットボール１面、バレー
ボール２面、バドミントン８面、
インドアテニス２面、卓球10台、
家庭バレーボール６面、ハンド
ボール１面、フットサル２面
（観客席408人）

5 逢瀬体育館 逢瀬町多田野字長倉山５ - - 1,392㎡ S56.2 - - -

6
＜郡山総合運動場＞
郡山ヒロセ開成山陸上競技場
（開成山陸上競技場）

開成一丁目５-12 932-5327 932-5327 36,000㎡ S26.3

火～土曜日
 午前９時～午後９時

日曜日、祝日
 午前９時～午後５時

毎週月曜日
館内整理日
年末年始
（12月29日～１月３日）

第３種公認陸上競技場
（観客席5,474人、芝生席10,000
人）
補助競技場
トリムコース

7
＜郡山総合運動場＞
ヨーク開成山スタジアム
（開成山野球場）

開成一丁目５-12 932-5327 932-5327 19,710㎡ S27.10

火～土曜日
 午前９時～午後９時

日曜日、祝日
 午前９時～午後５時

毎週月曜日
館内整理日
年末年始
（12月29日～１月３日）
12月１日～翌年３月31日

センター122ｍ、左翼100.7ｍ、右
翼101ｍ
（観客席10,020人、芝生席8,200
人）

有

8
＜郡山総合運動場＞
郡山しんきん開成山プール
（開成山屋内水泳場）

開成一丁目５-12 926－0450 926-0458 6,500㎡ H29.6 午前９時～午後９時
毎月第一月曜日
年末年始
（12月29日～１月３日）

日本水泳連盟公認プール
50ｍプール×10コース、水深2,0
ｍ
25ｍプール×８コース、水深1.4
ｍ
（観客席634人）

9 ＜郡山総合運動場＞
開成山弓道場

開成一丁目５－12 932-5327 932-5327 6,389㎡ H4.3

火～土曜日
 午前９時～午後９時

日曜日、祝日
 午前９時～午後５時

毎週月曜日
館内整理日
年末年始
（12月29日～１月３日）

遠的６人立、近的12人立
（観客席400人）

10 日和田野球場 日和田町字山ノ井72－２ 934-1500 934-1500 19,300㎡ S45.6 午前９時～午後６時 12月１日～翌年３月31日
センター100ｍ、両翼90ｍ
（観客席5,000人）

11 郡山庭球場 町東一丁目245 951-8511 951-8511 33,710㎡ S54.6

火～土曜日
 午前９時～午後９時

日曜日、祝日
 午前９時～午後５時

毎週月曜日
館内整理日
年末年始
（12月29日～１月３日）

全天候型16面（夜間照明コート10
面）、
全天候型ハーフコート１面

有
(10面)

12 西部庭球場 待池台一丁目６ 959-4554 959-4554 4,006㎡ H4.4 午前９時～午後５時
毎週月曜日（第一月曜日を除く）
年末年始
（12月29日～１月３日）

ハードコート４面

13 丸守少年運動広場 熱海町安子島字輪ノ内１ 984-2679 984-2679 10,743㎡ S52.8 午前９時～午後６時 12月１日～翌年３月31日 ゲートボール

14 多田野運動広場 逢瀬町多田野字柳河原100 957-2417 957-2417 8,821㎡ S53.9 午前９時～午後６時 12月１日～翌年３月31日 ソフトボール１面

15 白岩運動広場 白岩町字堺之内18 934-1500 934-1502 4,611㎡ H9.5 午前９時～午後６時 12月１日～翌年３月31日 ゲートボール

16 安積スポーツ広場 安積町成田字北山崎25 945-1226 945-1226 12,934㎡ S54.3 午前９時～午後６時 12月１日～翌年３月31日 ソフトボール１面

17 三穂田スポーツ広場 三穂田町駒屋字赤場40 953-2819 953-2819 28,763㎡ S57.3 午前９時～午後９時 12月１日～翌年３月31日 野球２面、ソフトボール２面 有

18 逢瀬スポーツ広場 逢瀬町多田野字竹柄沢１-１ 957-2417 957-2417 31,445㎡ S52.10 午前９時～午後９時 12月１日～翌年３月31日
野球２面、ソフトボール２面、
サッカー１面

有

19 片平スポーツ広場 片平町字小林１ 951-5730 952-6086 19,955㎡ S52.10 午前９時～午後６時 12月１日～翌年３月31日 ソフトボール４面、サッカー２面

20 西部スポーツ広場 郡山市待池台一丁目 959-4554 959-4554 22,694㎡ H4.4 午前９時～午後５時 毎週月曜日（第一月曜日は除く）
ソフトボール２面、サッカー１面
（芝生）

21 喜久田スポーツ広場 喜久田町堀ノ内字下河原22-３ 959-2205 959-2205 28,747㎡ H9.10 午前９時～午後９時 12月１日～翌年３月31日
野球１面、ソフトボール２面、
サッカー１面

有

22 日和田スポーツ広場 日和田町字菖蒲池52-13 958-2352 958-2352 26,445㎡ S59.3 午前９時～午後９時 12月１日～翌年３月31日 野球１面、ソフトボール１面 有

23 富久山スポーツ広場 富久山町福原字古舘６-1 932-2709 932-2709 28,906㎡ H26.8 午前９時～午後９時 12月１日～翌年３月31日
ソフトボール２面、サッカー１
面、ラグビー１面

有

24 湖南スポーツ広場 湖南町三代字西ノ内200-１ 983-2543 983-2543 15,641㎡ S53.10 午前９時～午後９時 12月１日～翌年３月31日
野球１面、ソフトボール２面、
サッカー１面

有

25 田村スポーツ広場 田村町守山字権現坦内１-５ 955-3842 955-3842 26,353㎡ S63.3 午前９時～午後９時 12月１日～翌年３月31日 野球２面、ソフトボール４面 有

26 東部スポーツ広場 田村町金屋字下夕川原167－2 943-5558 943-5558 7,710㎡ S61.12 午前９時～午後９時 12月１日～翌年３月31日 フットサル２面 有

27 中田スポーツ広場 中田町下枝字沢目木227 973-2951 973-2951 43,301㎡ H3.9 午前９時～午後９時 12月１日～翌年３月31日
野球1面、ソフトボール２面、
サッカー１面

有

28
＜ふるさとの森スポーツパーク＞
体育館

田村町小川字石淵166 955-5229 955-5229 1,620㎡ H5.4

火～土曜日
 午前９時～午後９時

日曜日、祝日
 午前９時～午後５時

毎週月曜日
館内整理日
年末年始
（12月29日～１月３日）

バスケットボール２面、バレー
ボール２面、バドミントン４面、
インドアテニス１面、卓球10台、
家庭バレーボール２面、フットサ
ル２面

29
＜ふるさとの森スポーツパーク＞
野球場

田村町小川字石淵166 955-5229 955-5229 15,017㎡ H5.4 午前９時～午後６時 12月１日～翌年３月31日 センター120ｍ、両翼90ｍ

30
＜ふるさとの森スポーツパーク＞
ソフトボール場

田村町小川字石淵166 955-5229 955-5229 27,978㎡ H5.4 午前９時～午後６時 12月１日～翌年３月31日
ソフトボール２面、
センター68ｍ、両翼68ｍ
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No 名　　称 所　在　地 電話番号 FAX番号 面　　積 竣工年月日 開館時間 休　館　日 施設概要
夜間
照明

31 ＜ふるさとの森スポーツパーク＞
スポーツ広場

田村町小川字石淵166 955-5229 955-5229 14,256㎡ H5.4 午前９時～午後６時 12月１日～翌年３月31日 サッカー１面、ソフトボール２面

32
＜磐梯熱海スポーツパーク＞
体育館

熱海町高玉字南泥布沢２-７ 984-1781 984-1782 1,936㎡ H11.9 午前９時～午後９時 -
バスケットボール１面、バレー
ボール２面、バドミントン６面、
卓球10台、フットサル２面

33
＜磐梯熱海スポーツパーク＞
多目的グラウンド

熱海町高玉字南泥布沢２-７ 984-1781 984-1782 9,310㎡ H11.10 午前９時～午後９時 -
野球１面、ソフトボール１面、
ゲートボール４面、フットサル２
面、トラック200m

有

34 ＜磐梯熱海スポーツパーク＞
郡山サッカー・ラグビー場

熱海町高玉字南泥布沢２-７ 984-1781 984-1782 26,350㎡ S52.7 午前９時～午後６時 -
芝生サッカー（ラグビー）コート
１面
（観客席500人）

35 ＜磐梯熱海スポーツパーク＞
郡山スケート場

熱海町高玉字南泥布沢２-７ 984-1781 984-1782 39,000㎡ H3.12

冬季（12月１日～２月末日）
午前９時～午後４時３０分
夏季（４月１日～10月31日）
午前９時～午後４時

冬季：休館なし
夏季：月～金曜日

１周400ｍリンク
冬季：アイススケート
夏季：インラインスケート、ロー
ラースケート、スケートボード
（観客席1,115人）

36 西部サッカー場 大槻町字横山26 961-3500 961-3500 45,000㎡ H6.7 午前９時～午後６時
毎週月曜日（第二月曜日を除く）
年末年始
（12月29日～１月３日）

芝生サッカーコート２面
（観客席3,722人）

37 郡山相撲場 大槻町字漆棒95 961-4250 961-4250 82.81㎡ H16.10 午前９時～午後６時
毎週月曜日（第二月曜日を除く）
年末年始
（12月29日～１月３日）

土俵１、練習用土俵１

38 郡山市熱海フットボールセンター 熱海町熱海二丁目15-３ 954-9670 954-9671 20,593㎡ H30.3 午前９時～午後９時
毎月第一月曜日
年末年始
（12月29日～１月３日）

人工芝サッカーコート１面
（観客席　スタンド席616人、車
いす席3人、芝生席500人）

有

39 磐梯熱海アイスアリーナ 熱海町玉川字反田１-１ 984-5377 984-5380 4,439㎡ H6.11

冬季（９月１日～５月31日）
午前10時～午後９時
夏季（６月中旬～８月初旬）
午前９時～午後９時

冬季：休館なし
夏季：６月・７月の第一火曜日

冬季：アイススケート、アイス
ホッケー、フィギュアスケート、
ショートトラック、カーリング
夏季：テニス３面、フットサル
（国際規格）１面、バドミントン
６面、ゲートボール２面
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